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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　序章




《竜りゆう》なるモノが存在している。

　この世界ではなく、異なる世界の存在だ。

　その証あかしとして、《竜》はこの世界とは異なる真理とも言うべきルールを持っている。人類はソレを《異則》と呼んだ。

　人類から見れば、まるで魔ま法ほうのような、ただ結果だけを具現化するルールだった。

　揚よう力りよくも推進力もなしに《竜》は、《異則》によって空を駆かけた。

　火薬もガスもなしに《竜》は、《異則》によって超ちよう高熱の熱線を操あやつった。

　数知れない《異則》を持つ《竜》を前にして人類が持つ兵器は、為なす術すべ無く鉄てつ屑くずと化した。

　そう、十一年前──二〇三〇年九月十二日、突とつ如じよとして現れた《竜》を前にして、人類はただただ蹂じゆう躙りんされるだけだった。

《屠と竜りゆう戦せん争そう》の開始である。

　何な故ぜ、彼らが人類を《簒さん奪だつ者しや》と呼ぶのか。

　何故、彼らがこの世界を支配しようとするのか。

　そもそも世界が異なるとは、どういうことなのか。

　何一つ分からないまま、人類は《竜》に駆く逐ちくされるかに思われた。

　しかし、人類にも《竜》を識しる者達がいた。

　遥はるか古代に、ヤマタノオロチを倒たおしたとされる伝説の英えい雄ゆうの末まつ裔えい《クシナダ》。彼らはその時々の政治権力と結びつき、脈々と《竜》を倒す術と知識を受け継つぎ、準備を整えて来ていたのだ。

《屠竜戦争》時、彼らは日本政府内閣府直下《クシナダ機関》となっていた。《竜》の飛来を予測し、米軍の協力の下もとで着々と戦備を進め、その時を待っていた。

　そして、拒きよ否ひ権が飛び交かい機能を失った国連に成り代わり、米軍と《クシナダ機関》の主導の下に対竜同盟『ベイオウルフ』が結成され、人類の反はん撃げきが始まる。

《クシナダ機関》が米軍とその同盟国に見せた剣けんは、その名を竜鱗機プラウダーと言った。

　どこの国もどこの研究機関も解かい析せき出来ていない《異則》。その《異則》を装備した、いわば《竜》の力を持った兵器だ。

　竜鱗機プラウダーは各地で激しく《竜》と戦った。

　そう、戦い得たのだ。

　その雄ゆう姿しを見た、未まだ『ベイオウルフ』に賛同していなかった国々も続々と加盟を果たし、ついには人類は一つとなって《竜》と戦うことになった。

　それでも、無数の都市が焼け野原となり、多くの国家が崩ほう壊かいした。そんな中で、《クシナダ機関》の精せい鋭えい、特に霧きり雨さめ獣じゆう吾ごと神みわ真しん一いち郎ろうを中ちゆう核かくとして、人類は徐じよ々じよに《竜》を追い詰つめていった。

　そして、二〇三一年二月十一日。

　中東の地で、《竜》の司令官《ティアマット》との最終決戦が行われた。

　激しい戦せん闘とうの末、遂ついに霧雨獣吾と神真一郎に率いられた戦士達が《ティアマット》を屠ほふり、決戦は人類の勝利に終わった。

　ここに、五か月にわたる《屠竜戦争》はようやく終結したのだ。

　人々は《ティアマット》を屠り、生き残った五人の英雄を竜りゆう倒とう五将と呼ぶようになる。

《竜》は全すべて駆逐され、世界は全世界が集結した『ベイオウルフ』の下で平和を謳おう歌かすることになる。

　誰だれもが、《竜》との戦いが終わったと思った。いや、思い込んだ。

《クシナダ》の人々を除いてだ──。

「今いま更さら、そんな本を読んでいたのですか？」

　声を掛かけられて、霧雨クラヒメは顔を上げた。

　いつの間に学園長室に入って来たのか、目の前に杵き築づき弓ゆ美み香かのたおやかな姿がある。黒く長く艶つややかな髪かみに、静かな美び貌ぼうを持つ少女だが、その瞳ひとみには強い意志がはっきりと灯ともっている。

「温故知新じゃ」

「はぁ」

　弓美香が小首を傾かしげた。その仕草にクスリと笑い、クラヒメは本を閉じて置いた。銀色に輝かがやく髪と褐かつ色しよくの肌はだを持つこの少女こそが、建たけ速はや学がく園えんの学園長であり、先の《屠竜戦争》を終結させた英雄である竜倒五将の一人であった。

「《竜》が潜せん入にゆうしておる」

　クラヒメの言葉に、弓美香が顔を引き締しめた。

「既すでに儂わしが張っている結界は綻ほころんでおるからな。隙すき間まから潜入されても、そう不思議ではない」

「獣吾小お父じ様が焦あせっているのは、そういうわけですか」

「獣吾だけではないぞ。真一郎も、色々と動いておるらしい。しかも、互たがいに利用しあってな」

「零れい士じくんですか」

　弓美香の綺き麗れいな眉み間けんに皺しわが寄る。微かすかに見せる、怒いかりだ。

「先週の竜りゆう槍そう師団による攻こう撃げきは、おそらくな。零士の《竜》を見たかったのじゃろう」

「あの人達は、零士くんを人間としては見ていないということですか。《竜》と戦うための、兵器の一つとしか」

「じゃろうな。現に獣吾は、儂を結界の人柱程度にしか思うておらん。そして弓美香、お主も同じ様に見られておるぞ」

　クラヒメの言葉に、弓美香が苦く笑しようした。

「分かっています。それは姫ひめ巫み女ことして生まれた私の運命です。でも、零士くんは違ちがいます」

「うむ。あれを残したタカヒメの願いを、儂は護まもるつもりじゃよ。じゃからこそ、これからが難しいぞ」

　クラヒメは立ち上がった。弓美香が尋たずねてくる。

「難しいと言うと？」

「大国や同盟は元々儂らに批判的じゃった。じゃがな、かつて共に戦った敬意と、畏おそれがあった」

「ええ。ですから強ごう引いんな手法には出てきませんでした。嫌いやがらせ程度で」

「うむ。じゃが、これからは分からんぞ。連中の背後に獣吾や、《竜》がいたとしたらどうする」

　弓美香が息を呑のんだ。

「弓美香よ、心せい。《竜》だけではなく、クシナダ財団も同盟も、全てがお主と零士の敵となりうるのじゃ」

　クラヒメはそう言うと、急きゆう須すから湯飲みにお茶をゆっくりと入れた。

　そして言わなかった言葉と共に、お茶を飲んだ。

　──儂はもう、そうは長くないのじゃからな。








　一章




「ほう。自分が参さん謀ぼう長ちように任命されるのですか」

　ザハール・アルバトフは、芝しば居いがかった仕草で驚おどろいて見せた。

　四十歳で既に中将の地位を得た軍人で、背後には二人の男女を控ひかえさせている。軍服ではなく、三十代半ばと思おぼしき男はタンクトップにデニムを穿はいていた。場違いではあるが、百八十センチ台半ばある筋肉質な肉体にはよく似合っている。

　その隣となりの二十代前半らしき長髪ロングヘアーの女はスーツだ。百七十センチほどと女性にしては長身で、スレンダーな体型だが仕草からか、どこか色気があった。

　ザハールはしっかりと軍服を着ている。身長は百七十センチ台半ばのスリムな体つきで、自分としては一いち分ぶの隙すきも無く着こなして、如い何かにも軍人だと思っている。

　もっとも、灰色の髪をオールバックにして眼鏡を掛けた姿は、あまり軍人らしくない、数学教師のようだと、周囲で評判だった。

「驚くことはあるまい。ロシアの工作は見事なものだったぞ。それをロシア出身のキミが知らないはずはあるまい」

　ゆったりとした本ほん革がわの椅い子すに腰こし掛かけた老人が、ザハールを見る瞳に嫌けん悪おの色を浮うかべた。老人の軍服には無数の勲くん章しようと共に、元げん帥すいを示す階級章が付けられている。

　このアメリカ出身の老人──アルフ・ボーマンも、ロシア出身のザハールも、着ている軍服は対竜同盟『ベイオウルフ』のものだ。

『ベイオウルフ』は、十一年前に突如として現れた《竜》と戦うため、各国軍が一つとなって誕生した国際機関だ。常備軍を持つ『ベイオウルフ』は、今では国連に替かわって世界を調停する組織となっている。

　もっとも《屠と竜りゆう戦せん争そう》に勝利して《竜》の脅きよう威いがなくなった現在では、各国から派は遣けんされた軍人が母国の権益のために角を突つき合わせる、寄せ集めと堕だしていた。

　結果、ベイオウルフ常備軍──通つう称しよう同盟軍の役職を巡めぐって、大国は絶えず激しい暗あん闘とうを繰くり返している。

　そして、多分に名めい誉よ職しよくとなりつつある元帥と違い、実質的な権限を握にぎっている参謀長はもっとも重要なポストとされていた。

「ま、戦死なされた前参謀長もアメリカでしたからね」

　ザハールは、従えた男女を立たせたまま、用意された椅子に腰掛けた。

「で、正式な任官の前に自分を呼び出した目的はなんでしょうか。まさか恨うらみ言を吐はくためではないでしょう？」

　ボーマンが露ろ骨こつに顔をしかめてから、息を吐いた。

「我々は確かに対立している。だが、それでも我々は味方同士だ。些さ細さいな権益を、コップの中で争っているに過ぎない。だがコップはもう一つある。つまり本当の敵は他ほかにいる」

「まさか《竜》と仰おつしやるおつもりですかな？」

　ザハールが肩かたをすくめると、ボーマンが大きな声で笑う。

「くはははははは、あの戦いはもう終わったのだぞ。居もしない《竜》が敵になるわけなかろう」

　その答えを聞いて、ザハールは一度背もたれに体を預けた。天てん井じようを見上げる。

　どうやらこの組織は、自らの存在意義を捨て去っているらしい。

　ザハールにしてみれば、愚おろかとしか言いようのない、興味すら湧わかない連中だ。

「どうした、中将」

　ボーマンが訝いぶかしげに聞いてきた。仕方なくザハールは、ボーマンに視線を戻もどして口を開いた。

「では、竜りゆう槍そう師団ですかな？」

　竜槍師団。《竜》に心奪うばわれ、《竜》を神と崇あがめる信しん奉ぽう者しや達によって結成されたテロリスト集団だ。

「確かに、竜鱗機プラウダーを操る竜槍師団は我々にとって脅威だ。だが、あの連中がいるおかげで、我々は軍備を拡張して潤うるおえるのだ。必要悪というものだろうよ」

　たるんだ頬ほお肉にくを震ふるわせてボーマンが苦笑する。その笑えみからザハールは思わず目を逸そらして、地ち球きゆう儀ぎを見つめた。

「そうなると、やはり建たけ速はや学がく園えんということになりますかな」

　地球儀は、ちょうど日本をザハールに見せている。

「正確には建速学園を運営する『クシナダ財団』だ。あの連中が握る知識と技術は、一いつ般ぱん市民が持つべき性質のものではない」

　ボーマンが断言した。

「つまり、我々のような大国が持つべきだと」

「大国ではない同盟軍が、だ」

　白々しくボーマンが言い改める。

「なるほど」

「当然だろう。世界の支配者は《竜》に打ち勝った我々なのだ。クシナダのような一民間組織ではない」

　ボーマンの言葉に、ザハールは思わず笑い出しそうになってしまった。

　あの《屠竜戦争》において、《竜》と戦う術すべを持っていたのは《クシナダ》だけだったのだ。各国は、彼らの力を借りて戦ったに過ぎない。

　あの戦いで《竜》が畏れたのは、《クシナダ》だけだったのだ。

　と、そこまで考えてから、ザハールは笑みを作って今は上官であるボーマンに追従した。

「確かにそうですね。しかし、それをわざわざ自分に伝える真意をうかがいたいところですな」

「知っての通り、前参謀長は竜槍師団のアジトの一つを攻こう略りやく中に、奇き襲しゆうを受け戦死した」

「まだマスコミにも公表してない極ごく秘ひ事じ項こうですがね。それがクシナダとどう関係があると仰るのですかな。確か、連中の部隊も協力してたと記き憶おくしていますが」

「そうだ。そして建速学園から作戦計画が漏もれた可能性がある」

　重々しい態度でボーマンが、組んだ手に顎あごを置いた。

「なるほど。建速学園に内通者がいるということですか。しかし確証はあるのですか？」

「奇襲攻こう撃げきの三日前だ。竜槍師団が、建速学園に潜入して攻撃を行っている」

「それは承知していますよ。竜槍師団の最高幹部七なな本ほん槍やりの一人、片かた桐ぎり烈れつ波ぱが討うち取られたそうですね。ですが、それはクシナダの手て柄がらにはなっても、彼らの落ち度にはならないのではないですか？」

　ザハールの言葉を聞いて、ボーマンが嘲ちよう笑しようを浮かべた。

「新任の参謀長にしては、読みが浅いのではないか？」

「そうですかね」

「そうとも。いいか、建速学園の内ない偵ていは我らですら苦労しているのだぞ。まして、竜鱗機プラウダーをあの学園に持ち込むなど、通常であれば出来るわけがない」

「内側から手引きした者がいると？」

「そうだ。忍しのび込ませたのか、それとも学生が信奉者に転んだのか……どちらかだろう」

「信奉者ですか。《竜》こそが世界と人間の支配者であると識しった連中ですな」

　ザハールは、ついつい言葉に嘲あざけりをたっぷりと乗せてしまう。ボーマンが、ザハールの嘲りを理解したかのように苦笑した。

「もう《竜》は世界から消えたというのに、愚かな連中だ。だが、《屠竜戦争》で転んだ連中以外にも、今なお増え続けているのも事実だ。学生が転んでいても不思議ではない」

「つまり元帥は、学生に信奉者、下手をすれば竜槍師団のメンバーがいる可能性が高いと考えているわけですな。そして、その学生が学園襲撃を手引きしただけではなく、我々の軍事活動に関しても情報を師団に流している、と」

「その通りだ」

　ボーマンが我が意を得たりと頷うなずく。その自信満々の顔を見て、ザハールはつい額に手を当ててしまった。

「しかし元帥、それはあくまでも推測の域を出ていませんよ」

「構わん。事実が問題なのではなく、建速学園に対して我々が優位に立つことが重要なのだ」

　ボーマンがきっぱりと言い切る。

「私の仕事は、彼らを揺ゆさぶることというわけですか。もし、本当に内通者がいて、その者が流した情報で奇襲攻撃が行われたとしたら、建速学園にとって大失態ですからね。我々が学園に介かい入にゆうする余地が十分に生まれる」

　ザハールの言葉にボーマンが頷く。その様子を見て、ザハールは組んだ手に顎をのせ、自分よりは一回り近い年上の老人を見み据すえた。

「それだけではないでしょう？」

「どういう意味かな？」

「目立った成果がない時には、失点として私の権限を削そぐおつもりだ。何しろ参謀長に就任する前の、非正規の任務ですからね。当然、元帥閣下におかれては、命令書など出すおつもりはないのでしょうし。つまり、アメリカとしてはどちらに転んでも損はない。違ちがいますか」

　ボーマンが苦々しい表情をし、神経質そうにこつこつと机を指で叩たたき始める。

　その様子を見てから、ザハールはついつい楽しそうに笑い声を上げてしまった。

「何がおかしい！」

「いえ、人間社会というものはやはり興味が尽つきないなと」

　そう言いながら、ザハールは立ち上がった。

「ま、非正規とはいえ元帥閣下のご命令ですから、建速学園には探さぐりを入れましょう。自分としても、彼らには大変興味がありますのでね」

　見事なまでの敬礼をすると、ザハールは扉とびらに向けて歩き出した。男女二人もすぐにその後に付き従う。

　と、ボーマンがその背中に声を掛かけた。

「中将。そういえば副官を替かえたのかね。見ない顔だが」

　その疑問に男女が立ち止まり、ボーマンを向く。

「ああ、この二人ですか。女の方が脇わき坂さかセーブルです。日本とイギリスのハーフですよ」

　セーブルと言われた女が媚こびるように頭を下げた。長い髪かみの一筋がはだけて、細い目をした狐きつねを連想させる顔に掛かり、唇くちびるに触ふれた。その刺し激げきを受けて、舌でチロリと唇を舐なめる。

　グラマーとは、とても言えない痩そう身しんだが、その仕草の一つ一つが妙みように艶あでやかだ。

「男がカスヤ。こっちもハーフでしてね。日本とアメリカ人のハーフになります」

　ドレッドヘアーにゴーグルをしたカスヤが、小さく会え釈しやくした。筋骨隆りゆう々りゆうの体には無む駄だな贅ぜい肉にくはいっさいなく、黒い肌はだを惜おしげも無くむき出しにしている。

「ああ、そうそう。二人共、副官ではないんですよ。私の私的秘書官と言ったところでして」

「なんだと？　そんな連中を私の部屋に入れたのかっ」

　ボーマンが慌あわてた様子で声を荒あららげた。

「安心して下さい。信用──少し違うかな。ま、利害を一にする知人から借り受けた、便利な二人ですので。この私が保証しますよ」

　ザハールは、結局振り返ることなく答えると、部屋を出た。

　嘲りを顔に浮かべながら……。




　　　　※　　※　　※




　私立建速学園は、《屠竜戦争》で焼け野原となり無人となった地域に設立された。総面積は五平方キロメートルと、ちょっとした市区町村に匹ひつ敵てきする大きさだ。

　これだけの広大な敷しき地ちを持っているには理由がある。

　それは建速学園が、兵器の運用と殉じゆん職しよくを認められた特とく殊しゆ学校法に基づいて設立されたということだ。すなわちこの学園は、軍事施し設せつでもあった。

　実際、広大な敷地のかなりの部分が、戦せん闘とう訓練場によって占しめられていた。

　そしてその中の一つ、一年生二年生向け戦闘訓練場では、今日もまた竜鱗機プラウダーによる模も擬ぎ戦闘が行われている。

　一年Ａ組の六時間目になる戦闘訓練の授業だ。

　生徒達が注目する中、赤い竜鱗機プラウダーが銀色の竜鱗機プラウダーの頭部を押さえて、猛もう然ぜんと落下していくとそのまま地面へと叩きつけた。

　もうもうと土つち煙けむりが上がる。

『零れい士じっ、気合いを入れろ！』

　竜鱗機プラウダーを身に纏まとうレティシア・ベラスケスの叱しつ咤たが、無線を通じて零士の鼓こ膜まくを打った。

　彼女の竜鱗機プラウダーの装そう甲こうは赤い。竜鱗機プラウダーは、装着者の特性によって五系統にカスタマイズされる。色は、その系統を表すのだ。

　赤色は、レティシアという少女の特性と機体が、近接攻こう撃げき向きなことを示している。竜鱗機プラウダーのシルエットもやや鋭えい角かくで、敵てき陣じんに真っ先に飛び込む槍を連想させる。

『俺だって、気合いを入れてるつもりなんだよ』

　零士はぼやきながら、墜つい落らくした地面で立ち上がった。その竜鱗機プラウダーは汎はん用よう型を示す銀色にカラーリングされている。

『そもそも、近接戦闘はレティの方が適性高いんだしさ』

『なんだ、弱音か？』

　レティシアが、零士をジロリと睨にらみ付けた。

『いや、そうじゃなくて……』

『なら言い訳か。みっともない。弓ゆ美み香か先せん輩ぱいを護まもる騎き士しだなんて言いながら、男としての心構えもないのか』

『レティ、言っていいことと悪いことがあるぞ』

　語気を強めて言い返した零士に、レティシアがフンッと鼻を鳴らして笑った。そして、自分の胸を親指で突ついて叫さけぶ。

『言ったことを撤てつ回かいして欲しいなら、アタシを地面に引きずり下ろしてみろ！』

　レティシアの赤い竜鱗機プラウダーが、音もなく上じよう昇しようを始めた。

『くそっ。見てろよ！』

　その後を追う、いや追い越こすべく零士は、すぐに空を飛ぶことに集中する。

　零士の体の中に眠ねむる《竜りゆう因いん子し》が、《竜力誘ゆう導どう機き》によって《竜》の力──《異則》を操あやつる《竜力》へと変へん換かんされる。

　集中してから一秒も経たたずに、竜鱗機プラウダーが重力のくびきから解き放たれた。土煙一つ上がらず、零士は空へと舞まい上がる。

　バリア効果の《異則》によって風圧は感じない。既すでに上空高くへと飛んだレティシアの姿も、見たい時にはしっかりとズームの《異則》で捉とらえることが出来る。

（くそっ。さっきから距きよ離りを離はなされる一方じゃないか！）

　速度が思うように上がらない。

　一週間前、竜槍師団の片桐烈波と戦い勝利してから、《竜力誘導機》の出力が思うように上がってくれない。以前のように振ふれ幅はばの大きい不安定な出力ではなく、非常に安定しているものの、最高出力が大きく落ちてしまっているのだ。

『遅おそいっ。いい加減にしろ！』

　上空で急旋せん回かいしたレティシアが、得物である二振りの曲刀シヤムシールを抜ぬき放ち急接近してくる。

『やられてたまるかよ！』

　迎むかえ撃うつべく、両りよう脚あしを上げて体を空へ向ける。汎用型と遠距離狙そ撃げき型のみに装備されているレイジキャノンの照準を、レティシアに合わせる。必ずしも、視界に浮うかぶ照準用サイトの十字に完かん璧ぺきに合わせる必要はない。

　レティシアの姿がサイトに入った瞬しゆん間かんだ。零士は、威い力りよくを最低にまで弱めてあるレイジキャノンを放った。

《竜力》をそのまま熱線としたレイジキャノンは、閃せん光こうとなってレティシアへと襲おそい掛かる。

　レティシアが避よけようともせずに、突っ込んできた。零士は意識の中で、閃光をレティシアへと曲げる。

　突っ込んでくるレティシアの腹部へと、閃光が零士の意図通り曲がり刺ささる──そう思った瞬間、右手の双そう刀とうが一いつ閃せんした。

　バシィィィィィン！

　何かが弾はじけ飛ぶような音と閃光が爆ばく発はつし、消しよう滅めつしてしまった。

『嘘うそだろ……鋭化もなしにかよ』

　零士は思わず呆ぼう然ぜんと見つめてしまった。零士達が持つヒヒイロカネ製の武器は、鋭化の《異則》を使うことで《竜》や竜鱗機プラウダーの装甲を打ち破る力を得る。

　当然、模擬戦闘中は互たがいの安全のために鋭化の《異則》は作動していない。

　にも拘かかわらず、レティシアはレイジキャノンの閃光を打ち砕くだいたのだ。

『お前のレイジキャノンが貧ひん弱じやく過ぎるだけだ。驚おどろくには値あたいしない！』

　一気に間合いを詰つめてきたレティシアが、左手に持った双刀を下から撥はね上げるように斬きりつけてくる。

　零士は、慌てて自分の得物である日本刀を振り下ろした。

　ガキッと刀身と刀身がかみ合う。

『嘘だろっ』

　左手だけで握にぎった双刀が、零士が両手で握る日本刀を逆に押し返す。

『どうした零士っ。お前の《竜力》はこの程度か！』

　竜鱗機プラウダーは《竜力》で動くパワードスーツだ。である以上、《竜因子》から《竜力誘導機》を通して出力される《竜力》が多ければ多いほど、そのパワーは増していく。

　そして《竜因子》は、人の精神力に影えい響きようされるのだ。

『くっそぉぉぉぉぉぉぉ！』

　雄お叫たけびと共に《竜因子》を活性化すべく、心を研とぎ澄すます。

　──出力三一％。

　視界に竜鱗機プラウダーが投とう影えいした数字は、情けなさ過ぎる数字だ。

　出力が一定以上には上がってくれない。一週間前は、無む尽じん蔵ぞうに思えるほどの《竜力》が湧わき上がってきたのにだ。

　しかし、今はあの時とは比べるべくもない《竜力》しか出力されない。

　Ａクラスの生徒ともなれば、出力五〇％は最低でもクリアする。レティシアなら七〇％近くまで叩き出すだろう。

『失望したぞ！』

　レティシアが怒ど鳴なり声と共に、左手の双刀で日本刀を弾き上げる。両手握りのおかげで、零士の両りよう腕うでが大きく頭上に浮いてしまう。そのがら空きになった脇わき腹ばらを、レティシアが右手の双刀で強したたかに叩く。

　鋭化が掛かっていないため、竜鱗機プラウダーの装甲が斬り裂さかれることはない。

　しかし、実戦では間ま違ちがいなく斬り裂かれていただろう。

　戦闘訓練を担当する教師も零士と同じ判断を下し、無線で戦闘終しゆう了りようを告げた。

『それまでです！』

　それでも、レティシアは止まらない。バランスを崩くずした零士の背後へと旋回し、背中の装甲に強い蹴けりを入れてくる。

『うわぁっ！』

　終わった、そう思っていたこともあるが、それ以上に蹴りの威力が強く、零士は地面に向けて弾き飛ばされた。

　上昇しようと飛行モジュールへ《竜力》を注ぐが、蹴りの威力に浮ふ力りよくが打ち勝てず、落下を続けてしまう。

『情けないっ。この程度の蹴りで、飛行異則が負けるだと！』

　苛いら立だたしげな声を、レティシアが出す。

『それまでですと言ってっ──』

　教師が怒いかりを露あらわにした時だ。

『レティシア・ベラスケス、零士に何をするのですかっ！』

　エミリー・グラントの叫びが、その言葉を完全に消してしまった。

　同時に赤い竜鱗機プラウダーを纏まとったエミリーが、猛然と上昇を始める。

　落下しかけていた零士は、瞬またたく間に彼女の左手で楽々と受け止められた。と、エミリーが零士をレティシアから庇かばうように前に出る。
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　首席入学であり名門出身のクラスメイトのエミリーと、入学順位こそ最下位のレティシアが睨み合う。もっともレティシアは、成績そのものは二位であったが、入学試験時に乱らん闘とう騒さわぎを起こしたためにペナルティとして最下位に甘んじていた。

　そんな一位と、実質二位の二人が睨み合う。

　しかも共に系統はレッド、つまり近接戦闘タイプだ。

『エミリーか。別チームのお前には関係ない。どけ』

　ジロリとレティシアが睨む。常人なら恐きよう怖ふで震ふるえ上がりそうな視線だが、エミリーは欠片かけらもひるむことなく睨み返した。

『おかしなことを言いますね。今はチーム練習の時間ではなく、一年Ａクラスの戦闘訓練の授業中です。この訓練にチームは関係ありません』

『なるほどな。だが、アタシは零士と戦闘訓練中だ。やはり貴様は関係ない』

『あら、先生の声が聞こえなかったんですか？　それまでと仰おつしやっていました。つまり、貴方あなた達の戦闘訓練はもう終了です』

『っ……そこで貴様が出しゃばることはないだろうっ』

　一瞬、言葉に詰まったレティシアが声を荒あららげた。そんなレティシアに、エミリーが自分の胸に悠ゆう然ぜんと右手を添そえ、勝ち誇ほこった様子で告げる。

『私はクラスメイトとして、零士を貴方の横暴から助けにきたんです。ええ、これはクラス委員としての責務です』

『よく口が回るヤツだな！』

　苛立たしげにレティシアが怒鳴る。

『フッ。貴方のような猪ちよ突とつ猛もう進しん女には、言葉は通じないようですね』

　エミリーの言葉に、イライラとしていたレティシアが、さらに目を吊つり上げた。

『貴様がアタシをイノシシだって？　よく言えるっ。弓美香先輩に選ばれなかった腹いせで、勝手に攻撃してきたくせにさ！　貴様こそイノシシだろう』

　その暴走のおかげで弓美香率いる零士のチームと、エミリー達のチームは入学早々チーム戦をやる羽目になったのだ。もっとも、入学順位下から二番目という落ちこぼれの零士が、上位者で編成されているＡクラスに入れたのは、そのチーム戦で勝ったからではあったが。

『イ、イノシシですって……名門グラント家の血を引き、首席入学である、この私が！』

　エミリーが、武器である槍鉾ハルバートの柄えを強く強く握る。その様子を見たレティシアが、苛立たしげな表情から一転、嬉き々きとして双刀を構えた。

『いいだろうっ。アタシも口でやり合うより、こっちが好みだ！』

『二人とも何を──』

　教師が叫ぶが、二人が同時に口を開く。

『エミリーとっ──』『レティシアとっ──』

　語気を荒らげて互いの名前を呼び、さらに全く同じ言葉を叫ぶ。

『『模も擬ぎ戦を始めます！』』

　零士の目の前で赤い竜鱗機プラウダーが二機、頭上へとまっすぐに駆かけ上がった。二人の加速はほぼ同じで、レールを走る車輪のように上昇を続ける。

　互いの距離は五メートルほどで、双刀も槍鉾ハルバートも届く距離ではない。睨にらみ合いながら百メートルほど上昇すると、まるで弾かれるように互いに離れ、五十メートルほど距離を取った。

　レティシアが双刀を左右にゆったりと広げ、八の字に構える。エミリーは、槍鉾ハルバートを右斜ななめ上に力強く掲かかげ上げた。

『こりゃ見物だね』

　竜りゆう崎ざき忍しのぶの無線が、零士の耳に入ってきた。

『キミもそんなところでボケッと浮いてないで、地面に降りてきたらどうだい？』

『それもそうかな』

　零士は頷うなずくと、上空からは目を離はなさずにゆっくりと降下した。

《竜因子》は消しよう耗もうする。無む駄だに使っていればやがて尽つきてしまうのだ。ただ体力と同じで、休めば復活する。

「そろそろ潮時って感じかな」

　着地した零士に、忍が無線ではなく直じかに話しかけて来た。

　その言葉通り、上空の二人が互いに向けて一直線に突つき進みだした。

　交差する直前、エミリーが急停止した。レティシアの間合いの外から槍鉾ハルバートを振り下ろす。

　レティシアの右みぎ肩かた口ぐちに穂ほ先さきが叩たたき込まれる。その瞬間、レティシアが穂先から逃のがれるように落下して、見事に避けきった。

　が、エミリーは攻こう撃げきをやめない。

　自らも落下し、槍鉾ハルバートをレティシアへと突き出す。

　その攻撃を予測していたのか、レティシアが槍鉾ハルバートの両りよう刃ばに双刀を叩きつけた。

『なっ!?』

　エミリーの顔に驚きよう愕がくが浮かんだ。双刀が叩きつけられた衝しよう撃げきで、槍鉾ハルバートが下がる。目の前を、あざ笑うようにレティシアが上じよう昇しようした。

『アタシの勝ちだ！』

　背中を取ったレティシアが、双刀をエミリーの頭部の左右へと伸のばす。

『器用な真ま似ねを！』

　双刀で叩きつけられた槍鉾ハルバートの勢いを殺さず、エミリーがそのまま落下し回転した。

　伸びた双刀の切っ先が頬ほおをかすめるのも、気にせずにだ。

　空中で一回転し、エミリーが下からレティシアへ向けて槍鉾ハルバートを突き上げる。

　今度はレティシアが顔面すれすれで躱かわし、真下へと落下し、体を捻ひねりながら旋せん回かいしてエミリーの背後を取ろうと飛ぶ。その動きを察知したエミリーもまたレティシアの背後を取るべく、上昇して旋回していく。

　その激しくめまぐるしい動きを見ていた忍が、呆あきれたと首をすくめた。

「いくらバリアーがあるからって、顔が心配じゃないのかねぇ。二人共女の子だよ？」

「二人とも負けず嫌ぎらいだからな」

　零士が答えると、忍がニヤニヤと見返してくる。

「な、なんだよ」

「又また従い兄と弟こ、キミだって十分に負けず嫌いだと思うよ。何しろ、実質最下位なのにＡクラスまで這はい上がってきてるんだ」

「……ここ最近、まさしく最下位の結果だけどな」

　レティシアとエミリーの動きを見ながら、零士は自じ嘲ちよう気味に呟つぶやいた。片桐烈波と戦った翌日から、チームメイトにもクラスメイトにも、負けっ放しだ。全く歯が立たない。

　当初は戦いの疲ひ労ろうや体調不良のせいだと、周囲も自分も思っていた。

　いや、周囲はまだそう思っていてくれている。

　が、零士はそう思えなくなってきていた。

　レティシアの言うように、気合いが入っていないからとも思えない。

　思考の迷めい路ろにはまっていると、六時間目──一日の授業が終わるチャイムが鳴り出した。慌あわてて焦しよう点てんを、二人の戦いに戻もどす。

　レティシアとエミリーが、上空で上下から交差した瞬しゆん間かんだ。チャイムの音が無線でも入っているため、ほぼ同時に二人が動きを止めて下降する。

　下を向いたままレティシアが背中を見せて零士の側そばへと降りてきた。と、目の前でクルリと半回転して、零士を正面に見み据すえたままストンと着地した。

　そしてジロリと零士を睨み、肩を叩いてきた。

「零士。お前はアタシが苦戦したエミリーに勝ってるんだぞ。いいな、アタシにしっかりしたところを見せてくれ」

　ムスッとした顔のまま、レティシアは激げき励れいとも叱しつ咤たともつかない言葉を零士に投げかけたのだった。




　　　　※　　※　　※




　円形状の台座から無数のアームが伸びて、上に立った竜鱗機プラウダーの装そう甲こうを外していく。

　台座はガントリー（正式にはプラウダースーツアップガントリー）と呼ばれる、竜鱗機プラウダーを格納し、装着、解除する装置だ。

　考える暇ひまもなく竜鱗機プラウダーが瞬く間に解除される。零士はガントリーから降りると、装着時に脱ぬぎ壁かべのフックに掛かけた制服を取った。

　最初は、体のラインがはっきりと分かるインナーだけになることが恥はずかしかった。さらに女子のインナー姿は、見るだけで照れたものだ。

　今では、要するに水着かレオタードみたいなものだと思うようになり、気恥ずかしくも照れもしなくなってきている。もっとも忍は、毎回毎回女子のインナー姿が嬉うれしいようだが……。

　インナーの上に制服を着て、零士は顔を上げた。

　無機質な灰色の空間が広がっている。ここは、ハンガーと呼ばれる零士達のチームの格納庫だった。

　入学してまだ半月程度だが、寝ね起おきしている寮りようの部屋と同じくらい慣れ親しんだ空間でもある。

　何しろ建速学園ではチームでの行動が多い。そしてチーム行動時には、ほぼ必ずこのハンガーを使っていた。

　建速学園では入学した一年生百六十人を、四十人の二年生が四人ずつ選んでチームを作る。この五人のチームが、学園生活ではクラスよりも主たる活動単位となる。

　なぜならば、二年進級時に竜鱗機プラウダーを駆る対たい竜りゆう科に入れるのは四十人、その選考にはチームの成績が大きく影えい響きようするのだ。ほぼ毎年、チーム成績の上位十チームメンバーから八割ほどが、対竜科に上がっている。

　それ以外の一年生は、二年進級時に整備科、管制科、開発科などに適性を判断されて振ふり分けられることになっていた。

　もちろん学園の花形は対竜科だ。

　そもそも、殉じゆん職しよくが公的に認められている危険極きわまりないこの学園に入る理由は、ほぼ全員が竜鱗機プラウダーに憧あこがれてだ。だからこそ、誰だれしもが竜鱗機プラウダーを駆る対竜科を目指す。

　それ故ゆえに、どの生徒にとってもチーム成績は重要だった。

「ハァ……」

　進級のことを考えたせいで、零士は思わずため息を吐ついてしまった。

　零士が所属しているのは、学園史上最高の天才と謳うたわれる才さい媛えん杵き築づき弓美香率いるチームだ。しかも弓美香は、二年にして学園最強の五人の戦士《五ご鱗りん》に選ばれている。

　そんな彼女が率いるチームに所属しているのだ。

　本来であれば安あん泰たいのはずだが、今の自分では足を引っ張りまくってしまい……。たとえチームの成績がよくても、対竜科に進級出来ないのではないだろうか。

　もしそうなれば、弓美香を護まもる騎き士しになるという自分の夢が、ここまで来て潰ついえてしまう。

「ハァァァァァァ」

　もぅ一度深いため息を吐いた瞬間、トンッと鼻先を突かれた。

「っ……なんだ、リタか」

「なんだはないと思うなぁ。ため息ばっかり吐いてるから、リタがわざわざ心配してあげたってのにさー」

　チームメイトのリタ・ベラスケスだ。

　くりくりした瞳ひとみと、頭の両サイドに垂れた巻まき髪がみが特とく徴ちよう的な、まだ幼さの残る可愛かわいらしい女の子で、しかもレティシアの妹でもある。

　その幼さも当然で、まだ十三歳にも拘かかわらず飛び級制度を使って学園に入学している。しかも十五位という上位でだ。

「悪かった」

　零士が素す直なおに謝るとリタが一瞬、言い過ぎたかときまり悪そうにした。が、すぐにあっけらかんと話を続けてくる。

「ま、落ち込んでる理由は分かるけどね。最近の零士ったら、すっごく調子悪いもん。入学当初みたいに墜つい落らくはしないけど、ある意味あの時よりも勢いっていうの？　迫はく力りよくないよね」

　リタが、ずけずけと痛いところを突いてきた。

「リタ、零士を追い込んで楽しんでるようにしか見えないよ」

　チームメイトで入学成績六十四位だった忍が、苦く笑しようした。百七十センチ台半ばのスラリとした体型に、整った容よう貌ぼうを持つ美形なのだが、どこか軽けい薄はくな印象もある。

　おかげでリタには、彼の忠告は全く通じなかったようだ。

「リタは事実を言っただけだもん」

　つんと顎あごを上げる。

「ま、僕もそこは否定しないけど、色々と理由が……そう、色々とあるんだと思うけどね」

　忍が、零士を頭のてっぺんから足の爪つま先さきまでジロジロと見た。その纏まとわり付く視線に、零士は思わず尻しり込ごみしてしまった。

「な、なんだよ」

「いやなに、弓美香先せん輩ぱいが選んだことといい、竜りゆう槍そう師団との戦せん闘とうで見せた爆ばく発はつ力りよくといい、キミの体には色々と秘密がありそうだからさ」

　そう言いながらも、忍は舐なめるように零士を見回す。美形なだけに、その視線に妙みようなものを感じてしまいそうだ……。

「忍、なんか気持ち悪い」

　どうやらリタも同じだったようで、あからさまに怖おじ気けづいた様子で一歩、忍から離れた。その様子に忍が心外だと頭を大きく振る。

「お、おいおい、やめてくれよ。僕が女の子大好きなのは知ってるだろう？」

「エロ本のデータ、携けい帯たい端たん末まつに大量に抱かかえてるもんな」

　ＳＰＤ────空間投影式デバイスSpace Projector Deviceは、モニターを持たない便利な携帯端末だ。

　忍はＳＰＤに大量のエロ本を隠かくし持っているだけではなく、校内ネットワークを自由自在に泳ぎ回ってもいる。

「男の子って、馬ば鹿かばっかだ」

　リタが忍と、何な故ぜか零士にまで呆れた視線を向けた。

「おい、俺を一いつ緒しよに──」

　零士が抗こう議ぎの声を上げたと同時に天てん井じようのハッチが開き、竜鱗機プラウダーを纏まとったレティシアがハンガーに入ってきた。そのままゆっくりと自分のガントリーに着地する。

「ふぅ……」

　アームが装甲を外していく中、ため息を一つ吐いた。その顔には、やや疲労が浮うかんでいる。

「レティ、お疲つかれみたいだな」

　零士の言葉にレティシアが顔を上げると、キッと睨にらんできた。

「な、なんだよ」

「アタシが説教を受けたのは、そもそも誰のせいだ」

　説教──レティシアとエミリーは授業終しゆう了りよう後に教師に捕つかまって、勝手に戦闘訓練を始めたことについて延々説教を受けていたのだ。

　というか、それは誰がどう考えても零士のせいではないと思うのだが……。

「いいか」

　装甲が全すべて外された途と端たん、制服を着ることもなくレティシアが零士に詰つめ寄ってくる。

「零士、お前がだらしないのが悪いんだ。アタシとまともに戦っていれば、あのお邪じや魔ま虫むしのエミリーが割り込んでくることもなかったし、アタシとエミリーが戦うこともなかった。分かるか？」

　腰こしの両サイドに手を置いて、レティシアが零士に顔を突つき出す。

　インナー姿でだ。

　水着姿の女の子が目の前に来たことを想像して欲しい。幾いくら慣れてきているとはいえ、目の前は別だ。こんな至近距きよ離りに来られれば、健康な高校生男子としては、当然そのボディラインに目が行ってしまう。

　強い戦士になるために一直線なレティシアは、普ふ段だんは男子の制服を着ている。言葉遣づかいも男勝まさりだ。そのせいで、女の子らしい素そ振ぶりはあまり見せない。

　が、実はしっかりと女の子している体型なのだ。

　巨きよ乳にゆうというわけではないが、しっかりと膨ふくらんだバスト。

　鍛きたえ上げているおかげで、しっかりとくびれたウエスト。

　キュッと引き締しまり形のいいヒップ。

　それらが全て、ぴったりと肌はだに密着しているインナー越ごしに、零士の視界に入って来てしまう。しかも、レティシアが顔を突き出したおかげで、胸がしっかりと見えるのだ。

「おい、聞いているのか！」

　レティシアが声を張り上げる。

「すいません！」

　何か悪いことをして叱しかられた気分で、反射的に零士は謝った。が、顔を下げるのではなく、天井へと上げてしまった。謝っているわりには、奇き妙みようなポーズである。

「すいませんか。ふん、分かればいいんだ。いいか、零士。お前の実力はもっと上なはずなんだ。もっと頑がん張ばってくれないと困る。ああ、もちろんアタシのためとかではなく、チームのためだぞ」

　レティシアがうんうんと頷うなずきながら、腕うでを組んだ。

　チラリと視線を落とすと、組んだ腕の上に胸がのっているのがはっきりと見えた。フニュッとたわんでのっている。

「零士、どうした？」

　にやけていると、レティシアは首を傾かたむけて零士を見つめてきた。

「あ、いや、コホン、な、なんでもない」

　軽く咳せき払ばらいして、零士は慌あわてて彼女のあられもない姿を頭からかき消す。

　零士の脳のう裏りを察したのか、忍がクスクスと声を殺して笑っていた。一睨みすると、おどけた様子でそっぽを向いてしまった。

　その一連の行動に、ますますレティシアが不思議そうな顔をした。

「おかしなヤツだな」

「それよりレティ、いつまでその格好で──」

「そうだ、零士。聞きたいことがある」

　零士の発言は完全無視だ。

「……なんだよ」

「零士、アタシとエミリーの戦闘を見ていたな？」

「そりゃ見てたけど」

「お前はどっちが勝ったと思う？」

　つい十分ほど前のことを思い出す。

　上下から交差したのと、チャイムはほぼ同時だったはずだ。二人もチャイムを聞いて、交差した直後に戦闘をやめている。

　つまり、時間切れ引き分けだ。

　だから零士は呑のん気きに答えた。

「どっちって、あれは時間切れ引き分けだろ」

　途端、レティシアがさらに詰め寄ってくる。

　近い、ものすごく近い。今にもインナーに包まれたバストが、零士に触ふれてしまいそうだ。

「ちょ、ちょっ、レティ！」

「零士っ、お前は何を見ていたんだ！」

　レティシアの目がつり上がった。よく分からないが怒おこっているらしい。

「何って今はバスト──じゃなくて、ええと戦闘はしっかり見てたと思うぞ」

　途と中ちゆう、思考の迷めい路ろを彷徨さまよっていた時もあるが、最後の交差は見ていた。

「それで引き分けだと？　零士、もしかしてエミリーを贔屓ひいきしてないか！」

「贔屓って、なんで俺がエミリーを贔屓しなきゃいけないんだよっ」

　どんどんレティシアが詰め寄ってくるので、後あと退ずさりしながら零士は答えた。

「いいや。言われてみれば思い当たる節がある。授業中もよくエミリーは零士のことを見ているし、さっきもアタシが鍛えてやってるのに、零士はエミリーに逃にげ込んだしな」

「い、言いがかりだっ。あれは俺が墜落してるところにエミリーが来ただけだし、授業中に見られてるのなんて、俺は知らないっての！」

　というか、むしろエミリーを倒たおしたことで敵視されている気がする零士だ。

　とにかく、詰め寄る勢いがどんどん強くなるせいで零士は、後退りというより後ろへ走っているに近い。そんな走行中の零士の肩かたが、ガシッといきなり掴まれた。

「やれやれ、男子たるもの女の子から逃げてはいけないと思うよ、僕はね」

　振ふり返れば、ニヤニヤと笑う忍の顔がある。

「忍っ、何のつもりだよ」

「なに、チームの和が乱れないように、又また従い兄と弟こはレティの問いにしっかり答えるべきだと思ってね」

「そうだよ、お姉ちゃんから逃げるなんてダメ絶対」

　隣となりでリタも同調した。つまり、チーム内で逃げ道皆かい無むだ。

「というわけで、贔屓なしの零士の意見を聞こうか。あの勝負、どちらが勝ったとお前は見たんだ」

　レティシアが、追い詰められた零士にますます接近してくる。彼女の息を肌で感じてしまうほどの距きよ離りで、ドギマギしてしまう。

「零士、さあ早く答えろ」

「い、いやあの」

「なんだ」

「だからその……」

　と言い淀よどんだ時、ブルブルと携帯端末が震ふるえだす。

「ちょ、ちょっと待った。連れん絡らくだ！」

　渡わたりに船と、零士は慌てて携帯端末をポケットから取り出した。それを止めるわけにもいかず、レティシアが憮ぶ然ぜんとした顔をしている。その少し口を尖とがらせた顔を、チラ見しつつ零士は携帯端末の画面を見た。

　メッセージが届いている。開けてみると、

『＠ｓｉｎｏｂｕ　褒ほめてみなよ。綺き麗れいで見とれていたとか、歯が浮くようなお世辞でさ。』

　と、忍からのメッセージが入っていた。振り返ると、後ろで忍がウインクを返してくる。

　しかし、歯が浮くようなお世辞なんて……咄とつ嗟さには思いつかない。いや、思いついたところで恥はずかしくて零士には、とても言えそうにない。

　そう頭を抱かかえると、

「もういい。零士に、勝敗を聞いたアタシが馬鹿だった」

　レティシアが痺しびれを切らしてしまった。クルリときびすを返して、立ち去ろうとしてしまう。

「あ、お姉ちゃん、待ってよ！」

　リタがその後をすぐに追う。

　と、忍が背後で呟つぶやいてきた。

「いいのかい？　女の子の機き嫌げんを一回損そこねると、中々直ってくれないものだよ？」

「ゔ……」

「しかも相手はレティだ。今後の訓練で、キミは集中的にしごかれるだろうねぇ」

　さも辛つらそうに忍が言うせいで、しごかれる様がありありと脳裏に浮かんでしまった。しかも今は、絶賛スランプ中だ……。半殺しにされる未来がありありと浮かび、零士は慌ててレティシアを追いかけてその肩を掴んだ。

「なんだ！」

　レティシアが肩に置かれた手を払はらいのけ、すごい剣けん幕まくで振り返った。

　零士は若じやつ干かん尻しり込ごみしつつ、引きつった笑えみを浮うかべて口を開く。

「い、いや、あのさ」

「なんだ」

　ズイッとレティシアが一歩、近づいてくる。近いっ、近いから！　と言いたいが、あまりの剣幕に上う手まく言葉が出てこない。

「言いたいことがあるなら、はっきり言ったらどうだ」

　あるあると、零士は何度も頭を上下させた。

「あるなら早く言え」

　レティシアが腕を組む。

「あー。だからさ……」

　歯が浮くようなお世辞なんて、そうそう出てこない。困り果てて零士が口を閉じた時だ。

「早くレティに伝えてあげなよ」

　忍がドンッと零士の背中を押した。

「わぁっ!?」

　完全に不意打ちで勢いを殺せない。数歩、前へ──目の前のレティシアへよろけてしまう。至近距きよ離りに居たレティシアを巻き込んで倒れてしまいそうになり、なんとか零士は踏ふみとどまった。

「お、おいっ!?」

　レティシアが小さな、彼女にしては珍めずらしく緊きん張ちようした声を上げる。

　その理由は零士にもよく分かる。

　転ばないように踏みとどまった結果。

　レティシアを倒さないようにした結果。

　結果、零士はインナーのみのレティシアをしっかりと抱だき留めていた。

　でも、これは不ふ可か抗こう力りよくだ。胸に当たるレティシアの柔やわらかいバストの感かん触しよくも、嬉うれしいけれど、わざとではない。驚おどろいたままの開いた口が彼女の首筋にぶつかった、つまり噛かんじゃったのも、わざとではない。

　ちょっとしょっぱいのは、戦せん闘とう訓練で出た汗あせだろう。

「あ～、その、うん」

　どうしていいか分からず、零士はとりあえず口を離はなした。

　とにかく何か言い訳をしなければならない。

　そうはやる思いから出てきた言葉は、

「レティの戦う姿が綺麗でさ、見とれていたんだよ。だから勝敗はよく分からないんだ」

　忍のメッセージにあった言い訳だった。

　ビクッとレティシアの体が、零士の腕うでの中で小さく跳はねる。

（腕の中で!?　ああぁぁっ、俺まだ抱きしめたままじゃないか！）

　言い訳の前に離れるべきだった。

（……そもそも今の言い訳って、戦闘の勝敗が分からないってことへのであって。抱きしめたことへの言い訳じゃ、ないよな）

　ようやく零士の脳が、まともに動き出す。

　かと思いきや、

「綺麗……だった、アタシが？」

　レティシアが恥ずかしそうに呟いた。その響ひびきが、妙みように女の子っぽくて零士は再び動転してしまう。

　胸は柔らかいし、伝わってくる体温は温かいし、恥ずかしそうな声だし、男勝りのレティシアがあんまりにも女の子で、何をどうしていいのか全然分からない。

「いい加減にお姉ちゃんから離れろ、この水虫───────！」

　ゲシッ──弁べん慶けいの泣き所を、思いっきり蹴けられた。

「──!!」

　声にならない悲鳴と共に、零士は思いっきり飛び上がった。

　当然、レティシアの体を解放してだ。

　あ、そうか。離れればよかったんだ。痛みで飛び跳ねながら、零士はようやく気が付いた。

「お姉ちゃんもお姉ちゃんだよっ。こんな男に気を許したら痛い目に遭あっちゃうんだからね！」

　リタが、痛みで飛び跳ねる零士の脛すねをもう一回蹴り上げてから、レティシアに唇くちびるを尖らせる。

「え……あ、ああ。って、馬ば鹿かなことを言うなっ。アタシがいつ、零士なんかに気を許したっていうんだ！」

　ボーッとしていたレティシアがコクンと小さく頷うなずいてから、慌あわてた様子で否定する。そんな姉を、リタが疑わしそうに見つめる。

「本当に？」

「当たり前だっ。ア、アタシが、あんな落ちこぼれを相手にするわけないだろう！」

　顔を赤くしたレティシアが叫さけんだ。

「……はぁぁぁ。リタはお姉ちゃんが心配だよ。うん、リタがしっかりしなきゃ」

　やれやれとリタが頭を振った。その妹の素そ振ぶりに、レティシアがむきになってまた叫ぶ。

「だからアタシは！」

「はいはい。分かったから、お姉ちゃん」

　ポンポンとリタがレティシアの肩を叩たたいた。叩かれてレティシアが、ムスッとした顔で黙だまった。もうどっちが姉か分からない仕草だ。

「……おや？」

　忍が、レティシアの首を見て声を上げた。

「なんだ？」

　まだムスッとしたままレティシアが振り返る。だが忍はまともには答えず、笑いをかみ殺すだけだ。

「くっ、くくくっ」

「忍っ。だから何だと言ってる！」

「いやだって……リタ、ちょっとこっち来てみなよ」

　忍がリタを手招きして、レティシアの首筋を指差した。

「アタシの首がなんだ？」

　レティシアが指差された辺りを、何度か手でさする。

「あっ！」

　リタが叫ぶ。

「リタ、だから何なんだ？」

　さすがにレティシアが不安そうな声を上げた。だがリタは、その疑問には答えずに一直線に零士へと向かってくる。

「リタ、どうしたんだよ？」

　ようやく痛みがなくなって来た脛をさすりながら零士が聞くと、

　ゲシッ──また蹴られた。

「ふおぉぉぉぉぉっ!?」

「零士っ、よくもお姉ちゃんを傷物にしてくれたわね！　水虫になっちゃえ！」

「き、傷物って？」

　リタの不可解な言葉に、痛みで今度はうずくまりながら零士は聞き返した。

「お姉ちゃんの首に、キスマーク出来ちゃってるのっ！」

「うそぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ!?」

　驚きよう愕がくの声はレティシアのものだ。

「くくくっ……キスマークっていうよりは、歯形だけどね。あはっ、あはははははは！」

　忍の馬ば鹿か笑わらいがハンガーに響き渡わたったのだった。




　　　　※　　※　　※




　それから二時間後の、女子寮りようと男子寮の中間にある食堂だ。

「零士くん、これはどういうことかしら」

　椅い子すに座り、夕飯のジャンボハンバーグ定食を食べ始めた零士に声が掛かけられた。その声は凜りんとした美しい響きだ。だが、そこに籠こめられた感情が怒いかりのせいか、やや震ふるえてしまっている。

「え……え、ええと、何のことでしょうか」

　恐おそる恐る振ふり返ると、案の定そこには二年生杵築弓美香の姿があった。

　黒く艶つややかな長い髪かみ、豊満な胸、涼すずしげな目元と黒い瞳ひとみ、見る者誰だれしもを虜とりこにするであろう美しさだ。さらに学園五指に入る戦士であり、成績は絶えずトップという天才である。

　その上、クシナダ財団を率いるべき血筋でもあるという。

　容姿、才能、血筋、三さん拍びよう子し揃そろった美少女が、零士達のチームリーダー、指揮官である弓美香だった。

「………………ぷう」

　その美少女の頬ほおが、ふぐのように膨ふくらんだ。そんな顔のまま、行ぎよう儀ぎ悪くレティシアを指差す。

「え、アタシ？」

　びっくりした顔でレティシアが、自分の顔に人差し指を向けた。

　コクンと弓美香が頷く。

「あ……」

　小さな声をあげて、レティシアが自分の首筋をさする。

　コクンと、弓美香がまた頷いた。

　それを見て零士は、薄うす々うす感づいていたことを確信して、サァァァと青ざめてしまった。

　何って、ばれたのだ。

　零士がレティシアの首にキスマーク──というより歯形だが──とにかくつけたということを。

「いやあの、弓美香先せん輩ぱいこれは……」

　言い訳を始めた途と端たん、目を三角にして睨にらまれてしまった。

「零士くんの女ったらし」

「アタシは、零士にたらし込まれたりなんて、し、してないぞ！」

　レティシアが、椅子を蹴って立ち上がる。

「だって零士くんに抱だきしめられて、首にキスをされたのでしょう？」

「いや、あれは偶ぐう然ぜんであって」

「事実なのね」

「ち、ちがっ……って、そもそもアタシは首筋を噛かまれただけだ！　零士っ、お前がちゃんと先輩に説明して誤解を解け！」

　ジトーっと弓美香に睨まれたレティシアが、ビシッと零士を指差した。

「そんな無責任な！」

「どこが無責任だっ。全部、お前がやったことだろう。アタシは被ひ害がい者しやだ！」

　レティシアが断言する。すると、隣となりの席でリタがカレーライスをもぐもぐと食べながら、

「リタも、ほぉ思うお」

　同調した。が、すぐに弓美香に怒おこられた。

「リタさん、ご飯を食べながら喋しやべらないこと」

「……ごめんなさい」

　呑のみ込んでから謝る。

「その弓美香先輩」

　おそるおそる零士が声を掛けると、弓美香が今度はツンと上を向いてしまう。

「あのぉ」

「いいわよ。どうせ二年生の私なんていない方がいいのよね。零士くんは同級生同士でよろしくやりたいんだわ。二年生で先輩の私のことなんか、お邪じや魔まなのね」

　これ見よがしに、弓美香が言う。

「ええと先輩、だからあれは不幸な事故でして」

　なだめるように言うとレティシアの眉まゆが、

「不幸？」

　ピクンと跳はねた。

「ああ、いや、だから不幸じゃなくて、その偶然というか事故だったんですよ、事故」

「事故？」

　レティシアの眉がまた跳ねた。

　あちらを立てればこちらが立たず。どうしてこんなことになってしまったのだろうか。頭を抱かかえたくなった零士だ。

　すると、その困り果てた様子に心が痛んだのか、弓美香がようやく視線を零士に戻もどしてくれる。

「零士くん」

　名前を呼びながら弓美香が屈かがんで、零士と視線の高さを同じにする。

「零士くんは、頑がん張ばり屋だし美形なんだから、もっと注意して女の子と接しないとダメよ。分かった？」

「……え？」

　生まれてこの方、美形なんて言われたことが一度もない零士だ。思わず小首を傾かしげてしまった。

　その仕草が不満だったのか、弓美香が強い声でもう一度言ってくる。

「注意して女の子と接すること。分かったわね？」

「は、はい」

　プレッシャーに負けて零士は頷うなずいた。

　ようやく満足したのか、弓美香はスクッと立ち上がった。

「五ご鱗りんの仕事がまだあるから、夕飯は零士くんやみんなと一いつ緒しよには食べられないけど、明日あしたの朝は一緒に食べましょうね」

　ニコリと微笑ほほえむと弓美香は歩き出し──ピタリと止まった。クルリと振り返って、零士の耳元に口を近づける。

「そうそう。私の首筋にも、いつかキスマークをつけてね♡」

　ささやくと、弓美香は今度こそ女子寮のエレベーターに向かって歩いて行った。

　残された零士は、ただ呆ぼう然ぜんだ。

　ささやきが聞こえなかった三人が、顔にクエスチョンマークを浮うかべているが、浮かべたいのは零士の方だ。

　どうしてそうなる？

　弓美香はどうしてこうも自分に甘いのだろうか。

　確かに、零士は弓美香とは幼おさな馴な染じみと言っていい。幼い折に、零士は弓美香を護まもると彼女に約束した。その記き憶おくは封ふう印いんされていたが、その約束そのものはずっと零士の中で残っていた。

　だからこそ弓美香がこの学園に居ると知り、必死に勉強して入学したのだ。

　彼女を護るためにだ。

　まして今は、弓美香と出会い、約束し、人を捨てて彼女を護った記憶を取り戻している。

　零士は強く強く弓美香を護ろうと思っている。

　もしかして、そんな思いに対するご褒ほう美びなのだろうか、弓美香の零士への甘さは。

「……ううん、分からない」
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　弓美香という女性は零士にとって、護るべき人であり、惑まどわす人でもあるのだった。




　　　　※　　※　　※




　いきなり意識が覚かく醒せいした。

　壁かべに埋うめ込まれたモニターを見ると案の定、学園長からの緊きん急きゆうコールが入っている。

　ベッドに正座をする。それからコールに出るためにボタンを押すと、モニターに小学校高学年くらいに見える少女──クラヒメの姿が映し出された。

「おはようございます。クラヒメ様」

　弓美香がパジャマ姿のまま朝の挨あい拶さつをすると、クラヒメがモニターの向こうで苦く笑しようした。

『やはりまだ寝ねておったか。相変わらず、朝は人一倍弱いようじゃの』

　モニターの端はしには、朝七時半と表示されている。振ふり返ってみると、同室で二年管制科のコニー・ハーディーは、もうベッドにはおらず朝のシャワーを浴びているようだ。

「……緊急コールの時は起きるからいいんです」

　唇くちびるを尖とがらせて答える。

　実際、普ふ段だんは梃て子こでも起きない弓美香だが、緊急コールにだけは反射的に目が覚めるのだ。緊急コールは鳴らなくとも、緊急時でもそうだ。

　逆に、緊急時でないにも拘かかわらず緊急コールが鳴っても、弓美香は起きない。

　予知めいた第六感が働くのだ。

「で、ご用件はなんですか？」

『おお、そうじゃったの。急いで学園長室まで来て欲しい。直接にしか話せないことがあるのじゃ』

　聞いた瞬しゆん間かん、弓美香はベッドから飛び降りて自分の日本刀を手にした。

『待つのじゃっ。ちゃんと制服を着てからでよいから。一分一秒を争う問題ではないのじゃ。まぁ一刻は争う問題ではあるがの』

「わかりました」

　モニターに振り返って弓美香は頭を下げた。

　そしてモニターを切ると、パジャマを脱ぬいで下着姿になる。

「……驚おどろいた。弓美香が起きてる」

　コニーがシャワー室から、百五十センチ台半ばながらグラマラスな体に布一枚つけず出てきた。何度か瞬まばたきしてから、顔を引き締しめる。

「弓美香が起きてるってことは、何か緊急事態ってこと？　もしかしてっ、また竜りゆう槍そう師団が襲おそってくるとかとか」

「それだったら、学園中にサイレンが鳴り響ひびいてるわよ」

　インナーを着込みながら、弓美香は苦笑した。

　コニーは、ルームメイトというだけではなく、一年生の時は同じチームに所属していた仲間だ。時々悪友に変わるが、弓美香にとってまさに親友だった。

「あ、そっか。なら、五鱗辺りの仕事？」

　自分に関係ないと分かった途と端たん、コニーはシャワー上がりの通過儀ぎ礼れいとして、冷蔵庫を開けて牛乳を取り出す。

「分からないわ。ただ学園長室に急いで来るようにですって」

「ップハァ……なるほどねぇ、何か厄やつ介かいごとを押しつけられるか」

　グビグビと紙パックから牛乳を直接飲んでから、コニーはご苦労様と笑った。

「仕方ないわ。三年生が竜槍師団のアジト攻こう撃げきで、出で払はらってるんですもの。一人残った五鱗は、学園にいいように使われるのが役目よ」

　上着を羽織り、鏡をのぞき込む。

「ベイオウルフと共同作戦でしょぉ。三年の先輩達も貧びん乏ぼうくじよねぇ」

「あらでも、より多く実戦を経験することは、《竜》との戦いで生き残る確率を高めてくれるわよ」

　寝ね癖ぐせがないことを確かく認にんした弓美香が、ブラシで長い黒くろ髪かみを簡単にとかす。

「《竜》との戦いをやけに簡単に断言するのよね、弓美香は」

「あらだって、それは当たり前のことだもの。だから私達は鍛きたえているのでしょう？」

　真しん剣けんな顔をしながら、弓美香はブラシを置いた。

「弓美香？」

「ふふ、だからその時が来たら、お互たがいしぶとく生き残りましょう」

　コニーにクスリと笑みを向けてから、弓美香は部屋を出た。

　急ぎ足でエレベーターへと進み、一階に向かう。

「……今朝は、零士くんと一緒に朝ご飯の予定だったのに」

　一人きりのエレベーターの中で、ついつい恨うらみ言が出てしまう。そろそろチームメンバーは学食に集まってくる頃ころだろう。

　運が良ければ、零士の顔を一目見て謝ることくらいは出来るかも知れない。

「まったくもうっ。これでどうしようもない用件だったら、相手がクラヒメ叔お母ば様でも文句を言わないと」

　弓美香はエレベーターを降りると、食堂を見み渡わたした。

「もう来ているわね。良かった」

　零士の姿を見つけて、弓美香は混こみ始めている食堂の中を縫ぬうように進んだ。

　弓美香が側そばを通るたびに、一年生も二年生もみな一様に驚きを顔に浮かべる。

　毎朝、半分寝ぼけながらコニーに引きずられてくる弓美香が、この時間から颯さつ爽そうと歩いているのが信じられないらしい。

（失礼ね。私だって起きる時は起きるのに）

　機き嫌げんが悪い方に傾かたむくが、零士の顔を見た瞬間に一気に良い方に振り切れる。

「零士くん、おはよう♡」

　零士の横から、弓美香は体を傾けてのぞき込んだ。

「うわぁぁっ、ゆ、弓美香先せん輩ぱい!?」

　失礼にも驚いた。

　機嫌がまた悪い方に傾いてしまう。

「驚くことはないでしょう。もうっ」

「あ、いえ、その……だって弓美香先輩が、まさか本当にこの時間に来るなんて思わなかったんで」

「零士くんとの約束だもの。ちゃんと起きるわ」

　拗すねた素そ振ぶりで言ったが、緊急コールがなければ起きていなかったかも知れない。でも、それを素す直なおに言うようでは、年上のお姉さんとはいえない。少しくらいの嘘うそは、年下の子を振り回すためには許されるのだ。

「そうなんですか？」

　零士がじっと見つめてくる。

　すぐに良心が疼うずいてしまう。

　零士に嘘を吐つく。なんて酷ひどい行こう為いだろう。

　弓美香はすぐに百八十度考えを変えて、あっさり謝った。

「……ごめんなさい。あまり自信ないわ」

「え、ならどうして、もう起きてるんです？」

　零士の隣となりに座っている忍が、興味津しん々しんといった顔で聞いてくる。

「あら……おはよう、忍さん」

　零士のことでいっぱいで、気付いていなかったなんて言えない。

「あ、おはようございます」

「そうそう緊急の呼び出しなのよ。でね、零士くん」

　弓美香はまた零士に視線を戻もどした。

「はい？」

「ごめんなさい。一いつ緒しよに朝食を食べましょうって言ったけど、クラヒメ様からの呼び出しなの。だから、今日は無理そうなの」

「そうなんですか。残念だけど、仕方ないですよ」

「うん。だからまた今度ね」

「はい」

　零士の返事を聞いて、弓美香は急いで歩き出した。

　必要な時間だったとはいえ、少し時間を使いすぎたかも知れない。

　急ぎ足で、長い黒髪をたなびかせながら学園長室まで進み、弓美香は扉とびらをノックした。

　モニターで見られているはずだが、形式は必要だ。

『入ってよいぞ』

　スピーカーからクラヒメの声が聞こえてくる。

「二年杵築弓美香、出頭しました」

　入室許可を得て学園長室に入ると、弓美香は直立して敬礼をした。

「うむ。朝早くからすまぬの」

　クラヒメが、三十畳じようほどある学園長室の奥から座ったまま弓美香に声を掛かけてきた。

　その隣には、クラヒメと同じく《竜りゆう倒とう五将》であり、その筆頭でもある霧きり雨さめ獣じゆう吾ごの姿もあった。

　相も変わらず、四十代半ばだというのにスーツが弾はじけ飛びそうなほどに、筋骨隆りゆう々りゆうだ。

　彼が歩いていると、遠くからでもすぐに分かってしまう。

　建速学園を運営するクシナダ財団の理事長なので、学園に居ても不思議ではない。それにしても、零士が入学してからは毎日のようにいる気がする。

　正直言って弓美香は、獣吾という男を心の底から信じているわけではなかった。

　彼が人間を《竜》から護まもろうと、真剣に考えて行動して、実際にクシナダ財団や建速学園を作るなど結果を残していることは、知っているのだが。

「朝から姫ひめ君ぎみの顔を拝はい謁えつ出来るとはな。緊急事態ってのも、そう悪かぁねぇな」

　獣吾が軽口を叩たたく。

　姫君、それは学園での弓美香のあだ名だ。

　だが、獣吾が言うとまた違ちがう意味を持ってくる。

「獣吾、部外者がいるのじゃぞ」

　クラヒメが、隣の獣吾を睨にらみ付けた。

「おおよそのことは掴つかんでると思うがね。なあ、お客人」

　獣吾が学園長室の、端に声をかけた。

　そちらを見ると、ソファーの背もたれ越ごしに、灰色の髪かみをオールバックにした後頭部と階級章が付いた肩かたが見えた。

　その脇わきに、タンクトップの男性カスヤとスーツ姿の女性セーブルが立っている。

「では、あちらの方が私に用事があると？　見たところ、ベイオウルフの将軍のようですが」

　学園の制服も軍服に類似している。その上位組織であるクシナダ財団の制服もまたそうだ。

　だが、背もたれ越しに見える階級章はそのどれとも違う。

《竜》と戦うために各国の軍が結集し、今では国連に替かわって世界を調停する機関となった対竜同盟『ベイオウルフ』の、それも中将のものだ。

「これはこれは、ご挨あい拶さつが遅おくれて申し訳ありません」

　中将が立ち上がり、机の前まで歩いてくる。

　百七十センチ台半ばの、スラリとした痩そう身しんの男だ。その瞳ひとみには、どこか人を見下したような光がある。

「私は、ベイオウルフ所属ザハール・アルバトフ中将と申します。クシナダの中でも特別なお方である杵築弓美香様、お会い出来て光栄の極きわみです」
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　ザハールと名乗った男が、慇いん懃ぎんに頭を下げようとする。

「今は、建速学園の一生徒に過ぎません。中将ほどのお方に、頭を下げていただく立場ではありません」

　その言葉に、ザハールが意表を突かれたような顔をして、苦く笑しようした。

　弓美香は、そんなザハールの反応を気にせず、深々と頭を下げる。

「建速学園二年対竜科杵築弓美香です。現在、生徒の自治及および生徒の指揮を担当する五ご鱗りんの一人を拝命しております」

「これはこれはご丁てい寧ねいに」

「それで、この私に何の御ご用ようでしょうか」

　弓美香が言うと、ザハールが獣吾を見た。その視線を受けて、獣吾が説明を始める。

「弓美香。まずこのザハール中将だが、来週には参さん謀ぼう長だ。何しろ、現参謀長様は五日前に名めい誉よの戦死をなされたからな」

「戦死、ですか？　確かクシナダ財団、ベイオウルフ共同で竜りゆう槍そう師団のアジトを攻撃する計画が動いていたはずですが」

　弓美香の脳のう裏りに、後方支し援えんとして出しゆつ撃げきした三年生達の顔が浮うかぶ。

　もし参謀長の戦死が、その作戦活動上のものであったら、あの人達に犠ぎ牲せいが出ていてもおかしくない。

「ああ、そうだ。その活動中だ。ベイオウルフ側に甚じん大だいな被ひ害がいが出ている。幸い、竜槍師団の連中はウチには手出ししなかったんでな。こっちはほとんど被害はない」

　獣吾の言葉に、ベイオウルフの軍人には悪いと思いつつも、弓美香はついほっとしてしまう。三年生の中には当然だが、弓美香が一年の時に教え導いてくれたリーダーもいるのだ。

「ああ、そうか。お前のリーダーだった女生徒も無事だぞ」

　獣吾の言葉に、弓美香は素直に頭を下げる。

「おう。で、だ。攻撃が奇き襲しゆうだったんだよ。ベイオウルフ側の作戦行動を把は握あくしているとしか思えない。それが元げん帥すい閣下の判断だ」

「それと、私とどのような関係があるのですか？」

「ベイオウルフは、建速学園に内通者がいる。そう断定しているそうだ」

「なっ！」

　思わず弓美香は、ザハールを睨み付けた。その視線に、ザハールはむしろニヤリと皮肉げな笑え顔がおを返してくる。

「参謀長閣下が戦死された三日前、こちらの学園でも竜槍師団の攻こう撃げきがあったと言うではないですか。私が言うのもなんですが、建速学園のセキュリティーは堅かたい。にも拘かかわらず、竜鱗機プラウダーを学園内に持ち込み、団員を潜せん入にゆうさせて攻撃を行う。この学園に内通者がいるとしか、思えないではないですか」

　ザハールの言葉に、弓美香は黙だまった。

「もちろん、その内通者が我々の作戦行動を流したとは限りません。ですが、我々ベイオウルフですら知り得ない、竜鱗機プラウダーの機密を握にぎる学園に、竜槍師団の内通者がいるというのは、まことよろしくない。違いますかな、理事長、学園長」

　クラヒメが苦々しく頷うなずき、獣吾が顎あご髭ひげを触さわりながら笑う。

「要するに、アレだ。そんなザルなところに機密を握らせておくわけにはいかない。自分達に寄よ越こせってわけだろ」

「理解が早いようで何よりです。何しろ竜鱗機プラウダーだけが、人類が《竜りゆう》と戦う術すべですからね。しかも、現世界最強の兵器と来ている。世界平和のために、テロリストに情報が漏もれるような組織に、渡わたしておくわけにはいかないのですよ」

「ま、理り屈くつだな。もっとも、あんたらは何度やっても潜入出来なかったんだがな」

　獣吾の皮肉に、ザハールが肩をすくめた。

「全くですよ。だらしないことこの上ない組織です、ベイオウルフも」

　弓美香は一いつ瞬しゆん、耳を疑ってしまった。ザハールは、自分が所属している組織を平然とこき下ろしたのだ。

「ま、私としても元帥の命令で来ているだけでしてね。それほど、この命令に本ほん腰ごしを入れているつもりはないんですよ。ただ失点さえしなければいい。ですから、霧雨理事長。貴方あなたの提案は、渡りに船というわけです」

「提案？　どういうことなんですか」

　弓美香は獣吾を見た。

　すると、獣吾の代わりにクラヒメが口を開く。

「内通者は既すでに判明しておるのじゃ」

「え？」

「二年次席平ひら野の永なが康やすじゃ。先日、弓美香のチームと戦ったチームのリーダーじゃな」

「平野くんがっ、そんな……いくらあんな人でも、内通だなんて」

　確かに平野は卑ひ怯きようで卑ひ劣れつな行動をした。

　それでも《竜》を倒たおすために訓練を重ねている生徒が、実は《竜》を信しん奉ぽうしていたなんて、すぐには信じられない。

「儂わし達は儂達なりに、内ない偵ていを進めていたのじゃ。既に幾いくつか、動かぬ証しよう拠こを掴んでおる。確証を得て、さてどうしようと検討しておる時に、そこの中将がいらしたというわけじゃ」

「信じがたい話ですが、クラヒメ様がそう仰おつしやるなら……そう、なのかも知れません」

　絞しぼり出すように、弓美香は答えた。

「うむ。でじゃ、弓美香。お主には、さらに辛つらいことを伝えねばならぬのじゃ」

「どういうことですか？」

　そう口にしながら、弓美香は覚かく悟ごを決めた。

「今、学園におる五鱗はお主一人じゃからな。お主とお主のチームに、平野を連行してきてもらおうか」

　やはりそうだ。

　弓美香は静かに頷いた。

　この学園ではチームが、活動単位だ。弓美香がかり出されるということは、それはすなわちチームメンバーである零士達も共にかり出されるということなのだ。

「まぁそう険しい顔をするな。ハンガーに行かぬ限り、竜鱗機プラウダーを装着することは出来んし、そもそも平野は停学中じゃからな。駆く動どうキーであるヒヒイロカネは没ぼつ収しゆうしてある。これでは竜鱗機プラウダーを動かしようないであろう？」

　平野は、弓美香のチームとの模も擬ぎ戦で幾つもルール違い反はんをしたため停学中なのだ。停学といっても、再訓練のカリキュラムが特別に組まれている。そのため、変わらず寮りようで生活していた。

「平野には、再訓練カリキュラムに変へん更こうが出たので、自室で待機しておくように告げておる。お主に連れん絡らくした前にな」

「……分かりました」

　竜鱗機プラウダーもヒヒイロカネもなければ、危険度は随ずい分ぶんと落ちるはずだ。平野は格かく闘とう術の成績も良かったが、弓美香と同レベルであったし、こちらには武器もある。

「これは幸運だ。天才の誉ほまれ高い杵築弓美香様の活かつ躍やくを、この目で見られるわけですか」

　ザハールが手を拍うって、態わざとらしいお世辞を言う。

「ふん。では獣吾、ザハール中将を連れて外に出てはくれぬか？」

　クラヒメの言葉が意外だったのか、獣吾が一瞬戸と惑まどった。

「別に難しい話ではない。これから弓美香と、平野を連行する作戦を詰つめるのでな。この学園のことを、そうそうベイオウルフに告げるわけにはいかぬじゃろう。故ゆえに、地位があるお主が、中将殿どのに学園を案内してあげて欲しいのじゃ」

　クラヒメの視線と、獣吾の視線がぶつかる。

　先に視線を外したのは獣吾だ。

「……ったく。仕方ねぇな」

　苦笑交じりに獣吾が頷く。

「いやこれは光栄ですね。まさか理事長直じき々じきに案内してもらえるとは」

　ザハールがクラヒメの前に立った。

「学園長には感謝の言葉もありませんよ」

「なに大したことはない」

「ふふ。しかし、クラヒメ学園長は本当にお若く美しい。まるで人間ではないかのような、美しさですよ」

「…………おかしな褒ほめ方じゃの」

　ジロリとクラヒメが、ザハールを睨んだ。その視線にザハールは、ニコリと笑い返す。

「では、獣吾理事長よろしくお願いします」

　そのお願いに獣吾がやれやれと苦笑し、秘書二人もろともザハールを連れて学園長室を出て行った。

　扉とびらが閉まるのを確かく認にんし、モニターで歩いて行くのを見届けて、クラヒメがようやく弓美香の顔を見た。

「クラヒメ様？」

「弓美香、よく聞くのじゃ。先ほどは、皆みなの手前危険はないと言ったが……正直なところは分からぬ」

　真しん剣けんな顔だ。

「既に竜槍師団のサポートが入っている可能性は、捨てがたいのじゃ」

「そんな。いくら何でも、この学園にそうそう潜入出来るとは思えません」

「誰だれかが手引きしているとしたら、どうじゃ」

「獣吾小お父じ様が？」

　つい、プライベートでの呼び方になってしまう。

「クシナダ財団も、建速学園も、組織は全すべて獣吾の手中じゃからな。儂に分かる範はん囲いは、そう広くはない」

　クラヒメが背もたれにより掛かかる。

「わかりました。潜入者がいる可能性も、念頭に置きます」

　弓美香はしっかりと頷いた。

「それともう一つ。お主を今回の任務にと言い出したのは、獣吾のヤツじゃ」

「やはり零士くんを？」

「うむ。《竜》の来訪が近いゆえ、あやつは零士を危険に追いやろうとしておる。つまり、零士の兵器としての性能を、まだ確かめたいのじゃろう。つまり、再度の覚かく醒せいを企たくらんでおるんじゃろう」

　弓美香は首を左右に振ふった。

「今の零士くんは、私が《竜》を封ふう印いんしました。どんな危ない目に遭あっても、《竜》として目覚めることはないはずです」

　片桐烈波との戦いで零士は、騙だまし討うちされた弓美香を護まもるために人間を捨てて《竜》として覚醒した。

　その覚醒は、獣吾が目もく論ろんだと見て間ま違ちがいなかった。

　だが、弓美香とクラヒメは零士に人間として生きて欲しかった。

　だから、再び人間に戻もどすために、《竜》を封印したのだ。

　今の零士は、本来持っている《竜》の力を封印されて、人間零士が本来持っている《竜因子》しか使えない状態のはずだ。

　もっとも、今まで《竜》の力を使ってきたおかげで、《竜因子》もまだ半ば寝ねているようだが。

「いや。断言は出来ぬ。現に、力が弱ったとはいえ、儂の封印を零士は自力で破ったのじゃからな。弓美香、お主の力を上回ればあるいは、とも考えられる」

　クラヒメの言葉で、弓美香は零士が《竜》として覚醒して戦っている姿を思い出した。

　自分──遥はるか古いにしえよりクシナダの者を支配する姫ひめ巫み女こでも、あの時の零士に勝てるかどうか、分からない。それほどの強さだった。

　不安が顔に出たのだろう。クラヒメが優やさしく微笑ほほえんだ。

「じゃがな。手はある」

「手ですか？」

「うむ。人間とは追い込まれた時に、爆ばく発はつ的な精神力を発揮するものじゃ。儂はそう見てきた」

　どこか他ひ人と事ごとのようにクラヒメが言う。

「じゃからな、零士を追い込まなければ良いのじゃ。零士が追い込まれるのは、一つは自分自身の危機、そしてもう一つは弓美香、お主の危機のはずじゃ」

「ええ」

　自分でも、ちょっと嬉うれしそうな顔をしてしまったのが分かる。零士にとって、自分は命と同格なのだ。

「お主……まったく」

　呆あきれた様子でクラヒメが弓美香を見る。その視線に、弓美香は平然と答えた。

「これもまた人間です」

「まぁ良い。でじゃ、問題はお主一人でも対処出来なくなった時にどうするかじゃろう？」

「ええ。敵が一人であれば余よ程ほどの敵、たとえば竜倒五将クラスでもなければ、私に自信があります。ですが、強力な竜りゆう戮りく者しやが複数現れた場合は、状じよう況きよう次し第だいになります」

　竜戮者とは《竜因子》を持つ人間の呼こ称しようだ。それはつまり、竜鱗機プラウダーを駆かり《竜》と戦う資格を持った人々を指していた。

　だが現実として、《竜》を信奉する者のほとんどが竜戮者でもあるのだ。それはもしかしたら、《竜》の力──《竜因子》を持つ故にかも知れない。

「うむ。その場合はじゃ、零士の封印を解け」

　クラヒメの提案に、弓美香は息を呑のんだ。

「ふふ。もちろん全面的に解けとは言わぬ」

「どういうことですか？」

「これを読んでみろ」

　クラヒメが、書類を差し出してくる。弓美香は受け取ると、急いで目を通した。ざっと五分ほどして、赤い顔でクラヒメを見る。

「これをすれば、零士くんは《竜》の力を使えるんですね」

　喋しやべりながら、声を弾はずませてしまう。

「また嬉しそうな声を出すものじゃな。まったくお主は、零士のこととなると人が変わりよる」

「もちろん」

　断言した。そんな弓美香に苦く笑しようしてから、クラヒメは顔を引き締しめる。

「良いか。そこにも書いたが、封印を解除している最中はお主にも」

「ええ、しっかりと頭に入れました」

　書類を返して、弓美香は頷うなずいた。

「でも、いつの間に私の《碧へき雷らい》を改造したんですか？」

「必要になると思ってな。お主が零士に封印を施ほどこした直後じゃ」

　クラヒメが得意げにエヘンと胸を張る。

「ありがとうございます。いざという時には、封印解除しますね」

「うむ。ただし、乱用はせぬようにな。封印というものは、解除を繰くり返せば徐じよ々じよに効果が薄うすれていくものじゃ」

「ええ、分かっています。ですが、獣吾小父様が零士くんを兵器として見ている以上、きりがありません」

　封印解除のことを知れば、執しつ拗ように危地に追い込むことも考えられた。

「獣吾にしてみれば、お主もまた重要な駒こまのはずじゃからな。そうは……とは思うが、確かに安心は出来ぬな」

　そう言って、クラヒメが腕うでを組んで目を閉じる。

　何かを考えているようで、弓美香はただ黙だまって待った。

「ふむ。仕方あるまいな」

　思ったよりも短く、一分ほどでクラヒメが目を開ける。

「助すけっ人とを儂わしが手配しよう。今日というわけにはいかぬが、なるべく急いでな」

「助っ人って言われても、そんな人がいるんですか？」

　自分や零士を襲おそってくる相手と戦うのだ、強い竜戮者でなければ意味がない。

　だが、当たり前のことだが、強い竜戮者はみなクシナダ財団であったり、ベイオウルフであったり、何かしらの地位に就ついている。

「安心せい。強さも経験も、とびっきりの人材じゃ」

　楽しそうにクラヒメは笑ったのだった。








　二章




「ふぅ、ごちそうさま」

　レティシアが、箸はしをようやく置いた。

「……いつ見ても、レティの食いっぷりには圧あつ倒とうされるね」

　忍しのぶの言葉に、零れい士じもため息と共に頷いた。

　何しろレティシアは、朝からカツ丼どんにパスタを平らげた。それだけでも十分食べ過ぎなのに、まだ少し足りないと言って、追加で味み噌そラーメンまで平らげたのだ。

　毎朝こんな調子で、見ている零士と忍の方が、いつもいつも食べ過ぎで気持ち悪くなってしまいそうなのだ。

「食べれる時に食べるのも、戦士の資格の一つだぞ。それに、アタシはまだ腹八分目だ」

　レティシアが、平然とあり得ないことを言う。

「一度、レティの本気を見てみたいよ」

　零士が苦笑すると、リタがブンブンと顔を左右に振った。

「見ない方が……いいのか？」

「お姉ちゃん、延々と食べ続けるよ。リタ、暫しばらくご飯のたびに思い出して、何も入らなくなったことあるもん」

「す、凄すごい……な」

「お前達が小食過ぎるんだ」

　心外だと、レティシアが三人を睨にらんだ。

「そもそも、そんな風に食べないから、零士も力出ないんだ。今からでもいい、精の付くものを食べろ。そうすれば、最近のスランプなんて吹ふっ飛ぶはずだ」

「食事でどうこうなるわけないだろ。なぁ、忍」

　思わず苦笑しながら零士は、隣となりの忍に同意を求めた。

　が、何な故ぜかニヤニヤとしている。

「なんだその顔？」

「ん、ああ……だってさ、レティが精の付くものって言ったんだよ？」

「何かおかしいか？」

「いやいや、精の付くものといえば、ウナギとかじゃないか」

「そうだな、ウナギはいい。アタシも好きだ。鰻うな重じゆうがあるかどうか憶おぼえてないが、零士、今から食べたらどうだ」

　レティシアがうんうんと同意しながら、無茶なことを言ってくる。

　朝ご飯に焼き魚定食を食べて、もう十分な零士だ。

「いやいや、是ぜ非ひとも零士はレティの勧すすめに従ってウナギを食べるべきだね」

　まだニヤニヤしながら忍が言う。

「だから忍、お前はなんでそんなにニヤニヤしてるんだ」

「分からないかい？」

「分からないな」

「精の付くウナギを勧められてるってことは、レティは精を使って欲しいって言ってるのさ」

「さっぱり分からない」

「やれやれ、野や暮ぼな又また従い兄と弟こだ。ようはだ、レティは零士と夜にハッスルしたいと──」

　ドガンッ。

　机が思いっきり叩たたかれた。

「忍っ。あまりふざけたことを言うと、訓練中に事故を装よそおって殉じゆん職しよくさせるぞ」

　低く静かに、レティが告げる。
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　声を荒あららげてない分、むしろ怖こわい。凄く怖い。

「…………い、以後気をつけるよ」

　さすがの忍も、引きつった笑えみしか浮うかべることが出来なかった。

「そうね。私も、忍さんは言動に気をつけるべきだと思うわ」

「ひっ……ゆ、弓ゆ美み香か先せん輩ぱい、いつの間に後ろに」

　弓美香が、いつの間にか忍の後ろに立っている。

「ついさっきよ。忍がハッスルとか、そういうオヤジくさいことを言っている時にね」

　ニコリと笑ったかと思うと、スッと真顔になり声を潜ひそめる。

「私としては、この一年間で殉職者を出したくないのよね。分かるわね」

「いき、生き残るように日々の言動には気をつけます」

「ええ。期待しているわ」

　一転、再び弓美香は笑顔を浮かべた。それから、全員を見み渡わたして真しん剣けんな顔をして告げる。

「学園長からの緊きん急きゆう任務よ。全員、食器は片付けないでいいから私についてきて」

「え……でも、もう授業の時間だけど」

　リタの疑問に、弓美香は首を左右にした。

「この学園が特とく殊しゆな学園であることを忘れたの？　いい、学園長からの任務は全すべてに優先するのよ」

　弓美香の言葉に、全員が頷き立ち上がった。

　そして彼女の後について、男子寮りようのエレベーターへと向かう。

「で、任務とはなんなんだ」

　レティシアが聞くと、弓美香が首を振ふる。

「ここでは話せないわ。かと言って、ハンガーに戻もどる時間はもったいないから、エレベーターの中でね」

「分かった」

　素す直なおにレティシアが納なつ得とくする。

「これで、男子寮の持ち物検査だったら……僕は泣くね」

　緊張感の欠片かけらもなく、忍がぼやく。その言葉に、零士は思わずずっこけそうになってしまった。

「そんなのが緊急任務なわけないだろ」

「どうかな。何しろ、弓美香先輩は五ご鱗りんだからね」

「それがどうしたんだよ」

　食堂の中を練り歩きながら聞く。

「五鱗ってさ、要するに生徒会役員だろ。なら、持ち物検査の仕事があったって不思議じゃない」

　やけに心配そうに忍が言う。

「聞くけど、持ち物検査がそんなに嫌いやなのか？」

「嫌に決まってるさ。何しろ僕は昨日、学園内のネットワークを駆く使しして年代物の光学ディスクを手に入れたばかりなんだ」

「光学ディスクって……《屠と竜りゆう戦せん争そう》前には、廃すたれてなくなったヤツだよな」

　一いつ瞬しゆん、何のことだか分からなく、零士は記き憶おくを漁あさって言った。

「ああ、そうとも。なんとかＨが出来ないっていうアニメでね。エッチらしいんだ」

「……持ち物検査されると没ぼつ収しゆうされるってわけか」

「その通りさ。再生機器を今日の放課後に借りる予定だったから、まだ見てもいないんだよ。これで没収されたら、僕は借り主に土下座じゃすまなくなるってわけさ」

「……学園長が、持ち物検査で緊急とか言い出さない人だって祈いのっておくよ」

　苦笑以外の表情が出ない零士だ。

　と、丁度エレベーターの前まで来て全員が止まった。弓美香が昇のぼりのボタンを押すと、運良くすぐに扉とびらが開く。

　授業開始が近い時間だ。基本的に部屋に戻る生徒は少なく、エレベーターの中は零士達だけになった。

　弓美香が九階のボタンを押しながら、口を開いた。

「平ひら野の永なが康やすを拘こう束そくするわ」

　その一言に、全員が驚おどろきの声を上げた。

「理由は内通。具体的な説明は後で行うから、状じよう況きようを今は把は握あくして欲しいの」

　階数が上じよう昇しようしていくのを見つつ、弓美香は淡たん々たんと話す。

「停学中の平野は、竜鱗機プラウダーの駆く動どうキーであるヒヒイロカネを没収されているわ。それに、そもそも部屋にガントリーがあるわけないから、竜鱗機プラウダーを装着する心配はないわ。他ほかの武器を持ち込んだ痕こん跡せきもないそうよ」

　エレベーターが九階で止まり、扉が開く。

「当たり前だけど、部屋のＩＤカードは貰もらってるわ。部屋に入る順番は、私、零士くん、レティさん、忍さんとリタさんは玄げん関かん前で不測の事態に備えて待機してちょうだい」

「分かりました」

　零士は、弓美香が真っ先に自分を選んでくれたことが嬉うれしかった。

　彼女の人選は、異論もなく全員に受け入れられた。レティは、突とつ入にゆうメンバーに選ばれたものの零士の後というのが気にくわないようだが、指揮官の命令は絶対だと渋しぶ々しぶ納得したようだ。

「開けるわよ」

　平野の部屋の前まで来て、弓美香が声を潜めた。

　ゆっくりとＩＤカードをセットする。カチャリと音がして、扉のロックが外れる。

　弓美香が抜ばつ刀とうした状態で扉を開け、足音なく部屋にするりと潜もぐり込んだ。そしてすぐに、壁かべを背にして部屋の内部を垣かい間ま見みて──動きを止めた。

　手で、零士に来るなと制止してくる。

　何があったのか分からない。ただ弓美香が慎しん重ちように部屋の中を見ている。

　彼女が零士を手招いた。

　ゆっくりと慎重に、だが弓美香と違ちがってやや足音を立てて、零士は隣に向かった。

　そして息を呑のんだ。

　思わず声を上げてしまうところだった。

　何しろ部屋の中には──死体があった。

　いや、ここからでは断言は出来ない。ただ息はしていないように見えるし、何より首がおかしな方向に曲がっているのだ。

　死んでいる。

　またそう思う。

　そうすると、少しずつ体が震ふるえてくる。

　胃い袋ぶくろが、まるで無理矢理口から外に出たがっているように、何かが迫せり上がってくる。

「ゔっ……」

　嘔え吐ずく。

　おかしい──零士は憶えている。人を捨てている時とはいえ、この手で片かた桐ぎり烈れつ波ぱの頭を握にぎりつぶしたのだ。

　そうだ、自分は人を殺している。

　なのに死体を見て、震えが止まらない。

　胃液が逆流してくる。

　と、頭が抱だきかかえられた。弓美香の左ひだり腕うでが、零士の後頭部から回って、肩かたに頭をのせてくれる。

「私がここにいるわ」

　特に意味のない、現状の追つい認にんだ。でも、それだけで零士の震えは消え、胃袋は落ち着きを取り戻した。

「……すいません」

「ううん、いいのよ。むしろ死体を見て平然としている方が、人としておかしいわ」

　弓美香は数度、優やさしく零士の髪かみを撫なでた。それから落ち着いた声で告げる。

「死亡しているのは平野のルームメイトよ。私は平野を捜さがしにバスルームに行くから、零士くんはここで見張っていて。たぶん、この部屋のどこにも隠かくれていないとは判断したけど、万が一ということもあるから、私の背中を護まもってね」

「……いや、俺が」

「いいえ。貴方あなた達はまだ、こういった訓練は受けていないもの。私に任せて」

　弓美香が零士の返事を聞かずに、一気に、猫ねこのようにまた足音なくバスルームの脇わきに走った。

　そして、ポケットから手鏡を取り出して、バスルームの中を映す。

　何度か手鏡の角度を変えた後、ゆっくりとバスルームへと入っていった。

　零士にとっては長い長い三十秒を経へて、弓美香が出てきた。

　平野はいないと、首を振る。そのまま死体の側そばに行き、触さわることなく見回した後に、壁に設置されているモニターのボタンを押した。

『無事に平野を拘束出来たかの？』

　クラヒメがモニターに映し出された。

「残念ながら」

『なんじゃと？』

　弓美香の答えに、クラヒメが顔をしかめる。

「部屋玄関、廊ろう下か、エレベーターを優先して、全ての監かん視しカメラのチェックをお願いします。平野永康は部屋には居ませんでした。また、彼のルームメイトである佐さ藤とう一いち郎ろうが死亡していました。検視の派は遣けんをお願いします」

『…………殉じゆん職しよくか』

「おそらくは」

『お主らの学年は、まだ殉職者がおらんかったのじゃが……無念じゃな。分かった、すぐに警備と検視を向かわせる』

「分かりました。それまでここで待機しています」

　弓美香の返答にクラヒメが頼たのむと返して、モニターが切れた。

　その後、弓美香は慣れておく方がいいからと、全員を室内に入れて死体を見せた。

「死んでいる……のか」

　レティシアが呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。隣となりでリタが震え、顔を青ざめ、口を押さえる。

　やがてレティシアも震え出すが、自分で肩を抱だき、無理矢理震えを押さえ込もうとする。

「私達が本来戦うべき敵は《竜りゆう》だけど、信しん奉ぽう者しや、つまり竜りゆう槍そう師団もいるわ。人を殺すんだということを、貴方達は忘れないでいて欲しいの」

　レティシアとリタの背中をさすりながら、弓美香が二人を部屋の外へと導いた。

　ただ忍だけが平然と立っている。いやむしろ、彼は好こう奇き心しんに満ちた目で死体と、死体に恐きよう怖ふした姉し妹まいを観察していた……。
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「監視カメラの映像のチェックはどうだったんだ？」

　獣じゆう吾ごの言葉に、クラヒメがコンソールを弄いじる。

「朝の七時四十六分の、男子寮を外から映す第二カメラじゃ」

「何かおかしいか？」

　クラヒメがモニターに映し出した映像を見つつ、獣吾が首を傾かしげた。

「さすがのお主でも気付かぬか。いいか、ここをよく見ろ」

　映像が止まり、ズームアップされていく。その画面に、獣吾がさらに顔を近づけてまじまじと見つめる。

「…………こいつぁ」

　唸うなった。

「うむ。生徒の部屋にある時計の時間が、六時五十五分じゃ。この早起きな生徒が、カーテンを開けておらんかったら気付かぬところじゃ。そう思って見れば、影かげの角度などから分かるのじゃがな」

「ということは何ですか。平野以外にも内通者がいると？」

　ソファーに座りながら話を聞いていたザハールが、ティーカップを置いた。その横にはカスヤだけが立っていて、セーブルの姿はない。

「残念ながらそうじゃろうな。警備室か、他の方法かは分からぬが、監視カメラを操作した者がおるようじゃ。その者の手引きで、平野は寮りようを抜ぬけ出したのじゃろう」

「では、もう学園外に？」

「いや、他の監視カメラを確認したが、操作された痕跡も、平野の姿もない。そもそも、ヤツを拘束するために、今日は出入りを禁止しておるからの。何かに紛まぎれて脱だつ出しゆつしたという可能性も低いじゃろう」

　クラヒメの返答に、ザハールは立ち上がった。

「では、学園内に潜ひそんでいるというわけですね」

「じゃろうな」

「分かりました。逃のがしたというわけでなければ、もう暫しばらくこの学園に滞たい在ざいして待ちましょう。ただし」

　ザハールが、クラヒメの前まで向かい、言葉を切った。

「ただし、なんじゃ」

「こちらも任務ですので、無期限に待てるわけではありません。一週間以内に、平野を見つけ出してもらいましょう。そして、彼が我々ベイオウルフの作戦行動を竜槍師団に流したかどうか、はっきりさせて下さい。これが、今の私に出来る最大限の譲じよう歩ほです」

「一週間か」

　クラヒメが組んだ両手の上に顎あごを置いて、考え込む。

　が、隣の獣吾が大声を出して笑った。

「くはっ、はははははははっ、ベイオウルフの軍人にしちゃぁ優しいじゃねぇか。いいだろう、一週間だな。一週間で平野を見つけ出してやるよ」

「獣吾っ、何を勝手な」

「なぁに平気だ。弓美香達なら、どうにかするさ」

　その無責任な言葉を聞いたクラヒメが、獣吾を睨にらみ付ける。だが獣吾は、その視線を平然と受け流し、自信満々に口を開いた。

「ま、見てるんだな。一週間以内に、この事件は解決するからよ」

「お主、また……いや、良い。分かった」

　クラヒメは、言いかけた言葉を呑み込みザハールを向く。

「理事長が引き受けてしまったのでな。一週間以内に平野を拘こう束そくしてみせよう」

「ククッ、よろしくお願いします」

　ザハールが深々と頭を下げた。

「うむ。では、中将殿どの達には来客棟とうに部屋を用意させてもらうのじゃ。獣吾、また頼むぞ」

「おいおい、理事長の俺を顎で使うのかよ」

　獣吾が文句を言うが、クラヒメはその顔も見ずに答え、立ち上がった。

「自じ業ごう自得じゃ。それに、儂わしは儂で急用じゃ」

　そう言い捨てて、やや早歩きでクラヒメは学園長室から出たのだった。
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「この部屋は平気なんだろうな」

　平野の言葉に、傍かたわらの痩そう身しんな女がややしゃがれた哄こう笑しようを上げた。

「キャハハハハハハ、このアタイがカメラや盗とう聴ちよう器きに気が付かないと思うわけっ。アタイは、竜槍師団でも潜せん入にゆうのエキスパートよぉ。甘く見たら、永康でもお仕置きしちゃうんだからっ」

「お仕置きか……はは、セーブルのお仕置きなら久しぶりにされたいね」

　平野が、ホッとした顔で部屋を見回した。

　豪ごう奢しやとまでは言わないが、高級感が漂ただよう部屋だ。

　そう、まるでホテルの一室のようだった。まだ昼間だが、カーテンはしっかりと閉じられている。

　平野はその中を歩いて、脱だつ力りよくしたように一つだけあるベッドに座り込んだ。

　と、膝ひざの上に痩身な女──セーブルが、慣れた様子で腰こし掛かけた。頭に手をやり、髪を掴つかむとそのまま投げ捨てた。ウィッグが外れ、脱だつ色しよくしたベリーショート姿に変わる。

　そのままセーブルは、平野の胸にしだれ掛かかった。

「ま、アタイが色々とお仕置きしながら永康には手ほどきしたもんねぇ。なになに、もしかして、もう期待で破は裂れつしちゃいそう？」

　セーブルの細い指が、平野の太ももをそっと撫でていく。

「期待してないと言ったら嘘うそになるかな」

「キャハハハハハハ。安全になったと思った途と端たん、永康ったら現金なんだー」

「仕方ないさ。何しろ、この部屋に入るまで随ずい分ぶんと窮きゆう屈くつな思いをしたからね」

　平野は恨うらみの籠こもった視線を、部屋の入り口に置かれた大きなトランクに向けた。

「あのトランクが、センサー類を誤ご魔ま化かす仕し掛かけになってるのは知ってるけど、やっぱり生きた心地ここちはしないものだよ」

「あーれー。アタイを疑ったわけ？　中に重いものが入ってないって、持ち上げて運んだりした、このアタイを」

　セーブルが、指先で平野の顎をなで──喉のど元もとに軽く爪つめの先を埋うずめた。

「い、いや、そんなことは」

「キャハハハハハハ。冗じよう談だんよ、冗談。かーいぃ、永康を傷つけるわけないじゃなーい。ま、永康を傷物にはしたけどねぇ」

　上じよう機き嫌げんにセーブルが笑う。

「それにさー。永康ったら、まだ気付いてないわけぇ？」

「な、何をだよ」

「アンタね、急に竜槍師団ってバレたんじゃないのよ。さいしょっから泳がされてたってわけぇ。キャハハハ、なのに本気でビクついてて、ばっかみたーい」

「お、泳がされてたっ!?　誰だれに！」

「さーねぇ。アタイも、そこまでは真しん一いち郎ろう様に聞かされてないなぁ。あの方ったら、口も貞てい操そうも堅かたいんだもん。やんなるなー。ねぇねぇ、傷心のアタイを慰なぐさめてよぉ、永康ぅ」

　ごろごろとセーブルが、頭を平野の胸むな元もとに押しつけてくる。

「い、いや、ちょっと待てって。真一郎様が何か仰おつしやったのか？」

「ぶー。ま、いいけど」

　セーブルが平野の膝の上から退いて、ベッドにひっくり返った。

「あのさー。真一郎様の命令がなかったら、アタイが永康のところに来るわけないっしょ。そんくらいのことも分かんないわけぇ？」

「それは……でも俺には、結界装置を見つけ出すって大事な役目がっ。竜りゆう神じん様のために結界をだな」

「あーそれ？　もういいんだって」

「え？」

「なんか動きがあったみたいよ。結界装置を調べてどうこうとか、そーいうまだるっこしいことはなし。真一郎様は、この学園を攻せめることに決めたのよ。キャハハハハハハ、ゾクゾクするわよねぇ」

「てことは、俺は引き上げるのか？」

「当たり前じゃなーい。永康だってアタイと同じ、竜りゆう槍そう師団最高幹部七なな本ほん槍やりなのよ？　自信を持ちなさいよねぇ」

　セーブルが起き上がり、横から平野の膝に頭をのせた。

「こっちは、なかなか立派なんだからさー」

　人差し指で、ピンッとソコを弾はじく。

「しかし、引き上げって言ったって……ここからそう簡単に抜け出せるのか？」

「キャハハハハハハハ、楽勝も楽勝よぉ。あのザハールって間ま抜ぬけなオッサンは、真一郎様に頭が上がらないんだから」

「そうなのか……さすが、我ら竜槍師団の師団長神みわ真一郎様だな」

　畏い怖ふの念を込こめて、平野はその名前を呼んだ。

「もうっ。そーんなことよりさぁ」

　セーブルが平野の手首を掴み、引き寄せた。

　いつの間にか、セーブルのスーツの胸むな元もとが大きくはだけて、胸の谷間が露あらわになっている。

「相変わらずブラジャー付けてないのか」

「めんどいからしないわよぉ。ほらほら、良いことしようよぉ、永康ったらぁ」

　自分の胸元に、手を招き入れる。

　そして、慣れた手付きで平野のベルトを取り、はたと止まった。

「セーブル？」

「あんっ。ちょっと待って永康……あ、そうそう、一つ忘れてたわー。あのね」

「なんだよ」

「叶かのう零士ってヤツの力を、もう一度試ためしてこいだってさ。真一郎様が」

「……アイツをか。なるほど、俺としては願ってもないな」

　平野が、唇くちびるを歪ゆがめて笑う。

「キャハハハハハハハ、聞いてるんだからぁ。永康がみっともなく負けたって～」

「あ、あれは、油断しただけでっ」

「キャハッ、だったら……今夜は油断しないで、しっかりアタイを倒たおしてよねぇ。じゃないと、永康のお尻しりペンペンしちゃうんだからぁ」

「その言葉、後こう悔かいさせてやるよ！」

　力ちから尽ずくでセーブルの体を仰あお向むけに転がし、平野は覆おおい被かぶさった。

「いや～～ん、後悔させてぇぇぇ……んっ、んっ……ああぁんっ……」
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　平野が逃亡した翌日だ。

「学園から外に出てないっての嘘だよ、これは……」

　食堂の席に座った瞬しゆん間かん、忍がぼやいた。一日の授業が終わった頃ころで、ちらほらと生徒達が食堂に姿を現しつつある。

「授業を受けないで済むって聞いた時には、ラッキーだと思ったんだけどねぇ。これだけ捜さがし回って見つからないとはね。もう足が棒だよ、僕は」

　椅い子すの下で、忍が足の甲こうを床ゆかに押し当ててスジを伸のばす。

「ぼやくな。一日歩き回った程度で足が疲つかれるなんて、だらしない」

　レティシアが冷たく言い放つ。その隣となりで、リタがシュンッとなって頭を下げた。

「あう、お姉ちゃんごめんなさい」

「あ、いや、リタっ。リタはいいんだ。うん、年下だし仕方ない、うん、仕方ない。なあ、零士」

「年下云うん々ぬんってより、疲れて当然だと思うぞ。改めて思うけど、この学園の敷しき地ちは広すぎだろ」

　言いながら零士はふくらはぎを揉もんだ。

　戦せん闘とう訓練場の他にも、研究施し設せつ、製造施設等、多くの施設が敷地内には点在している。巨きよ大だいな軍事基地と言ってもいいこの学園を調べ回るのは、まさに重労働だった。

「まったくだよ。しかも竜鱗機プラウダーや車だと見落とすって言うんで、歩いて回ったんだよ。明日あしたもコレをやると思うだけで、僕はもう……」

　忍がぐったりと机に突つっ伏ぷして息を吐はいた。

　もっとも、この中で一番元気であるはずなのは忍だ。何しろ、昨日からまともに食事を取れているのは、忍だけだった。

　零士も、レティシアも、リタも、死体が脳のう裏りに浮うかびまともに食事が取れていない。零士が朝にようやくゼリーを食べ始め、レティシアも昼から少しずつ食べるようになった段階だ。

　そんな三人と違ちがって、もりもりと食事を取ったはずの忍が、またため息を吐いた。

「ハァァァァァァ。僕も弓美香先せん輩ぱいの監かん視し映像のチェックに回ればよかったよ」

「あっちはあっちで、かなりの重労働だと思うぞ」

　情報科二年生数人の協力を得て、弓美香は学園中の監視カメラと監視衛星の映像チェックを行っていた。

「そうだけどさ。この測定器は、もうちょっと測定範はん囲いが広くてもいいんじゃないか？」

　机の中心に置かれた器具を忍が指先で弾いた。

　Ａ４サイズで、厚さが一センチほどある。五百グラムほどなので持ち歩く際に重くはなかった。

　入学試験時にも、零士達はこの測定器を見かけている。

　まず、この測定器で《竜りゆう因いん子し》の有う無むと系統をチェックする。《竜因子》がない人間は、そこで終わりで試験すら受けることが出来ない。

　当然、平野も入学時に測定を受けていて、その際のデータが残っていた。

　そのデータを基もとに、測定器で平野と同じ波長の《竜因子》を零士達は捜し回っていた。

　ただ、測定範囲が半径十メートル程度のおかげで、学園中を練り歩かなければならなかった。

「そもそもさ。学園全体の問題じゃないか。もっと生徒を動員したっていいと思わないかい？」

　忍が測定器を懲こりずに弾はじきながら、ブツブツと文句を言う。

「そうだな。それはアタシも思う」

　レティシアが頷うなずいた。

　零士も思っていたことで、全員がその場で何な故ぜだろうと考えてしまった。

　沈ちん黙もくが流れる中、忍がボソリと呟つぶやいた。

「…………試されていたりしてね」

「試されるって、弓美香先輩がか？」

　答えた零士を、忍がじっと見てから首をすくめた。

「ま、そう考えるのが妥だ当とうだろうねぇ」

「しかし、誰がどうして弓美香先輩を試すんだ」

　レティシアが首を傾かしげる。

「ベイオウルフの連中が来てるって言うから、その辺りじゃないかな。ま、意図なんて分からないし、どうして学園側がそれを認めたのかも、一いつ介かいの生徒である僕に分かるわけがないよ」

　そう忍がおどけた直後、彼の後ろにエミリーが立った。

「私もその意図を知りたいですね」

　あからさまに不ふ機き嫌げんそうな顔をしている。腕うでを組み、右人差し指で二の腕をコツコツと叩たたく素そ振ぶりからも、かなりエミリーが苛いらついていることが分かった。

「私達こそが平野に因いん縁ねんが深いのですから、あなた方ではなくこちらが引き受けるべき任務です。あの卑ひ怯きよう者ものに鉄てつ槌ついを下す役目から、どうして私が外されなければいけないんです！」

「簡単な話だ」

　レティシアがエミリーをチラリと見てから、すぐに視線を机の中心に戻もどす。一瞬、怒ど鳴なりかけたエミリーが、努めて冷静に聞き返した。

「……どこがどう簡単な話なんです」

「お前達の指揮官は、あの平野だ」

「そうです。だからこそ、私達の手で鉄槌を」

「平野は、痩やせても枯かれても二年の次席だぞ。しかも竜槍師団ということは、実力を今まで隠かくしてきた可能性だってある」

「それはそうかも知れませんね」

「そんな敵に、指揮官がまだ決まっていないチームを当てられるわけがないだろう。羊は獅し子しに率いられて初めて強者となるんだ。今のお前達はいわばただの羊の群れ、烏う合ごうの衆しゆうだ。全チームを動員するとしても、アタシならお前達だけは待機させる」

　エミリーを見ることなく、レティシアが断言した。その態度に、エミリーが腕を組むのをやめて、下ろした拳こぶしをワナワナと握にぎりしめる。

「納なつ得とくしたのなら、さっさと部屋に帰れ。アタシ達はまだ任務の続きがあるんだ」

　昨日の衝しよう突とつをまだ引きずっているのか、それともそもそも相あい性しようが悪いのか、レティシアが冷たくエミリーに言い放った。

「い、いいでしょう。では、私はあなた達が弓美香先輩の足を引っ張る様を、高みの見物しています」

「そういうのを高みとは言わないだろ。蚊か帳やの外って言うんだ」

「──！」

　エミリーの顔が怒いかりで引きつる。

　敵意丸出しの顔でレティシアを数秒間睨にらむと、フンッと鼻息も荒あらく向きを変えて去って行く。

「レティ、今の態度はどうかと思うぞ」

　怒りの空気を撒まき散らしながら歩くエミリーの後ろ姿を見ながら、零士は思わずたしなめた。

「嘘うそは言っていない。指揮官がいないチームが首を突っ込めば、アイツらの身が危ないだけじゃなく、平野の逃とう走そうの手助けになる可能性だってある」

「にしたって、もう少し言い様ってものがあるだろ」

「優やさしく言えばつけあがる」

　きっぱりとレティシアが断言した。

「そ、そうかな」

「そうだ。特にお前が居ると、エミリーは何かとしゃしゃり出てくるからな。昨日の模も擬ぎ戦を思い出してみろ」

「まぁ昨日はそうだったけどさ」

　レティシアに徹てつ底てい的に負けた零士を、エミリーが助けに来たのだ。

　おかげで気が付けば、零士そっちのけでレティシアとエミリーの模擬戦せん闘とうになってしまった。

「だから、エミリーが諦あきらめるようにキツめに言っただけだ」

　レティシアがうんうんと頷く。

　筋は通っているように思えるが、どうにもイマイチ納得がいかない。

「ねぇねぇ。一つ聞いてもいいかな？」

　リタが、教室でもないのに手を挙げた。

「二年生が居なくなっちゃったら、代わりの指揮官ってどうなるの？」

　リタの疑問に、零士は思わず「あっ」と声を上げた。

　対たい竜りゆう科の二年生は全員、一年生を選出してチームを持っている。

「整備科とかから、対竜科に回す、とかか？」

　レティシアが、小首を傾げながら答えた。自分でも自分の答えに確信はないようだ。

「補欠入学みたいなものか。いやでも、今の時期ならいいけど、二学期三学期になってからだと、それは無理じゃないか？」

「そうだな。零士の言う通りだ。三学期からいきなり対竜科になっても、他ほかの二年生に勝てっこないな」

　レティシアの首を傾げる角度が、さらに大きくなっていく。忍が、その姿に思わず噴ふき出した。

「忍っ！」

「ははははは、悪い悪い。悪気がないんだよ、レティ」

　怒おこったレティシアの顔を見ながら謝るが、忍の顔にはまだ笑いが浮かんでいる。

「あーほら、お詫わびと言ったらなんだけど、正解を教えてあげるよ」

「貴様、知ってるのか？」

「校内ＳＮＳで聞いた話だけどね。単純な話さ、三年生が引き受けるんだよ。大たい抵ていは、居なくなった二年生が一年生の時に指導した先せん輩ぱいが引き継つぐようだよ。過去に数回あったっていうからね。そして可哀かわい相そうに、三年生は今出で払はらっているからね。エミリー達のチームは引き継ぎ出来ないってわけさ」

「ちなみに聞くけど、過去数回の二年生はなんで居なくなったんだ？　退学とか？」

　零士が恐おそる恐る聞くと、忍がため息と共に首を左右に振ふった。

「ほとんど殉じゆん職しよくらしいね」

「やっぱりか」

「零士、気をつけろよ。ここ最近のお前の実力では、真っ先に殉職しかねないからな」

　真ま面じ目めな顔で、レティシアが怖こわいことを言う。そんな彼女を、忍が茶化した。

「見ている範囲だと、殉職させちゃいそうな筆頭はレティ、キミだけどね」

「当たり前だ。ここではみな戦士になるために訓練しているんだ。手て抜ぬきなんて、アタシには出来ない」

　全くひるまずレティシアに答えられて、忍がやれやれと天を仰あおいだ。

「そもそも忍、貴様は手を抜きすぎ──」

「まぁまぁ。それより、そろそろ休きゆう憩けい終えて次に行こうよ」

　忍に説教を始めようとしたレティシアを、リタが妹の責務か、手で制す。

「リタの言う通りだな」

　すかさず零士は、机に校内図を広げた。そんな二人の様子に、レティシアが渋しぶ々しぶと矛ほこを収める。

「今日の調査範囲の西地区で残っているのは、この来客棟とうだな」

「そこを調べる必要はないんじゃないかい？」

　忍が校内図をのぞき込んで言う。

「なんでだよ」

「だってそこは、ＶＩＰを迎むかえて宿しゆく泊はくしてもらう施し設せつなんだよ？　その証しよう拠こに、ベイオウルフ次期参さん謀ぼう長ちようご一行が今も泊とまってるんだ」

「だからなんだよ」

　零士の言葉に、忍が校内図に書かれた来客棟の周囲を、指先でクルリとなぞった。

「この学園でも、トップランクに入る厳重な監視態勢が取られてるってことさ。外部から侵しん入にゆうなんて、普ふ通つうはできっこない。つまり、今日はもう引き上げてもいいんじゃないかな」

「忍、要するにもうサボりたいってだけだろ」

「ははは、バレたかい？」

「バレバレだ。ダメだ、これは俺達の任務なんだ。可能性が少ないと分かっていても、一応は調べるべきだ」

「零士の言う通りだな。まったく、忍が不真面目過ぎる。いいか、そもそも貴様は──」

「だからお姉ちゃん、今はお説教タイムじゃないから」

　忍に説教を始めようとしたレティシアを、リタが再び宥なだめた。

「ならさ、弓美香先せん輩ぱいに一応連れん絡らくしておくのはどうかな？」

　忍が提案してくる。

「何故だ」

「レティ。来客棟にはベイオウルフがいるわけだ。そこに僕達がのこのこ行ったところで、はいそうですかと、中に入れてもらえると思うかい？」

「なるほど……」

「そこで弓美香先輩だ。あの人が一いつ緒しよなら、連中だって中に入れてくれる可能性が高いだろ」

「しかし、アタシ達だって正規の任務を受けているんだぞ」

「たとえそうだとしても、連中にだってメンツってものがあるのさ。有名人の方が、話を素す直なおに聞いてくれるってものだろ、人間社会ってものは」

　忍の提案に、零士は頷うなずいた。

　スムーズに行く方法があるなら、そちらを取るべきだ。無む駄だな軋あつ轢れきを生む必要はない。

「なら、僕が連絡するよ」

　忍が手て際ぎわよく弓美香に電話した。

　そして、来客棟に行く必要ないですよね？　と、抜ぬけ目なく聞いて却きやつ下かされたのだった。

「Ｂ棟には、技術関係の企き業ぎようから派は遣けんされた人が五人ほど宿泊しているわ」

　途と中ちゆうで合流した弓美香が、来客棟前の広場で左側のビルを指差した。

「そしてＡ棟には、零士くん達も知っての通り、ベイオウルフの次期参謀長と秘書官二人、そしてボディーガードが宿泊しているわ」

「で、どっちから調べるんですか？」

　零士が聞くと、弓美香が悩なやむことなく答える。

「Ｂ棟からね」

「どうして？」

「どうもベイオウルフのザハールっていう次期参謀長が、怪あやしいの」

「へぇ、それはまたなぜそう思うんです？」

　忍が好こう奇き心しんに目を輝かがやかせる。

「女の勘かんってヤツかしら」

　クスリと弓美香が笑い──顔を引き締しめた。

「ザハールが来た当日に、それまで大人しかった平野はルームメイトを殺して逃にげ出したのよ。偶ぐう然ぜんにしては出来すぎだわ」

「ベイオウルフが来たって知った可能性は？」

　零士の疑問に、弓美香は頷く。

「その可能性もあるわ。謹きん慎しんとはいえ、再訓練のカリキュラムで部屋から外には出ていたものね。外部との接せつ触しよくの可能性は捨てきれないわ。もっともその場合は、まだスパイがいるのか、外部との連絡方法を独自に持っているのか、どちらにしろ警備に穴があることになるわね」

　そこまで言ってから、弓美香がＡ棟に目を移す。

「他にも幾いくつか理由はあるのだけど、今はまだ言えないわ。とにかくザハールは怪しいの。でも、もし本当に彼が平野をかくまっているのなら、Ａ棟は危険だわ」

「確かにそうなりますね。迎え撃うつ準備があることも覚かく悟ごしないといけないし」

　零士も倣ならってＡ棟を見つめた。意識すると、いかにも危ないオーラを放っているように思えてしまうから不思議だ。

「ええ。だから零士くん、レティシアさん、貴方あなた達はＡ棟前で待機していて」

「どういうことですか！」

　零士が聞き返す前に、レティシアが敏びん感かんに反応した。

「私達が来たことに気が付けば、Ｂ棟を調べている間に脱だつ出しゆつする可能性だってあるでしょう？」

「それは、そうですが……」

「だから、二人には隠かくれて見張っていて欲しいの。そして、もし平野が出てきたら……絶対に戦わないこと。一人でない可能性も高いのだから、すぐに私に連絡してちょうだい。いいわね」

　有う無むを言わせず弓美香は命令すると、忍とリタを従えてＢ棟へと向かっていった。

　残された零士は、レティシアの顔を見て思わず後あと退ずさってしまった。

「そ、そんなに怒るなよな。弓美香先輩の言っていることは、どう考えても正しいじゃないか」

「そんなことは分かってる。でも何な故ぜだ。何故、アタシと零士が留守番なんだ」

「うーん、それは……《竜因子》の系統が、俺が汎はん用ようで、レティが近接戦せん闘とうだからじゃないか？　今回は竜鱗機プラウダーを使うわけじゃないけどさ」

「系統、か」

　少し納なつ得とくしたのか、レティシアがＡ棟に向けて歩き出す。

　零士はその後を追いながら続けた。

「そうそう。リタや忍より、レティシアの方が喧けん嘩かも強そうだからな」

「いざという時に戦える二人を残した、か。そう考えると、悪くはないな」

　現金にもレティシアがうんうんと頷く。

「レティ、分かってはいると思うけど、戦うのは禁止だからな。あくまでも襲おそわれた場合だけだぞ」

「分かってる。まったく、みんなしてアタシをイノシシか何かと勘かん違ちがいしてるんじゃないのか」

　ブツブツと文句を言いながら、レティシアがＡ棟前にある並木の一角に向かう。

「ここなら、玄げん関かんから二十メートルほど離はなれているし、監かん視しもしやすいだろう」

「そうだな。木もあって上からも見られないし、持ってこいかも知れない。良い隠れ場所だよ」

「だろう？　いいか零士、イノシシがこんな隠れ場所見つけられるわけないだろ。アタシは、冷静で落ち着いた戦士なんだ」

　茂しげみに入りながら、レティシアが強調した。

　その様子がちょっと可愛かわいいと思ってしまった、零士だった。

　その場で五分ほど監視を続けた頃ころだ。

「お仕置きターイム♡」

　ややハスキーな声が、いきなり背後から掛かけられた。

「なっ!?」

　慌あわてて振り返った瞬しゆん間かん、後頭部に強い刺し激げきを受けた。グワンッと視界が揺ゆれる。その隙すきに、右みぎ腕うでを背中に回されてねじ上げられ、地面へと押さえ込まれてしまった。

　ただ、一瞬捉とらえた姿は、全身を黒いボンデージに包んだ女性だった、ような気がする。

「ぐわっ……」

　ねじ上げられた腕が悲鳴を上げる。
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　その痛みが、レティシアのことを思い出させた。自分に降りかかった危難が、彼女にも向かっているはずだ。

「レティ！」

　強制的に地面に這はいつくばったまま、横を向く。

「自分の心配をしろ！」

　レティシアが振ふり向くことなく叫さけんだ。

　その直後、彼女の目の前に立った大おお柄がらな男が右みぎ脚あしを上げた。うなりと共に迫せまる蹴けりを、後ろへのステップで躱かわす。

「あらやだぁ。あっちの子の方が、アタリなの？」

　零士を押さえ込んだ女が、しゃがれ声を上げる。

「誰だれだっ！」

　零士の誰すい何かに、まず返ってきたのは痛みだ。女が右腕をさらにねじ上げてくる。

「ぐあっ」

「誰だと思うのかなぁ、ぼ・う・や♡」

　耳元で女が、囁ささやき小こ馬ば鹿かにする。

「分からないから聞いてるんだろ！」

　自由な左手で地面を押し、起き上がろうと力を入れる。が、即そく座ざに左腕も取られて、右腕と同じくねじ上げられてしまう。

　しかも、背中に膝ひざ蹴りが来たと思った瞬間、両腕とも揃そろって膝裏で挟はさみ込まれてしまった。

　零士には何が起きたのか、わけが分からなかった。

　分かるのは、女が体重を掛けると交差した両腕に激痛が走るということだ。

「キャハハハハハ、痛い？　ねぇ、すっごく痛いでしょぉ」

「こ、この程度っ」

　やせ我が慢まんしながら答えるが、今にも両腕の骨が折れてしまいそうに痛い。

「う～ん、いいわぁ。我慢してる男の子の声って、お姉さん大好物なのよねぇ」

　体を揺すって脱出しようとすると、少し女がバランスを崩くずした感かん触しよくがある。が、すぐにしっかりと体重を掛けられて、元の木もく阿あ弥みになってしまう。

　それを数度繰くり返して、零士は理解した。

　女が、自分をいたぶって遊んでいるだけだと。

　まるで蜘く蛛もの糸に搦からめ捕とられてしまったかのようだ。

「あら、もう諦あきらめちゃうわけぇ。お姉さん、つまんなーい」

「うるさいっ。クソっ、何がしたいんだよっ」

「そーねぇ。ちょっと興味あったから腕試だめしってところかしらねぇ」

「腕試しっ？」

「ええ、そうよ。何しろ、アタイの可愛い子を虐いじめたらしいじゃない。だから、どれくらいの腕かなぁって思った、わっ、けっ！」

　思いっきり女が、体重を掛けてくる。

　ミシミシと両腕の骨が軋きしみ、膝がのった背中に激痛が走る。

「ぐあぁぁっ！」

「あーあー、期待外れもいいところよねぇ。これなら、ホテルの中でエッチしてた方がましだわ」

　呆あきれた様子で言いながら、女が何度も何度も体重を掛けた。

　悲鳴を我慢しようとしても、激痛でどうしてもうめき声が口から漏もれて出てしまう。




「零士っ。クソっ、このデカ物！」

　レティシアがチラリと零士を見た。瞬間、目の前に大男の左掌しよう底ていが迫る。

「しまったっ！」

　鼻先で掌底が止まった。風圧だけで、レティシアの髪かみがサラリと後方へと波打つ。

「よそ見とは、余よ裕ゆうであるな」

　男が低い声を放った。

　百八十センチ台半ば程ほどの筋きん骨こつ逞たくましい男だ。あまり光こう沢たくのない肩かたが張った黒ジャケットに、黒ズボンとブール、そしてグローブにフルフェイスヘルメット。いわゆるライディングギアを纏まとっている。

　ヘルメットの正面シールドは黒く、顔は分からない。

　だが、声質からしてそれほど若くはなさそうだった。レティシアには、三十を幾つか越こえているように感じられる。

「手加減したのか」

「ふむ。手加減か。それならば、最初からしているのだが、気が付かぬか」

「なっ！」

　その返答にカァッと頭に血が上り、レティシアは即座に体を捻ひねって右蹴りを放った。

　狙ねらいは、左腕を伸のばしたままでがら空きの脇わき腹ばらだ。

「なっ!?」

　思わず声を上げてしまった。

　レティシアの脛すねが、男の右手一つで掴つかまれたのだ。

「頭に血が上っても、攻こう撃げきそのものは冷静であるな」

　言いながら、男がレティシアを持ち上げ──軽々と投げた。

「キャァァァッ」

　悲鳴と共に、レティシアの背中が植木に激げき突とつする。

「くはっ」

　一度大きく息を吐はいて、レティシアは地面に突つっ伏ぷした。衝しよう撃げきで思うように呼吸が出来ない。そもそも、体中が悲鳴を上げていて動かない。




「ふむ、この程度で立ち上がることも出来んのか」

　男が、突っ伏したままもがくレティシアを冷たく見下ろした。

「実質学年二位って聞いてたけど、そっちの子も大したことなかったわねぇ」

「だがまだ入学して二週間程度だ。肉にく弾だん戦の訓練も、まだまだ始まったばかりであろう」

　男が女に振り向いて言う。

「あらでも、この子達だって竜りゆう神じん様の血を継ついでるわけぇ。もーちょっと頑がん張ばってもらわないと、期待外れもいいところよ。それに、コイツ」

「ぐっ」

　女が零士にまた体重を掛けてくる。

「あの方には悪いけど、もう一度試す必要なんて感じないわ。今ここで殺しちゃいましょうよ」

「あの方？」

「はいはい、アンタは黙だまってな」

　女が零士の背中で体を上下させる。おかげで零士の口は、激痛で呻うめくことしか出来なくなってしまう。それでも、なんとか耳に意識を集中させる。

「貴様、あの方の命令に背そむくつもりであるか」

「うーん、そーいうわけじゃないけどー。意味ないことしたくないわけ」

「いや、いかぬ。今、お声を聴きけるのはあの方だけだ。逆らうことなど慮りよ外がい千せん万ばん」

「でーもねー。見たところ、大した《竜因子》でもなさそうだし」

「む」

「なんて言うのかしらね。この子に価値があるとしたら、杵き築づき弓美香が気に入ってる犬ってだけでしょぉ？」

　女の一言が、痛みに耐たえて必死に会話を聞いていた零士に刺ささった。

　零士の価値とは、弓美香の犬……。

「でもさー、いくらお気に入りの犬だからって、この程度じゃ人ひと質じちの価値もないって思わない？」

　また犬と言う。

「だが、片桐烈波はこやつに墜おとされたと聞くぞ」

「まぐれじゃないのー。それとも、杵築弓美香が犬の評判あげようと、手て柄がらを譲ゆずったとかさー」

　三度も犬と言った。

　弓美香の犬ではない。今はまだ届いていないかも知れないが、自分は弓美香の騎き士しだ。

「……ん、なぁに、そんなに暴れちゃって。お手々が痛いだけよぉ？」

　体を何度も揺すり始めた零士を、女が不思議がった。

「俺はっ、犬じゃない！」

「キャハハハハハハ、もしかして坊ぼうや、傷ついちゃったの？」

「訂てい正せいしろっ、俺は弓美香先せん輩ぱいの犬なんかじゃない！」

「あらそー。だったらなぁに？　ペット？　バター犬？　あー、分かった。奴ど隷れいちゃん」

　女が面おも白しろそうに、耐えられない言葉を連発する。

「違ちがうっ！」

「だったら、なんだってのよ」

「きっ……騎士だ！」

　まだそこには届いていない。それでも、ここで譲るわけにはいかなかった。必ず、誰だれ憚はばかることなく騎士だと宣言する男になる。そうした決意と共に、零士は言い切った。

　その言葉に、女は暫しばらく押し黙った。

　そして、しゃがれ声でけたたましい笑い声を上げ始める。

「キャハハハハハハハハハ、ハハッ、キャハハハハハハハハハハハハ！」

　笑う度たびに体重が掛かかって激痛が走るが、その痛みに耐えて零士は言い返した。

「何がおかしいんだよ！」

「何がって全部よ、全部っ。地べたに這はいつくばってる騎士なんて、アタイ、初めてみたわよっ。あーおかしいっ、お姉さん、涙なみだ出ちゃったじゃないの」

　女が目め尻じりを拭ぬぐう。

　そして、顔を引き締しめて男を見た。

「ねぇ、やっぱりコイツ殺すわ」

「む」

「生意気っていうか、身の程知らずっていうか……アタイね、こーいう現実見てない甘いお坊ぼつちゃん、大だい嫌きらいなわけ」

「しかし」

「アンタは止めたってちゃんと言うわよ」

　全く、引く様子なく女が言う。

「くっ……おい小こ僧ぞうっ。認めてしまえ、自分が杵築弓美香の犬だって認めるのだっ。さすれば、殺されずに済む！」

　男が、零士に呼びかける。

「ふうん。そうねぇ、ソレ面白いわぁ。ねぇ、坊や、僕は杵築弓美香に尻しつ尾ぽ振ふってる犬です、ワンワン！　って言いなさいよ。そしたらお姉さん、機き嫌げん直して助けてあげるわけ」

　背中で、女が嬉うれしそうに告げてくる。

「ま、言わなかったら、そーねぇ手足引きちぎって、目玉刳くりぬいてから殺してあげるわ。ああ、声帯は最初に潰つぶしてあげるから、悲鳴は安心してネ♡」

　確かな殺意を撒まき散らしながら、女が嬉しそうに言う。

　この女の言葉に、嘘うそはない。

　ハッキリと零士は感じてしまった。

　恐きよう怖ふで、体が震ふるえ出す。

　野の良ら猫ねこが、ネズミをいたぶり遊びながら殺すように、この女は零士を殺すのだろう。

　自分が殺されていく姿が、脳のう裏りに浮うかぶ。

　それは不思議と、リアリティを持って浮かんでくる。

　痛みも、絶望も、リアリティを持ってだ。

　ガクガクと零士の震えが大きくなっていく。

「キャハハハハ、あーあー怯おびえちゃってっ。おしっこ漏らしちゃやーよ？」

「ゔっ、ゔ[image: ][image: ]ぁ」

　呻いた零士の髪の毛を掴み、女が持ち上げる。

　そうして海え老び反りになった零士の頭に、唇くちびるを近づけて優やさしく囁ささやいた。

「分かったわよねぇ。アンタは、騎士じゃなくて犬。杵築弓美香の犬なわけ。ね、騎士がこんなに震えるわけないじゃなぁい。ほらほら、ワンワンって早く鳴きなさいよ」

「ワ……ワ……」

　恐怖から本能が鳴き声を上げようとする。その本能を、思い出が必死に押し返す。

　父が言った。

『零士、私達に何かあった時は、お前がこの人を護まもらないといけないよ』

　母が寂さびしそうな顔で言った。

『この娘この過か酷こくな運命は、お母さんの責任でもあるの。だからお願いね』

　両親の言葉を受けて、まだ幼い弓美香が告げた。

『これからは貴方あなたが護ってくれるって、私は信じられるわ』

　そして、零士は弓美香に約束をしたのだ。

　彼女を護ると。

　だから、ここで──一時といえども、犬になるわけにはいかない。

　それでも、生きたい、死にたくない。そんな本能が濁だく流りゆうのように思い出と決意を、押し流そうとする。

　その葛かつ藤とうに苛いら立だった女が、強く零士を地面に押しつけた。

「あんもうっ。早く言いなさいよぉ。僕は、犬はべらして調子に乗ってる、アホお嬢じよう様さまの犬ですって」

　濁流が止まった。

「今、なんて言った」

「なによ、アンタみたいなのはべらして調子こいてる、アホお嬢様って言っただけよ。なに、足りない？　アホで我が儘ままで苦労知らずのアバズレお嬢様とでも言えば、満足かしら？」

「ふざけるなっ。弓美香先輩はっ、杵築弓美香のことを何も知らないくせにっ！」

　弓美香の顔が浮かぶ。

　幼い頃ころ、あの人は竜りゆう槍そう師団に襲おそわれ誘ゆう拐かいされかけた。

　何な故ぜなのかは知らない。

　それでもその事実は、母が言った『彼女の過酷な運命』が本当だと示している。

　だからこそ、零士は弓美香を騎士として護るのだ。

　それを、こんな何も知らないヤツに否定されてたまるか。

　そう思った時、瞬しゆん間かん的に殺意が湧わいた。

「ひっ!?」

　女が揺ゆらぎ、転んだ。

　両りよう腕うでが、全身が自由になる。

　そうだ。殺す意思を持たなければ、殺さなければ、何も護れないのだ。

　現に自分は、片桐烈波の頭を潰し殺して、弓美香を護ったのだ。

　それは単純で甘い、甘い誘ゆう惑わくだ。

「クッソォォォォォォ！」

　叫さけびながら零士は、頭を地面に打ち付けた。

　殺意に流されて、零士は人を二度も捨てたのだ。

　一度目は、クラヒメが。

　二度目は、弓美香が救ってくれた。

　その過ちをまた繰くり返すわけにはいかない。

　顔の泥どろを拭い、零士は立ち上がった。

　呆ぼう然ぜんとしていた女と男の顔に、生気が戻もどる。

「貴様、さっきの殺意……何者なのだ」

　呻いた男の前に、女が出た。深々とフードを被かぶりゴーグルをしているせいで、その顔はよく見て取れない。

「殺すっ。絶対にアンタは殺す。よくもこのアタイに、アタイに──」

　殺意を漲みなぎらせて、女が睨にらむ。

　零士にはその様子で、分かった。

　女は恐怖したのだ。その恐怖を、怒いかりで塗ぬり替かえようとしている。

　そして怒りのままに零士を殺し、恐怖した事実そのものを自分の中から消そうとしている。

「付き合ってられないな」

「坊や、なんて言った！」

「アンタの都合に付き合ってられないって言ったんだ。そうとも。俺は、俺のままで弓美香先輩を護るんだ。もう獣吾のオヤジの思惑おもわく通りになんてならないんだ！」

　そう叫びながら、零士は周囲に目を走らせた。

　レティシアは、意識はあるようだがまだ動けていない。

　茂しげみの周りには──。

「あっ」

　驚おどろきの声が出たのと、弓美香が飛び込んできたのはほぼ同時だ。

「ぬっ、油断っ！」

「しまったっ！」

　零士が見せた殺意によってか、二人は今の今まで完全に弓美香に気が付いていなかったのだ。

　茂みを飛び越こえながら弓美香が、刀を一いつ閃せんする。

「ちぃっ！」

　女が高く跳ちよう躍やくし、木の枝を掴つかむ。そのまま自分の体を引き上げて、猿さるのように枝に乗った。

　男がレティシアの腕うでを掴み、弓美香に投げつける。

「俺が！」

　零士が前に出ると、

「お願いね！」

　弓美香が走った。

　レティシアの体を、零士はがっしりと受け止める。かなりの勢いで、後方に体を持って行かれそうになるが、地面を足で掴んで耐たえきった。

「おのれっ！」

　男が身構える。

「馬ば鹿かっ、逃にげるっての！」

　女が枝の上で叫び、何かを地面に投げつけた。

「なっ──みんな目を閉じて！」

　弓美香が叫ぶ。

　その言葉に、零士はすぐに目を閉じた。

　が、レティシア、そしてすぐ側そばまで来ていた忍とリタが遅おくれる。

　閃せん光こうだ。

　眩まぶしいというよりも、視界が、目を閉じてなお真っ白に染まる。

「ぐぅっ！」

　光で目が痛い。

　爆ばく音おんも共に響ひびき、鼓こ膜まくもまた痛む。

　その衝しよう撃げきに、零士はレティシアを抱かかえたまま膝ひざを突ついてしまった。

「みんな、大だい丈じよう夫ぶ？」

　弓美香の声が、耳鳴りと共に聞こえてくる。

「な、なんとか俺は……」

　答えたのは、零士だけだ。

　残り三人からはうめき声しか聞こえてこない。

「スタングレネードの一種ね。メディカルセンターに、三人を連れて行かないと」

　薄うすぼんやりと、弓美香が見える。

　携けい帯たい端たん末まつを片手に持ち、連れん絡らくを取っているようだ。

　と、腕の中のレティシアが目を閉じたまま身じろいだ。

「平気か、レティ」

「アタシ、足を引っ張ってしまったな」

「そんなことないさ」

「いや」

　レティシアが首を左右に振ふった。

「零士、謝らせてくれ」

「え？」

「戦せん闘とう訓練で、色々とお前に言ってしまった。すまない。零士、お前は気合いを入れてないわけではないんだな。あれだ……」

　レティシアが、何かもごもごと言いにくそうな素そ振ぶりを見せた。

「レティ？」

「あの、零士……すまない」

「あ……ああ」

　薄ぼんやりとした視界でも分かる。レティシアがシュンと謝ったため、つい驚いてしまった零士だ。

「お前の裂れつ帛ぱくの気き迫はくは、あの二人組だけじゃなく、アタシも打った。弓美香先せん輩ぱいを馬鹿にされただけで、あんな気迫を出せるんだ。訓練で手を抜ぬくわけがない。零士、お前は本当に弓美香先輩の騎き士しになりたいんだな」

　感心したようにレティシアが言う。

「当たり前だろ」

「当たり前……そうか」

　繰り返してから、レティシアは静かに頷うなずいた。

「さてと、もうすぐ救護班が来るわ。連中がスタングレネードを使ったことは、学園側ももう把は握あくしていたわ」

　弓美香がやって来て、しゃがんだ。

「零士くんも、見てもらった方がいいわね」

　弓美香の手がそっと、零士の目を覆おおう。

「いや、俺は目を閉じられたんで」

「それでも、ダメージはあるはずよ。私の言うことが聞けないの？」

「は、はい」

「でも零士くん、偉えらかったわね」

「え？」

「貴方あなたの叫び声、聞こえたわよ。よく殺意に呑のみ込まれないで耐えたわね」

　目を覆っていた手が離はなれ、零士の頭を優やさしく撫なでる。

「でも、ごめんなさい。Ｂ棟とうに思ったより時間が掛かかってしまって、結果として貴方達を危ない目に遭あわせてしまったわ」

　立ち上がり、Ａ棟を見る。

「まさかここまで大だい胆たんな行動に出るとは、思いもしなかったわ。クラヒメ様の話だと、これからは私達ではなく、クシナダ財団が調査活動を行うそうよ」

「大おお事ごとですね」

「当たり前よ。準臨戦態勢に入ったんだから」

「準臨戦態勢？　なら授業はどうなるんだ」

　レティシアが、零士の腕の中から聞いた。

「獣吾小お父じ様──理事長の方針で、通常通り行うそうよ。生徒は普ふ段だん通りの活動を行うわ。ただし、クシナダ財団から派は遣けんされた竜鱗機プラウダーが、絶えず警けい戒かいと護衛を行うそうだけどね」

「なるほど……」

「さてとレティさん」

　弓美香がレティシアの腕を掴んだ。

「ここからは私が、貴方を運んであげるわ。いつまでも零士くんにだっこされてるのって、とってもずるいもの」

　ジロリと零士を睨む。

「あ、いや、アタシは別にっ！」

　立ち上がろうとジタバタし始めたレティシアを、有う無むを言わせずに弓美香は立ち上がらせると、そのまま肩かたに担かつぐ。

「さ、零士くん。行くわよ」

「は、はいっ」

　弓美香の言葉に、弾はじかれるように立ち上がり、その背中を追う。

　なんとなく零士は、心の中で「ワンワン」と鳴いてしまったのだった。




　　　　※　　※　　※




　クラヒメは、マンションの一室の呼び鈴りんを押した。

　十秒ほど待つと、スピーカーから女性の声が響いた。

『開いてますよ』

　ぶっきらぼうな声にクラヒメは苦く笑しようすると、ドアノブを回して扉とびらを開ける。

　玄げん関かんには靴くつが幾いくつか転がっている。声の主のものと思われるパンプスや女性向けの運動靴の他ほかに、サイズが一回り大きい男性向けと思われる靴もある。

　女性の靴は乱雑に置いてあるが、男性の靴は隅すみに丁てい寧ねいに並べられていた。

「上がらしてもらうぞ」

　クラヒメは巫み女こ服の裾すそを少し上げて、編み上げブーツの紐ひもを解いた。

　左右のブーツを脱ぬぐと、用意されていたスリッパに足を入れる。

　廊ろう下かは綺き麗れいに掃そう除じされていて塵ちり一つ無い。

　廊下の先にある扉を開けると、ダイニングと食堂と繋つながった広い居間が広がっている。

「お久しぶりですね、クラヒメ様」

　背の低いテーブルに肘ひじを置いた女性が、ジャージ姿の背中を見せたまま喋しやべる。その仕草から、自分が招かれざる客だということがクラヒメにはよく分かった。

　ただ、女性の席の真向かいには、しっかりと湯飲みが置いてあった。それが、女性の人の良さを感じさせる。

「急な連絡をして悪かったの、紗さ英え」

　床ゆかとほぼ同じ高さのソファーに座ると、クラヒメは両手で湯飲みを掴んだ。

「連絡も寄よ越こさずに弟にちょっかい出すオヤジに比べれば、まぁ、まだましってもんです」

　紗英と呼ばれた女性がクラヒメを見ずに、窓から外を眺ながめながら機き嫌げん悪そうに言う。

　窓の外には、青い空が広がっている。この部屋が三十五階ということもあり、見えるのは空ばかりだ。

　ただなんとなく、クラヒメもまた窓から外を眺めた。

「しかし、お主が帰国していて助かったぞ」

「五日前、ようやく海外赴ふ任にんから帰ってきたら、部屋に弟がいないんすよっ。この私の気持ち、分かりますっ！」

　ようやく紗英がクラヒメを向いて、両手を机に叩たたきつける。

　バンッと大きな音がして、思わずクラヒメはギュッと目を閉じてしまった。

「愛いとしい弟のためにお土産みやげいっぱい買ってきて、しかも今夜はあいつの好物のメンチカツ作ってあげようって食材まで買ってきて、あのザマ！」

「そ、そうか」

「ええ、そうっすよっ。しかも弟の代わりに、むっさいオヤジが居たんすよ！」

「獣吾か……」

「ええ、ええ、そうっすよっ。あのクソオヤジが、缶かんビール片手にテレビ見てやがったんだっ」

　今にもクラヒメに噛かみ付かんばかりの勢いで、紗英が睨にらみ付けてくる。

　年の頃ころは二十代半ば、化け粧しようっ気けはないが、すっぴんのままでも十分に美人だ。ただ、気の強さが顔立ちに現れていて、少し人を選ぶかもしれない。

　ただ時折見える八や重え歯ばが、気の強さに愛あい嬌きようを与あたえていた。

「お、落ち着け、のう、ちょっとは落ち着いてくれぬか」

「これが落ち着いていられるかっての！」

　最初の頃の敬語は吹ふき飛んでいた。

　ポニーテールを振り乱して、紗英が言い募つのってくる。

「人がせっかく《竜りゆう》から引き離していたのに、よりによって建たけ速はや学がく園えんに入学させるなんて！　クラヒメ様の口から、しっかりと言い訳聞かせてもらいますから！」

「い、いや待て。その件は儂わしは無関係じゃ」

「…………」

　ジ─────ッと紗英が睨む。

「全すべて獣吾じゃ、あやつが勝手にやったことじゃ」

「…………はぁ～～～。ま、そうでしょうけどね。あのクソオヤジは、根本的に性格がねじ曲がってるっていうか、クソ野や郎ろうなんだっ」

　紗英がバシッと左掌てのひらに、自分の拳こぶしを叩き込んだ。

「で、言い訳しに来たんじゃないなら、私に何の用なんです？　言っておきますけど、私は引退して普ふ通つうに働いてんですからね」

「女子プロレスの覆ふく面めんレスラーを、世間では普通に働いてるとは言わぬぞ」

　お茶を飲みながら、クラヒメは呆あきれた目で紗英を見た。

　元々は日本のマットで活かつ躍やくしていたが、その人気によって彼女は、ＷＷＧ──ＷＯＲＬＤ　ＷＲＥＳＴＬＩＮＧ　ＧＲＯＵＰ──のマットに招かれ、現在は活躍している。

　百七十センチと一いつ般ぱん社会では高身長な紗英だが、アメリカのマットでは小こ柄がらな方だ。にも拘かかわらず、派手なアクションと女王様キャラクターでヒールとしての地位を確固たるものにしていた。後頭部の高い位置で、髪かみを結ゆってポニーテールにしているのも、ちょんまげを連想させるためだ。

「素す性じようを隠かくして働くにはもってこいなんすよ。悪目立ちはしたくないんでね」

「まぁ、お主の正体がばれれば……一ひと騒そう動どうだろうしの」

「そーいうことっすよ。私はね、弟と静かに、平へい穏おんに暮らしたかったんだ。それをあのクソオヤジが、《竜》に弟を巻き込みやがって！」

　バンバンと何度も机を叩く。おかげで、茶ちや碗わんが机の上で踊おどってしまい、クラヒメは両手で持ち上げた。

「ま、まぁお主の気持ちも分からんでもないが、《竜》の襲しゆう来らいはそう遠くはないのじゃぞ。それで平穏にとはいかぬだろう」

「その時が来たら、まぁ私は手伝いますよ。でもね、弟を巻き込むこたぁないっしょ。ウチの犠ぎ牲せいは、オヤジと義か母あさん、それに私で十分だ」

「……それは、儂も同意見じゃったんだが。獣吾がな、知らぬ間に動いておった」

「クラヒメ様の監かん督とく不行き届きっすよ」

「そう言いたい気持ちも分かるが、儂の力では獣吾は抑おさえられぬどころか、妨さまたげにもならぬ」

　クラヒメは茶碗を置いて、自分を笑った。

「もう、そんなに？」

「うむ。封ふう印いん異則は弓美香にくれてやったしの。それに結界の維い持じは、儂らが思っていたよりも消しよう耗もうが激しい。向こうからの圧力も強いでな」

「なるほど。そら、クソオヤジが慌あわてて動き出すはずだ」

　紗英が後頭部で手を組み天てん井じようを見上げた。諦あきらめたかのように、一度息を吐はく。

「で、私に何をさせようっていうんですか」

「どうも獣吾と竜りゆう槍そう師団の間が怪あやしいのじゃ」

「……何かの間ま違ちがいでしょ。竜槍の真一郎は十一年前、クラヒメ様やクソオヤジを捨てて、《竜》に寝ね返がえった男じゃないですか。今いま更さら、クソオヤジと手を組むなんて」

「じゃが、どうにも怪しいのじゃ。じゃからお主には、学園に来て護衛をして欲しい」

「護衛？　誰だれのすか」

「うむ。杵築弓美香と、お主の弟である叶零士のじゃ」

　クラヒメの提案に、紗英が顔を引き締しめる。

「お主以外に、獣吾や真一郎を相手に出来る者はおらんのじゃ。のう、《屠と竜りゆう戦せん争そう》の英えい雄ゆう、竜りゆう倒とう五将が一人、叶紗英よ」








　三章




　それは真夜中に送信されて来た。

「誰だよ、こんな時間に」

　眠ねむい目を擦こすりながら、零れい士じはベッドから起き上がり携けい帯たい端たん末まつを手に取った。

　逆側の壁かべ際ぎわに設置されたベッドには、誰も寝ていない。

　二人組の襲しゆう撃げき後、忍しのぶとリタとレティシアは用心してメディカルセンターに泊とまっている。零士は簡単な診しん察さつ後、問題ないとして寮りようの自室に戻もどされたのだ。

　そんなわけでルームメイトがいない。

　零士は遠えん慮りよ無く、部屋の灯あかりを点つけた。

「って、まだ夜十二時か。まぁ、そこまで深夜じゃないか」

　携帯端末の時計表示を見たあと、メールを展開する。

「エミリーから？　珍めずらしいこともあるんだな」

　小首を傾かしげながら、差出人欄らんにエミリーとあるメールを開いた。

「なっ……」

　息を呑のむ。

『平ひら野のの件で伝えたいことがあります。一人でホールに来て下さい。』

　短い文面だが、書いてあることのインパクトは大きかった。

「いやでも、本人じゃない可能性もある……。って、そうだったらエミリーが、既すでに誘ゆう拐かいか何かされてることになるか」

　とにかく零士は寝間着から制服に着き替がえた。

　着替えながら、行くべきかどうかを考える。

「でも、呼び出し場所はホールか。あそこなら、侵しん入にゆう者しやが入ってくる可能性は低いし」

　何より、やはりエミリーが自分に伝えようとしている情報が気になった。

「よし、行こう。話の内容次し第だいによっては、弓ゆ美み香か先せん輩ぱいに連れん絡らくするってことで」

　自分に納なつ得とくさせて、零士はヒヒイロカネ製の日本刀を手に取った。

　弓美香の日本刀には『碧へき雷らい』と銘めい打うってある。それは彼女の竜鱗機プラウダーが、専用にカスタマイズされているからだ。

　生徒達はみな、自分のヒヒイロカネに銘打つことを夢見ていた。

　そんなことに思いを馳はせつつエレベーターに乗り、一階のホールに降りる。

　ホールは二十四時間開いているが、さすがにもう人ひと影かげはまばらだ。

　おかげですぐにエミリーを見つけることが出来た。

「一人で来てくれたんですね」

　零士と同じく制服に着替えたエミリーが、近づく零士に声を掛かける。

「エミリー、何を知ってるんだ？」

　人影まばらとはいえ、用心で平野の名前は伏ふせて聞く。

「彼から呼び出しが、三十分ほど前にありました」

「なっ、本当かよ。だったら、弓美香先輩にすぐに知らせないと」

　慌てて携帯端末を取ろうとした手を、エミリーが押さえた。

「待って下さい」

「エミリー？」

　その行動の意味が分からず、零士はエミリーの顔をまじまじと見てしまう。

「もし零士が弓美香先輩、いえ私達以外に教えるというのなら、呼び出し場所を言うことは出来ません」

「もしかして、そういう指定なのか？　俺とエミリーだけで来いっていう」

「……はい」

　少し、視線を彷徨さまよわせてからエミリーが頷うなずいた。

「本当だな？」

「本当、です」

「でもな、今日の夕方、仲間らしい連中とやりあったけど、俺とお前だけじゃ厳しいぞ」

「平気です」

「平気ですって、あっさり言うけどな」

　零士が言うと、エミリーがすっと近寄って来て顔を耳に寄せてくる。

「エミリー？」

「私と零士さんのハンガーを開けてあります。ですから、ガントリーで竜鱗機プラウダーを装着出来ます」

「なっ!?」

「しっ。グラント家が名門であることはご承知でしょう？」

　アメリカで代々議員を輩はい出しゆつしている、名門中の名門だ。

「数年前から、この学園に人を入れています」

「お、おいっ、それだって重要すぎる情報だろ」

「まさか。財団だって百も承知で受け入れているんです。その証しよう拠こに、いまだ枢すう密みつには誰も近づけていませんから」

「……そうなのか」

「そういうものです。ですが、ハンガーを開けておく程度のことは、造作も無いことです」

「整備科か管制科辺りに人がいるってことか」

「そこは、言わぬが花というものです」

　零士から離はなれたエミリーが、挑ちよう発はつ的な笑えみを浮うかべる。

「さ、どうしますか。ここまでお膳ぜん立だてしても、怖おじ気けづきますか？」

「少し、考えさせてくれ」

「いいでしょう。ですが、そうは待てません。あと五分です。それでも結論が出ないなら、私は一人で行きます」

　きっぱりとエミリーが言う。

　その言葉を聞きながら、零士は椅い子すの一つに座った。

　どうするべきか。

　安全な行動は弓美香に連絡することだ。

　平野が逃にげてしまう可能性もあるが、零士にもエミリーにも危難は訪おとずれない。

　しかし、それでは平野が逃げる。

　堂どう々どう巡めぐりだ。

「よし、分かった」

　三分ほど経たって零士は立ち上がった。エミリーが早さつ速そく聞いてくる。

「結論は？」

「虎こ穴けつに入いらずんば虎こ児じを得ず。って言うだろ？」

　その答えに、エミリーは満足そうに頷いたのだった。




　　　　※　　※　　※




　こっそりと寮を抜ぬけ出し、零士とエミリーはハンガーに向かった。どうせ監かん視しカメラのいずれかには映っているのだろうけど、学生が夜にこっそり寮を抜け出すこと自体はそう珍しいことでもない。明日辺り、寮長に男女の密会とでも叱しかられる程度だろう。

「げっ」

　思わず声を上げて零士は立ち止まった。

「どうしたんですか？」

「あ、いや、こっちの話だよ。先を急ごう」

　零士の答えに、エミリーは何度か首を傾げながら先に進む。

（男女の密会って……弓美香先輩、絶対に拗すねる。怒おこるぞ）

　平野の呼び出しで仕方なく。そう言って、あの人は納得してくれるだろうか。

　とても不安な零士だ。

「零士、竜鱗機プラウダーを装着したら訓練場に上がってください」

　エミリーが『Ｎｏ．１』と書かれた扉とびらの前で、止まった。

「あ、そうか」

　どうせ竜鱗機プラウダーを勝手に動かして大目玉を食らうのだ。密会云うん々ぬんなんて言われるわけがなかった。

　かなりホッとした。

「は？」

「ああ、いや、やっぱりこっちの話」

「……真ま面じ目めに動いているのですか？」

　エミリーに睨にらまれて、零士は苦く笑しようした。

　拗ねた弓美香の面めん倒どうさは、他の人には中々分からないだろう。

「ま、いいです。では、私はこちらなので」

　その先の『Ｎｏ．２』と書かれた扉に、エミリーが歩いて行く。

　零士は見慣れた扉を開け、見慣れたハンガーに入った。自動的に灯りが点く。これだけで、学園長室に呼び出しを食うレベルだ。

「最悪、謹きん慎しん──停学まではいかないよな」

　一人になると、怖じ気づいてしまう。エミリーの手前、意地を張っていたのだと分かる。

「まぁうん、平野のことだって言えば、お目こぼしもあるだろ」

　独り言で自分を励はげましでもしないと、ガントリーへと足が動かない。

「はぁ……まぁ、ここまで来て逃げ出したら、意味ないもんな」

　諦あきらめに近い気持ちで、零士はガントリーに上った。

　制服を脱ぬいで壁に掛け、黒いインナー姿になる。

　それから日本刀型のヒヒイロカネを、真下に突つき刺さした。

　ヒヒイロカネに内蔵された小型の《竜力誘ゆう導どう機き》が、零士の《竜りゆう因いん子し》から《竜力》を取り出し、ガントリーへと伝導されていく。

　と、ガントリーの中から竜の咆ほう哮こうのような駆く動どう音おんが聞こえてくる。ついで派手なモーター音が響ひびき、無数の切れ込みが開いた。十本ほどのアームが鎌かま首くびをもたげ、零士の体に装そう甲こうを装着していく。

　締しめて三十秒ほどの出来事だ。

　零士の体は、その三十秒で銀色に輝かがやく装甲に覆おおわれ、竜鱗機プラウダーとなった。

　兜かぶとのようなヘッドギア、四し肢しを覆った鎧よろい、胸部から腹部が空いていることをのぞけば、戦国武者を連想させる鎧姿、それが竜鱗機プラウダーだった。

　意識の根を装甲に、ゆっくりと生やす。

　全すべての装甲を自分の意識化、肉体とする。

　肉体となった装甲に、《竜力》が注がれていく。

「行くか」

　顔を上げた。

《竜力》が注がれた装甲に、重さは感じない。

　歩く時、筋肉一つ一つの動きを意識していないように、零士は竜鱗機プラウダーの細かい動作を意識することなく浮かせた。

　天てん井じようの出入り口は既に開いている。

「エミリーの手配か？」

　そう呟つぶやきながら、一年二年の戦せん闘とう訓練場へと舞まい上がる。

　眉び月げつが夜空に浮いていた。ライトは点ついておらず、か細い月明かりと星明かりしかない。ただ竜鱗機プラウダーの視覚調整機能のおかげで、特に苦労することもなくエミリーの居場所は分かった。

「で、平野はどこにいるんだ？」

　すぐ横に降り立ち、零士は肉声でエミリーに問いかけた。

「訓練所の西せい端たんだそうです」

「なら、急ごうぜ。竜鱗機プラウダーを勝手に使ってることは、もうバレてるだろうしさ」

「そうですね」

　頷いたエミリーが上じよう昇しようする。零士もまた、その後に続いて飛んだ。

　エミリーがわざわざ高度を取る。零士はその理由が分からずに、後を追いながら無線で聞いた。

『なあ、そんなに高く飛ぶことないんじゃないか？』

『低空だと、平野に竜鱗機プラウダーで来ていると悟さとられるかも知れません。上空から西端をチェックして、一気に平野を捕ほ縛ばくすればいいんです』

　エミリーの返答は、納なつ得とくのいくものだ。

　そのまま数分高度を上げ、西端まで移動した後に地上をチェックする。

　しかし、見当たらない。

　平野らしきどころか、人ひと影かげがない。

『どこかに隠かくれてるのか？』

『そうですね。その可能性が高いかもしれません』

　エミリーが答える。

『なら、どちらか一人が着陸するか』

『残った方が、反応を見るというわけですね』

　零士の提案を、エミリーが正しく受け取った。

『ああ。慌あわてて逃げ出しても、ここで監視していれば分かるからな』

『そうですね。であれば、私が先に降りましょう。何かあった時に、私ではすぐに援えん護ご出来ませんから』

　エミリーが、レイジキャノンを指差す。《竜力》を熱線として放つレイジキャノンは、通常遠えん距きよ離り狙そ撃げきのブルー系と、汎はん用ようのシルバー系だけに装備されている。

　この他ほかに遠距離攻こう撃げきが出来る竜鱗機プラウダーには、遠距離弾だん幕まくのイエロー系があるが、レイジキャノンではなく装備は実弾兵器だ。

『エミリーの言う通りか。分かった』

　零士が認めると、エミリーは何な故ぜか微笑ほほえみ頭を下に向けた。そして一気に下降し始める。

　その瞬しゆん間かんだ。

　零士の視界がアラート表示になり、誘ゆう導どう弾だんの飛来を知らせてくる。

「下っ!?」

　表示に従い振ふり向くと、零士達のハンガーから三発の誘導弾がエミリーに向かっている。

　エミリーも気が付き、迎げい撃げきの態勢を取った。

　長く重量のある槍やりの先せん端たんに斧ふ刃じんを二つ生やした異形の武器、それは槍鉾ハルバートだ。

　その槍鉾ハルバートの重心近くを順手と逆手で握にぎり、頭上でぐるぐると振り回し始めた。そのまま誘導弾の一つへ、頭から突っ込んでいく。まるで前世紀のプロペラ飛行機だ。

　誘導弾がエミリーの目の前で急上昇をし、槍鉾ハルバートの回転を回かい避ひしようと動いた。そこへ回転をピタリと止めた槍鉾ハルバートの穂ほ先さきが伸のび、貫つらぬいた。

　爆ばく発はつが起き、エミリーが爆ばく煙えんを斬きり裂さいて次の誘導弾へと向かう。

　下から、右から、誘導弾が迫せまる。

　エミリーが柄え尻じりを握り、腕うでを伸ばして体を右へと回転させる。下から斬り上げられた誘導弾が一瞬で真っ二つになり爆発した。

　その隙すきに、下から最後の誘導弾が迫る。

　エミリーは、その誘導弾から逃のがれるようにまっすぐ飛んだ。

　徐じよ々じよに上へと角度を変えていく。

　すぐ後ろに迫る誘導弾へ、どこかで旋せん回かいして迎撃しようというのだろう。

「その前に俺がっ」

　レイジキャノンのレンジを誘導弾へ向ける。

　意識化でロックし、放つ。

「なっ!?」

　何も出ない。

　全く作動しないのだ。

「なんでだよっ！」

　レイジキャノンの中ちゆう枢すうへ意識を這はわせる。

《竜力》を熱線へと変える《異則》が、沈ちん黙もくしている。《竜力》の伝導が完全に断たち切られていた。

「そんなっ」

　愕がく然ぜんとした零士に、聞き覚えのある男の声が届く。

『レイジキャノンの回路は、しっかり切らせてもらったよ』

『平野っ!?』

　間ま違ちがいない。平野永なが康やすの声だ。

『しかし、世の中ってものは中々目もく論ろんだ通りにはいかないものだね』

　ハンガーから、黄色に塗と装そうされた竜鱗機プラウダーが姿を現す。

　遠距離弾幕型のイエローらしく、竜鱗機プラウダーには無数のミサイルポッドや機き銃じゆうが装備されている。通常イエローが持つ重機関銃はなく、代わりに長い日本刀を手にしていた。

『俺はね、エミリーにお前を連れてくるように伝えたんだよ』

　平野が言う。

『何しろエミリーはお前に、かなりの敵てき愾がい心しんを抱いだいていたからな。それにお前を消せば、杵き築づきのチームに晴れてアイツが入れるだろう？　俺の提案に乗ると思ったが、まさか竜鱗機プラウダーを装着して出てくるとはね。予想外もいいところだ』

　ゆっくりと平野が近づいてくる。

『おかげでお前の竜鱗機プラウダーは弄いじっておいたが、エミリーのは弄ってないんだよ』

　平野永康。二年次席で、エミリー達のチームの指揮官だった男だ。線のように細い狐きつね目めで、その体全体もかなり細い。だがそれは貧ひん弱じやくだからではなく、無む駄だな贅ぜい肉にくが一いつ切さいない、体たい脂し肪ぼう率三％と極限まで鍛きたえ抜ぬかれた体だからだ。

『致ち命めい的な油断でしたね』

　最後の誘導弾を斬り裂いたエミリーが、平野を挟はさんで零士の対角線上に停止した。

『そうかい？』

『そうですとも。この私と零士の、二人が相手なのですよ。まして、零士は一度は貴方あなたを倒たおしている。悪いことは言いません。素す直なおに降こう伏ふくして下さい』

　エミリーが淡たん々たんと告げる。

『くっ、くくくくくくっ、お前達、それは本気で言っているのか？』

　額に手を当て、平野が眉月を見上げながら笑い出した。

『何がおかしいのですか！』

　エミリーが声を荒あららげた。

　零士は──じっと平野を見つめるだけだ。

　違う。

　纏まとっている雰ふん囲い気きが、この前戦った時と何か決定的に違う。

『そう言えば零士。お前には、俺の竜鱗機プラウダーの銘めいを教えていなかったな』

　平野がエミリーを無視して、零士に語りかけた。

『銘……』

『そうとも。専用にカスタマイズされた竜鱗機プラウダーだけが、持つことを許される名前──それが、銘だ。杵築の《碧雷》がそうであるようにな』

　平野が長い長い日本刀の切っ先を、ゆっくりと零士に向ける。

『俺の竜鱗機プラウダーの銘は《金きん麟りん》だ』

　零士の前で、空を日本刀で薙なぎ払はらう。

『前回と違って、今夜はコイツを持ってきているからな。光栄に思えよ。模も擬ぎ戦でもコイツを振るったのは、杵築と戦った時だけなんだ』

『何を馬ば鹿かな。長距離弾幕型の貴方が、刀を持った所でたかが知れている。接近戦は、近接戦闘型の私どころか、汎用型の零士にも劣おとるはず。前衛のいない後衛に、何が出来る！』

　叫さけぶやいなや、エミリーが突つっ込んだ。

　その突とつ撃げきをまるで後ろに目があるかのように、平野が振り返ることなく易やす々やすと避よける。

　さらに、すれ違いざまにエミリーへ斬ざん撃げきを浴びせた。

『きゃぁぁっ!?』

　肩かた装そう甲こうの一部がざっくりと切り取られる。

『平気かっ』

　エミリーを庇かばおうと前に出た瞬間、平野が零士に向かって誘導弾を一気に放つ。

『ちぃっ！』

　レイジキャノンによる迎撃が出来ない以上、刀に頼たよるしかない。

　四方八方から迫る誘導弾をたたき落とすべく、零士はまず上じよう昇しようした。まず頭上から迫る誘導弾を迎撃するのだ。

　そこに──。

『俺を忘れるなよ！』

　平野自身が突っ込んでくる。長い長い日本刀を、零士の間合いの外から浴びせた。

『なっ!?』

　慌てて後退した瞬間、頭上の誘導弾が間近に迫る。

『しまった！』

　爆発する。

　が、着弾はしていない。

『平気ですか、零士』

　エミリーだ。その槍鉾ハルバートが間かん一いつ髪ぱつ、誘導弾を貫いたのだ。

『ほっとするのはまだ早いようですよ』

　言うやいなやエミリーが飛び、残り四発の誘導弾を迎撃していく。

　追撃対象が零士なせいか、次々と撃うち落とした。

　その様子を、何故か平野は悠ゆう然ぜんと見つめるだけだった。そしておもむろに拍はく手しゆした。

『やるじゃないか、エミリー。俺が謹きん慎しんになった一週間前から比べると、格段の進歩だ。いやいや、指揮官として嬉うれしい限りだよ』

『ふざけないで下さいっ、この裏切りもの！』

　エミリーが、憎にくしみを籠こめて叫ぶ。

『おや、嫌きらわれたもんだね』

『当たり前ですっ。貴方のせいで、私達のチームがどれだけ苦労をしているか！』

　平野が謹慎させられたおかげで、エミリー達のチームの指揮官は現在いない。おかげで、チーム戦せん闘とうの練習が出来ない。それだけではなく、指揮官が卑ひ怯きような行動で謹慎させられたチームとして、一部の心ない生徒から白眼視されているのだ。

『それは悪かったね。でもね、エミリー。俺はちゃんと目的を持って、お前達を選んだんだよ？』

『目的？』

『そうさ。優ゆう秀しゆうな人材を、俺の手でしっかりと教育するっていうね』

　その言葉は、とても竜りゆう槍そう師団の人間とは思えないものだ。

　エミリーもまた不信な目で、平野を見ている。

『疑うのかい？　俺はちゃんとお前達を教育するつもりだったさ。そうとも、使い物にならないクズとして教育するつもりだったさ。もっとも、素質の方もクズだったらしいけどね』

『平野ぉぉぉぉっ！』

　エミリーが槍鉾ハルバートを強く握り、構える。その様子がまるで激げつ昂こうするレティシアのようで、零士はついつい苦く笑しようしてしまった。

『落ち着け、エミリー。あいつの思うつぼだぞ』

『ですがっ、ですが……』

『いいか、エミリー。俺のレイジキャノンは使えない状じよう況きようなんだ。だから近接戦闘を行うしかない』

『なら、間合いが広い私がまずいきます。零士は、私の攻こう撃げきと同時に飛び込んで下さい』

『分かった。エミリー、急造のコンビだけど……頼たのむぞ』

『私は、意外にしっくり来ています』

『え？』

　聞き返そうとした時にはもう、エミリーが平野に向けて突っ込んでいる。

　その背中を零士も追う。

『精々、頑がん張ばってみるんだな！』

　平野が嘲ちよう笑しようと共に、誘ゆう導どう弾だんを放つ。

　エミリーに三発、零士に五発のロックがかかっている。

　柄尻を握にぎったエミリーが、右みぎ腕うで一本で槍鉾ハルバートを嵐あらしのように振ふり回し、迎げい撃げきした。

　零士に向かう誘導弾まで巻き込まれ、爆ばく煙えんを抜け出てきたのは二発のみだ。

『ちぃっ！』

　目の前に迫せまった一発を、一いつ閃せんする。

　その場で直角に急上昇し、上空からせまった五発目をすれ違いざまに斬きり捨てた、その時だ。

　弾頭が零士の足をかすめた。さらに途と切ぎれることなく、弾頭が飛来する。

『なっ……機銃か！』

　射線から逃にげながら、零士は平野の姿を確かく認にんした。

　左腕に装備された機銃の銃口が、零士を追うように動き、空中で射線が蛇だ行こうする。

『くそっ、完全に分断されたか』

　射線から逃げなくてはならないせいで、エミリーとの距きよ離りがどんどん離はなれてしまう。もう、予定通りの攻撃は無理だ。

　そんな零士の状況を把は握あくしているはずのエミリーが、単独で平野に襲おそい掛かかった。

『近接戦闘で、負けるわけがない！』

『一年のくせに、何を思い上がってんだよっ。このクズが！』

『私達はクズじゃなぁぁぁぁぁい！』

　エミリーが両手でしっかりと握った槍鉾ハルバートで、平野を突く。

　うなりを上げて来らい襲しゆうする穂ほ先さきを、平野が半身になって避ける。エミリーが自ら回転して、槍鉾ハルバートを強ごう引いんに横に払う。

『槍鉾ハルバートに斧ふ刃じんがあるのを忘れたのですか！』

　斧刃が平野の腹に迫ろうとした。

　動かなくなる。

　平野の右手がしっかりと柄を握っていた。

　そのまま柄を引く。

『キャァッ！』

　突くために前方へ体が泳いでいたエミリーが、簡単にバランスを崩くずしてしまう。そのまま体が投げ出される。

　その腹を、平野の日本刀が薙ないだ。

　悲鳴は上がらない。ただ握っていた槍鉾ハルバートが手から離れ、地面へと落ちていく。

　そして。ふらふらとゆっくりエミリーもまた落下し始めた。

『エミリー！』

　零士が近づこうとすると、その先に銃じゆう撃げきが浴びせられる。

『おいおい、俺から逃げないで欲しいね。何のために、こんな危ない真ま似ねをしているか分からなくなる』

『くっ』

『なぁにエミリーなら生きてるよ。俺の斬撃を、あいつめ、咄とつ嗟さに槍鉾ハルバートを放して両手でガードしやがった。ま、衝しよう撃げきそのものは通ったから痛みでまともに動けてないけどね』

　確かに自由落下ではなく、ゆっくりゆっくりとした落下だ。

『それよりもだ。さあ、俺と戦え叶かのう零士。お前のおかげで、俺の計画は全すべて水すい泡ほうに帰したんだ。そのお礼だけは、たっぷりとやらないと俺の気が済まないのさ』

　平野が嬉しそうにペロリと唇くちびるを舐なめる。

『永康ぅ。この坊ぼうやはアタイの獲え物ものだって言わなかったかしら？』

　いきなり、もう一人が通信に割り込んできた。

　しかもこのハスキー声は、間ま違ちがいなく夕方に零士達を襲った女のものだ。

『いくらセーブルのお願いでも、こればっかりは聞けないね』

『セーブル？』

『はぁい、初めまして。脇わき坂さかセーブルでぇす』

　セーブルと名乗った女が、零士の後ろを取る。

　チラリと振り返った先には、零士や平野の竜鱗機プラウダーよりも大きく、丸みを帯びた機体。

『二八式……違う、改造した竜鱗機プラウダーか』

　二八式。《竜りゆう》の飛来を予測したクシナダ機関が最初に開発し、《屠と竜りゆう戦せん争そう》の主力となった竜鱗機プラウダーだ。そして今もなお、ベイオウルフや竜槍師団では主力として運用されている竜鱗機プラウダーでもある。

『ベイオウルフってわけないよな、お姉さん』

　零士の呟つぶやきに、セーブルがけたたましく笑う。

『キャハハハハハハハハ、そんなわけないじゃなーい。竜槍師団最強の戦士、竜槍七なな本ほん槍やりが一人のアタイに向かって、ばっかなこと言う坊やねぇ！』

『七本槍っ！　片かた桐ぎり烈れつ波ぱの仲間か』

『仲間？　そーねぇ、永康なら烈波ちゃんの仲間でもいいかなぁ』

『……悪かったな』

　セーブルの言葉に、平野が不ふ機き嫌げんそうに答える。

　零士はセーブルに意識を置きつつ、平野を睨にらんだ。

『どういうことだよ、先せん輩ぱい』

『こういう時に先輩か。つくづくイヤミなヤツだな。でも、まぁいいだろう。俺もまた、七本槍なんだよ』

『なっ』

『そして、七本槍の中では、片桐と同じく実力が下ってわけだ』

『そーいうわけぇ。永康が七本目で、烈波ちゃんが六本目、アタイが五本目よ。そもそも永康に、竜鱗機プラウダーの乗り方、剣けんの使い方を教えたのはアタイだしねぇ。あ、男の剣の使い方もね♡』

『セーブルっ、余計はことを言ってる時間はないだろ！』

　平野が、顔を赤くして怒ど鳴なった。そんな平野の様子に、セーブルがニタァと唇を歪ゆがめる。

『平気よ。何しろ、今日はここで自主的な夜間訓練が行われているのよ。アタイが偽ぎ造ぞう書類で申しん請せいしておいたからねぇ。その証しよう拠こに、管制室に管制科の生徒が居たもの』

　おかしい。管制科の生徒が居たのならば、もうとっくにこの戦闘に、平野がいることに気が付いているはずだ。

『もしかしてっ！』

　一つのことを思い出し、零士は思いっきり振り返った。

『ぴんぽーん。さっきみんな殺しちゃった』

　平然と、何の罪悪感もない顔でセーブルが言い放つ。

『こ、この……』

『なかなかの敵意だけど、お姉さんが叩たたき潰つぶしたいのは、あの殺意なのよ！』

　いきなりセーブルが動く。

　華か美びな装そう飾しよくが施ほどこされたサーベルを手にして、猛もう然ぜんと突つっ込んでくる。

『くそっ』

　今ここで振り返れば、間違いなく平野の砲ほう撃げきを浴びる。

　かといって振り返らずに斬ざん撃げきを避よけるなんて芸当は、出来ない。

　迷った零士の下方から、竜鱗機プラウダーが猛然と突っ込んで来た。

『なんだっ!?』

　平野が下を向いた。その隙すきに、零士は斬りかかった。

　背中は、もう気にならない。

『ちぃっ！』

　懐ふところに飛び込んできた零士に、平野が下から斬り上げる。

　零士は斜ななめ上に飛び上がり、その肩かたを斬った。

　爆ばく発はつが起きる。

『ぐああぁっ』

　ミサイルポッドが一つ、派手に吹ふき飛んだ。

『弾はじかれたっ!?』

　刃はが、装そう甲こうに弾かれた感かん触しよくが確かにあった。

　零士の頭の中では、確かに肩全体を斬り裂さいていたはずだ。なのに、零士のヒヒイロカネは肩に装備されたミサイルポッドしか斬り裂くことが出来なかった。

『なら、もう一度っ。今度こそ！』

『零士くん、慎しん重ちようにっ。平野を甘く見ない！』

　喊かん声せいを上げた零士に、叱しつ咤たが飛んだ。

　弓美香だ。セーブルと刃を合わせている。

『アンタが噂うわさの《碧雷》ってわけね！』

　いったん間合いを取ったセーブルが、長い舌を唇に這はわせた。

『ええ。初めまして、おばさん』

『なっ、なんですってぇぇぇっ！』

　弓美香の挑ちよう発はつに簡単に乗ったセーブルが、サーベルを振り上げて襲い掛かる。

　そのサーベルを右横に避け、弓美香が突きを放った。

『ちぃっ！』

　セーブルの竜鱗機プラウダーの肩かた装そう甲こうが、一部削けずられる。

　肩をチラリと見て、セーブルが再び間合いを取った。

『危ない危ない。狙そ撃げき型だと聞いていたけど、さすがは天才杵築弓美香ってわけね。アタイが育てた永康を袖そでにするわけだ。まともにやれば、アタイも苦戦は必至ってところかしらね。素す直なおに感心したよ、お嬢じようちゃん』

『どう致いたしまして』

　刀を構えたまま、弓美香がニコリと微笑ほほえんだ。

『でも、レイジキャノンが使えないんじゃ、キャハッ、アンタに勝ち目はないよ！』

　セーブルが一気に上じよう昇しようする。

　弓美香もまた上昇する。だが、徐じよ々じよに距離が広がっていく。

　弓美香が、《碧雷》が、追いつけない。

『ふふ、杵築のレイジキャノンも封ふう印いんしておいて正解だよ。セーブルの高速攻こう撃げきは、上位の連中だって一目置いているんだからな』

　平野が、上空に目を走らせる。

　零士もまた、上空の様子は理解していた。だからこそ、歯ぎしりと共に平野を睨んだ。

『卑ひ怯きようだぞ……』

『卑怯？　戦場に卑怯もなにもないんだよ。戦う前に勝敗を決する。それが戦場の鉄則だ』

　平野が、長い長い日本刀を構え直す。

『さてと、そろそろ前回の借りを返させてもらおうか。もちろん、その命でな』

　ペロリと、セーブルと同じ様に平野が唇を舐めた。




　　　　※　　※　　※




『エミリーさん、聞こえる？』

　朦もう朧ろうとしていたエミリーの鼓こ膜まくを、いきなり弓美香の声が叩く。

　その声は、怒鳴っているわけでもないのに、強く強くエミリーの精神をも叩いた。

　おかげで靄もやが晴れ、意識がはっきりとしてくる。

『ゆ……弓美香先せん輩ぱいですね』

『ええ、そうよ。お願いがあるの』

『お願い？』

『ええ、もう一度飛んで、そして戦ってもらえるかしら』

　お願いなどとバカらしい、当たり前すぎる内容だ。

『先輩、私を馬ば鹿かにしているのですか』

『違うの。続きを聞いて』

『は、はい……』

『詳くわしい説明は省くけど、このままでは私達は負けるわ。貴方あなたに救きゆう援えんに行ってもらうことも考えたけど、嫌いやな気配があるの』

『嫌な気配？』

『そうよ。ここで戦う。そのルールから外れたら、何か恐おそろしいことが起きるような、そんな気配よ』

『それを信じろと？』

『ええ。学園最高の司令官の一人、五ご鱗りんとして命じます』

　五鱗。学園でもっとも戦せん闘とう力りよくがある五人だ。平時には生徒自治を執とり行い、有事には生徒達を指揮する司令官となる。

　その五鱗の権限で命令された以上、一生徒に拒きよ否ひは出来ない。

『分かりました。で、私は何をすれば？』

『一いつ旦たん、私と零士くんは離り脱だつします。その間、三分でいいわ。平野とセーブルを、抑おさえてちょうだい』

『なっ……』

　驚おどろきと共にエミリーは空を見上げた。

　平野の攻撃の前に、零士は防戦──いや、逃にげ回っている。弓美香もまた、蜂はちのように飛び回るセーブルに苦く慮りよしていた。攻撃こそ、全すべて躱かわしているようだが、時間の問題に見えてしまう。

　そんな二人の敵を相手に、一人で戦えというのだ。

『そうだっ。管制に救助をっ』

『無む駄だよ、エミリーさん。もう私が何度もしているけど、繋つながらないわ。たぶん宿直さんは殺されて、システムも何かされたのね』

　弓美香が淡たん々たんと告げる。

『そんな……し、しかし、私が仮に三分間足止めしたとして、何がどう変わるのですか』

『零士くんの力を、解放するわ』

『え？』

『時間が無いわ。いい、もうすぐ私と零士くんが近づくわ。五メートルになった時、貴方が前に飛び出て。いいわね』

　有う無むを言わせぬ響ひびきだった。エミリーもまたグラント家の跡あと取とりとして、生まれながらに他人を指揮し、命ずる立場にいた。そんなエミリーをして、逆らえない。そんな迫はく力りよくが、弓美香にはあるのだ。

『分かりました。零士が、零士がどうにかしてくれるんですね』

『ええ、そうよ。零士くんが、私達を助けてくれるわ』

『なら……やりますっ。私も、零士は信じていますから！』

　エミリーは離り陸りくした。視界の先では、今にも零士が撃げき墜ついされようとしている。

　それなのに信じている。

　何な故ぜなのかが、エミリー自身にもよく分からなかった。




　　　　※　　※　　※




『はっ、はははははははっ、そうだよなっ。叶零士っ、お前の実力はやっぱりその程度だよなっ。あの時が、何かのまぐれだったってわけだ！』

　零士の左足に、誘ゆう導どう弾だんが着弾し炸さく裂れつした。

　同時に、飛び込んできた平野の切っ先が肩を斬きる。装甲に刃が立ったところで、なんとか刀で弾いた。

　既すでに数発誘導弾の直撃を受けており、装甲の各所がズタボロだ。

　ただ、弾頭がクシナダ財団の最さい新しん鋭えい二十七式誘導弾ではなく、《屠竜戦争》時代のモノであったため、まだ致ち命めい傷しようにはなっていない。

　もっとも、このままだとそれも時間の問題ではあった。

「くそっ、出力が……全然上がらないっ」

　よろよろと距きよ離りを取りながら、零士は呻うめいた。

　頭の中では躱しているのだ。

　そう確信するのに、体が──竜鱗機プラウダーが反応しない。《竜力》が思うように上がらず、まるで重しを課せられながら戦っているようだ。

　その証しよう拠こに、今も《竜力誘導機》の出力が三四％までしか上がっていない。

『ははははははっ、どうだっ、しょせんお前なんて、この平野永康の敵じゃないんだよ！』

　平野が嬉うれしそうに笑う。

『零士くんっ、落下して！』

　いきなり弓美香の通信が飛び込んできた。

　そして零士は、弓美香の命令には反射的に従ってしまう。

　重力制せい御ぎよの《異則》への《竜力》伝達をオフにする。

　竜鱗機プラウダーが地球の重力に支配され、一気に落下し始めた。

　冷静に考えたら、とんでもない命令だ。そう思っても、後の祭りだ。

『逃がすと思うか！』

　平野が追ってくる。

　その斜め後ろ、いやもう前にはセーブルが来た。

　二人が、急に停止した。

　エミリーだ。エミリーの赤い竜鱗機プラウダーが、零士に背を向けて二人の前で槍鉾ハルバートを構える。

『なっ、エミリー！』

『零士、弓美香先輩に従いなさい』

　エミリーが言い切った。入れ替かわるように、弓美香の通信が入る。

『そうよ、零士くん。いい、今から貴方の封印を限定解除します』

『封印、限定解除？』

『とにかく、まずは着陸して』

『うわぁぁぁぁっ!?』

　気が付けば、地面まで数メートルに迫せまっていた。

　慌あわてて重力制御に《竜力》を伝達し、辛かろうじて着陸に成功する。

　もうもうとした土つち煙けむりが上がる。弓美香が、土煙を気にする素そ振ぶりなく近づいて来た。

「零士くん、戸と惑まどうのも分かるけど時間が無いの。私の言う通りにして」

「は、はい」

　頷うなずいた零士に、弓美香が微笑んで口を開いた。

「叶零士。クシナダの姫ひめたる杵築弓美香の騎き士しになることを誓ちかいますか？」

「はい」

　突とつ然ぜんの事態に、理解は全く追いつかないが、このことは迷い無く答えられる。

「人間として騎士として、私のために力を振ふるうと誓うのなら、キスをなさい」

「はぁっ!?」

　思わず弓美香の顔を、唇くちびるを見てしまう。

「違ちがうわよ。こっち」

　少し赤い顔で弓美香が苦く笑しようし、竜鱗機プラウダーの装そう甲こうに覆おおわれた右手を差し出した。

　これは、装甲のどこか、いや差し出された手甲部分にキスをしろということなのだろうか。だとすれば、色気も何もない気がする……。

　そう思っていた矢先、《碧雷》の手甲の真ん中に光る線が浮うかび、そこを中心に左右に割れていく。

　弓美香の白く透すき通る、手の甲がインナーすらなく露あらわになった。

　手の甲に光の輪が浮かび、零士には見たことのない文字が浮かんでいる。

「叶零士。私の騎士。私を護まもる力が欲ほしいのならば、キスをなさい」

　言われるがまま、零士はその場に片かた膝ひざをついてしゃがみ、弓美香の手を取った。

「分かりました」

　ゆっくりと唇を手の甲に近づける。

　不思議と、いやらしい気持ちは湧わかない。むしろ厳おごそかな喜びがそこにはあった。
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　唇を光の輪に重ねる。

　グルオォォォォォォォォオォォオオオォオォォォォォォォオォォォォォッッッッッッ！

　体？　いや、魂たましいの中で《竜りゆう》が咆ほう哮こうする。

《竜力誘導機》がフル回転し始めた。

　──出力八〇％。

　──出力八三％

　──出力八七％

　零士の視界に、竜鱗機プラウダーからの情報が投とう影えいされる。

　その数字はさらに上がり、九七％で止まった。

　体が、軽い。

　今なら分かる。

　零士の中に鎖くさりで雁がん字じ搦がらめにされていた《竜因子》が、あった。

　その《竜因子》を捕とらえていた鎖が、緩ゆるんだ。

　零士の魂を圧あつ倒とうする、呑のみ込むほどに強い強い《竜因子》だ。まるで自分が《竜因子》そのものになっていくような錯さつ覚かくすら憶おぼえる。

　しかし、ただ緩んだだけだ。

　鎖は、まだしっかりと《竜因子》に巻き付いている。

《竜因子》が、いや、零士自身が鎖を引きちぎりたいと、自由になりたいと渇かつ望ぼうする。

「叶零士。その鎖こそが、杵築弓美香の騎士の証あかしであると知れ」

　凜りんとした声が、零士に突き刺ささった。

　顔を上げる。

　目と目が合った瞬しゆん間かん、弓美香が微笑ほほえんだ。

「零士くん、貴方あなたには人間で居て欲しいの。その鎖は、私の願いよ。だから、受け入れて。お願い」

「はい」

　迷い無く零士は答えた。

《竜》が悔くやしげに咆哮する。零士は《竜因子》に課せられた鎖を自覚した。

　もう引きちぎりたいとは思わない。ただ力を得ればいいのではない。弓美香を護れる力があればいい。弓美香が望む自分のまま力を得れば良い。

　それこそが、零士が望む強さなのだ。

　そうとも。この鎖には弓美香の、自分への思いが籠こめられている。そう思うと、この鎖がとても愛いとおしく感じられる。

「もう平気ね、零士くん。ならお願い、戦って。貴方の封ふう印いんを解除している間、私は戦えないの。お願い」

「もちろんですよ、弓美香先せん輩ぱい」

　零士は一度、弓美香に微笑んでから、顔を上げた。

　エミリーが、セーブルにいたぶられている。エミリーの竜鱗機プラウダーは、装甲が各所で剥はがれ、インナーを露ろ出しゆつさせてしまっていた。それでも、槍鉾ハルバートを握にぎり構えている。

　その必死さが、セーブルのサディストの面を刺し激げきしたらしい。

　エミリーをいたぶって、完全に遊んでいるのだ。

　だが、それが油断。

「行きます！」

　飛んだ。

　軽い。体が、竜鱗機プラウダーが軽い。

　セーブルのサーベルを弾はじき、平野の誘導弾を斬り裂さく。

　ものの数秒で、零士はエミリーの前に到とう達たつしたのだ。

『叶零士っ、貴様何をしたんだ！』

　次々と誘導弾を落とされた平野が叫さけぶ。

　零士はその叫びを無視して、背後にいるエミリーへ通信した。

『エミリー、助かったよ。ありがとう』

『零士……ですよね？』

　信じられないといった風の口調で、エミリーが確かく認にんしてきた。

『ああ、正真正しよう銘めい叶零士だよ』

『でも、さっきまでとは全く違っていて……。いえ、そう、片桐烈波と戦った時も、確かこんな感じでしたね』

『勘かんが良いね。まぁでも、詳くわしい話は後だ。まずは、この二人を──捕ほ縛ばくする！』

　零士はヒヒイロカネの日本刀を構え直し、前へ出た。

　セーブルが、サーベルをじっと見つめている。

『セーブルっ、危ない！』

　平野が左手を零士に向けて、機き銃じゆうを放つ。

　その射線をくぐり抜ぬけ、零士は一気にセーブルとの間合いを詰つめる。

『…………そう、これ、これなのね』

　セーブルが、わざわざ通信を繋つなぎながら呟つぶやき、顔を零士に向けた。

『坊ぼうや、これが烈波ちゃんを倒たおした力、あの方が試ためせと命じた力なのねっ！』

　零士の斬ざん撃げきを、傾かたむけたサーベルで斜ななめ下へと流す。

『ぐっ、ぐぅぅぅぅぅぅぅっ！』

　斬撃の圧力を流しきれずに、セーブルが下へと弾かれ、踏ふん張るように止まった。

『永康っ。手伝いなさいっ』

『分かった！』

　平野が《金麟》の右みぎ腕うでの、ミサイルポッドを零士へ向ける。

『六連全部、お見み舞まいしてやるよ！』

　六発の誘ゆう導どう弾だんが、次々に発射された。全てが零士へと向かう。

『こっちもだ！』

　左腕からも六発が発射される。

　誘導弾は円形に広がり、十二時全すべての方向から零士へと襲おそい掛かかった。

『零士、今行きます！』

　満まん身しん創そう痍いの竜鱗機プラウダーで、エミリーが叫ぶ。

『いや、エミリーは弓美香先輩の所に行ってくれ。随ずい分ぶんとダメージ負ってるみたいだしね』

『ですが、零士の竜鱗機プラウダーだって』

『いや、なんとかなる！』

　言い捨てて、零士は前方のセーブルへ突とつ進しんする。

『いいよっ、来なっ。永康、背中を打ち抜いてやりなぁっ！』

　セーブルが舌なめずりをした。その眼前で、零士は直角に上じよう昇しようした。

　零士を追って、円形に広がった誘導弾群もまた上昇する。

『なっ。アタイを無視する気！』

　セーブルが誘導弾群に混じって、零士を追う。

『逃にげようったって、そうはいかないんだからねっ。このアタイのスピードを、甘くみるな！』

　セーブルが速度を上げる。

　しかし、追いつかない。

『馬ば鹿かなっ、こんなことって』

　セーブルが呻うめく。

　零士はそんなセーブルを置いて、飛んだ。

　平野の射しや撃げきを縫ぬうように躱かわしながら、一気に半転する。そのまま落下し、ばらけて追う誘導弾を一個ずつ斬きり裂く。

　爆ばく煙えんが上がる時にはもう、零士は次の誘導弾を斬り捨てる。

『平野っ、なにしてるのよぉっ』

　セーブルがサーベルを握り、零士へと向かう。

『俺の想定が、早過ぎて全部後手にっ』

『言い訳はいいっ。とにかく援えん護ごしろっ、この早そう漏ろう野や郎ろう！』

　怒ど鳴なる。

『ぐっ……了りよう解かい！』

　絞しぼり出したような声で、平野が答えた。

『行くよっ、坊や！』

　セーブルが、しゃがれた声を張り上げる。

　零士は最後の誘導弾を斬り捨て、止まることなく接近してくるセーブルへ飛んだ。

『はぁぁぁぁぁぁっ！』

　セーブルが気を発する。

　零士もまた気合いと共に咆ほえた。

『ウオォォォォォォ！』

　馳はせ違ちがう。

　セーブルの肩かたを装そう甲こうごと斬った。

　錐きり揉もみしながらセーブルが落下し、四十メートルほどで体勢をなんとか整える。

　が、整えた時には、もう零士は間合いに入れていた。

　上段からヒヒイロカネの日本刀を振ふり下ろし──数メートル零士は下がった。

　その前を、平野の機銃の射線が通る。

『永康、礼を言うよ。くそっ、なんなのよ、この力っ。まるで、まるであの方みたいじゃないのぉっ！』

　右肩を押さえながら、セーブルが金切り声を上げた。

　装甲が半分になり露あらわになった肩には、血が流れている。装甲を斬り裂き、肉にまで刃はが届いていた。

　零士は、何度かゆっくりと深呼吸をした。

　殺そうと思ってはいけない。

　人として、人のまま、弓美香を護まもる騎き士しになる。それが、零士の、そして弓美香の願いだ。

『セーブルと言ったよな。大人しく諦あきらめて──』




　　　　※　　※　　※




「弓美香先輩っ!?」

　エミリーの目の前で、弓美香が膝ひざをついた。

　そのまま、潰つぶれるように地面に突っ伏ぷす。

「くっ、あっ、はぁっ、はぁっ、も、もう少し……ゔ、あっ」

　弓美香がもがく。

　エミリーには、まるで竜鱗機プラウダーが重くて動けないように見える。

　そんな馬鹿な。エミリーは、自分の感想を頭から振り払はらった。

　竜鱗機プラウダーを重く感じるわけがないのだ。

《竜力》がある限り、装甲の重量は紙切れ程度と化す。なにより、《竜力》を注がれた竜鱗機プラウダーは自分の肉体と同じなのだ。自分の体が重くて動けないなんて馬鹿なことが、あるだろうか。

「とにかくですっ」

　エミリーは弓美香の体を抱だき起こし、息を呑のんだ。

　重い。

　竜鱗機プラウダーを装着しているおかげで、問題なく抱きかかえられるが、とても人間の重量とは思えないほどに重い。

「まさか、弓美香先せん輩ぱいほどの人の《竜力》が尽つきている……？」

　驚おどろきと共に、エミリーは弓美香の顔をのぞき込んだ。

　青い顔で、ゼイゼイと荒あらい息をしている。

「弓美香先輩？」

　呼びかけても、返事はない。

　意識が完全に途と絶だえてしまっていた。

「なぜ、どうして……」




　　　　※　　※　　※




『何が起きたんだっ!?』

　零士は思わず叫さけんでしまった。

《竜力誘ゆう導どう機き》の出力がみるみる落ちていく。そして瞬またたく間に、出力三二％になって安定した。

　弓美香に封ふう印いんを解除してもらう前と同じレベルだ。

　何より、零士は感じていた。

　今まで《竜力誘導機》の限界近くまで《竜力》を生み出していた《竜因子》。その《竜因子》に絡からんでいた鎖くさりが、再び強く締しめ上げていることを。零士の《竜因子》を雁がん字じ搦がらめにしてしまっていることをだ。

『…………？』

　セーブルが、探さぐるように零士を見つめる。

　それはそうだろう。

　今の今まで、自分に降こう伏ふくを告げていた相手が、急に驚き戸と惑まどいだしたのだ。

　しかも──。

『どういうことかしらね、迫はく力りよくを、さっきまでのあの強い迫力を、坊ぼうやから今は感じないのだけど』

『言われてみれば、そうかも知れないな』

　セーブルの呟つぶやきに、平野も同調する。

『坊やの事情はよく分からないけど、これだけは確かみたいねぇ』

　セーブルが長い舌を出し、唇くちびる全体を舐なめる。

『どういうことだよ』

『永康、アンタってホントに鈍にぶいわねぇ。今度は、こっちのチャンスってことよ！』

　セーブルがサーベルを振り上げて、一気に間合いを詰つめる。

　やや遅おくれて、平野が誘導弾を放った。

『……し、しまったっ』

　突とつ然ぜんの事態に茫ぼう然ぜん自失していた零士が、慌あわてて対応しようとする。

『坊やっ、遅おそいわよ！』

　構えようとして力が入っていない日本刀を、セーブルが上へと弾はじく。

　零士の両りよう腕うでが、まるで万ばん歳ざいでもしているかのように上がってしまう。セーブルが手首を返した。サーベルが止まることなく、零士の肩かた口ぐちへと吸い込まれる。

　殺されるっ。

　そう思った。

　サーベルが、止まっていた。

　刃だ。零士の背後から伸のびた青せい龍りゆう偃えん月げつ刀とうの刃が、サーベルの刃をしっかりと受け止めている。

『ったくよぉ。なにしてくれんのよ』

　聞き慣れた、生まれた時から聞き続けてきた声がした。

　いや、そんなはずはない。

　今ここにその人がいるわけがない。

『おっと！』

　サーベルを弾き、青龍偃月刀を目にも留まらぬ速さで、振った。

　爆ばく発はつが三回起きる。平野が放った誘導弾だんが、全すべて撃げき墜ついされたのだ。その爆音が残る中、その人が背後から声を掛かけた。

『零士、久しぶりね。ちょいと、竜鱗機プラウダーのカスタマイズに時間が掛かっちゃってね』

　振り向こうとした瞬しゆん間かん、肩を掴つかまれて斜ななめ後ろへと無理矢理引っ張られる。

　同時に声の主が前へ出た。

　すれ違ちがいざまに顔が見えた。

　片方の八や重え歯ばを見せて、ニッと笑う。

　見間違うわけがない。その顔は、両親が戦死した後、零士の親代わりとなって育ててくれた姉──叶紗さ英えの顔なのだから。

　ほとんど化け粧しようをしていないのに、十分に観賞に堪たえる整った顔だ。勝ち気というより、やや粗そ暴ぼうなために「お前の姉貴ってレディース？」と、よく聞かれたものだ。
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『さてと、たっぷりと落とし前つけさせてもらいましょうか。この私の弟に傷を付けたね！』

　紗英が首を左右に傾かたむけて、ゴキゴキと骨を鳴らす。そのせいで、後頭部の高い位置で結ゆったポニーテールが、零士の前で大きく揺ゆれた。

『誰だれだか知らないけど、どこかで見た顔よねぇ』

　セーブルの言葉に、紗英が苦く笑しようする。

『そうだね。アンタらの天敵ってところ──さ！』

　紗英が青龍偃月刀を苦も無く回転させた。

『赤い竜鱗機プラウダーってことは、このアタイと同じ近接戦せん闘とう系ってことよね。キャハハハハ、いいよっ、竜りゆう槍そう師団七本槍が五槍、脇坂セーブルが相手してやんよっ。後こう悔かいしなぁぁぁっ』

　セーブルが上じよう昇しようし、下降し、旋せん回かいする。

　紗英の周囲を、まるで蜂はちのように素す早ばやく移動し続ける。

『キャハハハハ、アタイの高速移動攻こう撃げき、見切れるもんなら見切ってみなよ！』

　今の零士の目では追いきれない。

　紗英は──青龍偃月刀を何な故ぜか手にしたまま、腕うでを組んでしまう。

『キャハハハ、なんだよっ、もう諦めちゃったわけっ！』

　セーブルが、頭上から突っ込んだ。

　その体が弾はじけ飛ぶ。

　綺き麗れいな後ろ回し蹴げりが、セーブルの脊せき髄ずいにヒットしたのだ。

『ぐふぅぅぅっ!?』

『確かに、なかなかの速さだけどねぇ。《竜りゆう》に比べたら、欠伸あくびが出るほどスローだよ』

　腕を組んだまま、紗英が見下ろす。

『こ、こんのぉぉぉぉっ！』

　ぶち切れたセーブルが、そのまままっすぐ突っ込んだ。

　紗英の竜鱗機プラウダーがフッと落ちる。いや、回転した。

『なっ──ゲフッ！』

　両りよう膝ひざがセーブルの腹部に叩たたき込まれた。

『零士、見たか。上下左右。竜鱗機プラウダーの戦闘は上下左右、三百六十度全部使えばいいってもんじゃない。加速減速を自由自在に操あやつれるようになれば、動と静が重要になってくるってもんさ』

　そう伝えながら、紗英の動きは止まらない。

　蹴り上げ、上に回って今度は蹴り落とす。

　まるでボールか何かのように、セーブルの機体が宙を舞まう。

『嘘うそだっ。アタイがっ、このアタイがっ、ぐふっ、手も足も出ないだなんてぇっ！』

　セーブルが悲鳴に近い声を上げ、必死に上昇した。なんとか間合いを取ろうとする。しかし、瞬時に紗英はセーブルを追い越こし、眉び月げつを背に睨にらんだ。

『当たり前さっ。こちとら《竜》を狩かり、簒さん奪だつしてんだっ。てめぇとは格が違うんだよ！』

『ひぃっ！』

　セーブルを地面に向かって蹴る。

　既すでに気絶しているのか、セーブルは無反応のまま地面に叩きつけられた。もうもうと土つち煙けむりが上がる。

『この叶紗英に勝ちたいなら、真しん一いち郎ろうの馬ば鹿かでも連れてくるんだね』

　土煙を見下ろす。

『さてと、零士を虐いじめた仕返しはこの程度にして、そろそろ取っ捕つかまえるか』

　獰どう猛もうに笑うと紗英は下降を始め、急に角度を変えた。

　組んだ腕を初めて解き、青龍偃月刀を構える。

『いい狙ねらいじゃねぇか！』

　咆ほえる。

　そこに無数の誘導弾が叩き込まれていく。紗英はそれを全て迎げい撃げきし、斬きり捨てる。

　その後ろに、横たわる弓美香がいるのだ。ボロボロになった竜鱗機プラウダー──エミリーも、地上から見上げている。

『平野か！』

　零士は平野を捜さがした。

『零士っ、無む駄だだよっ。アイツなら土煙の中に入ってった。アンタは、弓美香ちゃんの所に行って、万が一、私が迎撃し損そこねた誘導弾を叩くんだ！』

『紗英姉っ、分かった』

　言葉に従い、零士はすぐに弓美香のもとへ向かった。

『……ちぇっ、少しは私のことを心配して迷ってくれてもいいじゃないの』

　結局、紗英は八つ当たりのように遊撃弾を全て迎撃したのだった。

　その後、セーブルが墜つい落らくした辺りを見た。

『平野だっけか。ちっ、逃にげ足は一流じゃないの』

　人ひと影かげはない。平野が弓美香を盾たてに取った攻撃で紗英の足を止め、その間にセーブルを救って逃げたのだろう。

『《竜因子》が活性化している感じもしないか。仕方ないね、人間諦あきらめが大事ってね』

　軽く肩かたをすくめてから、紗英が零士と弓美香のもとに向かった。

「紗英姉っ、弓美香先せん輩ぱいの意識が！」

　姉の姿を見て零士はすぐに駆かけつけ、弓美香を指差した。

「落ち着きな、零士。平気だから」

「平気って、ずっと意識がないんだ！」

　零士の頭を軽く叩き、紗英が弓美香の側そばにしゃがむ。

「やっぱりね。零士、こっちに来な」

「え？」

「呼んだらすぐ来い！」

　怒ど鳴なられ、零士はすぐに側に寄った。すると紗英が振ふり返ることなく、いきなり言う。

「キスしな」

「え……あ、そうか。手の甲こうに？」

「勘かんが良いじゃないか」

　紗英の言葉を聞きながら、零士は弓美香の右手を取った。中心から左右に手甲が割れて、肌はだが露ろ出しゆつしている。

　その肌に光の輪がまだ浮うかんでいた。

　その輪が浮かんだ手の甲に、零士はそっと唇を重ねた。

　零士が唇を離はなすと、弓美香が微かすかに身じろぐ。

「ん……んあぁ……」

　光の輪が消え、割れた手甲が静かに閉じていく。

　そして、苦しげだった弓美香の顔が、徐じよ々じよに安らかなものに変わっていった。

「紗英姉、これは？」

「《竜力》を使い果たしたってわけさ。それでもまだ吸われ続けたんだ。そりゃ、かなり苦しかったはずさ」

「使い果たす？　吸われる？」

　聞き返した零士の胸に、紗英が拳こぶしをドンッと当てた。

「アンタだよ。零士の封ふう印いんを解除している間は、弓美香ちゃんは《竜力》を使い続けなきゃいけないのさ。だから解除が終わって、弓美香ちゃんは一息つけたのさ」

「そう、なのか」

　横たわる弓美香の顔を、零士は見つめた。

　自分が素す早ばやく決着を付けられなかった。その間、ずっと弓美香が苦しんでいたのだ。そして遂ついに、彼女が意識を失うところまで追い込んでしまった。

「俺が……」

「そうさ。零士、アンタが強くならないと、これから何かあるたびに弓美香ちゃんが苦しむことになるってわけさ」

　強くなる。強くなるために努力を惜おしむ気は無い。ただ一つ、どうしても気になることがあった。

　それは《竜因子》。

　自分の中にある鎖くさりで雁がん字じ搦がらめにされていた《竜因子》。あれはなんなのか。

　今、自分の中で感じる《竜因子》とは──違う気がした。

「なあ、紗英姉」

「なんだい」

「封印って、俺の《竜因子》っていったいなんなんだ？　封印解除をされた時に感じたのは、まるで別の《竜因子》があったみたいな感覚なんだけど」

　零士の疑問に、紗英は目を閉じた。

　数秒後、目を開けた紗英がじっと零士を見つめた。

「今はまだ零士が知らなくていいことさ」

　有う無むを言わせない、そんな瞳ひとみだ。

　紗英は、零士がそれ以上何も言わないことに頷うなずくと、弓美香とエミリーを肩に担かつぎ、メディカルセンターへと飛んだのだった。








　四章




「弓ゆ美み香か先輩、零れい士じ。お見み舞まいに来てくれたんですか？」

　病室に入ると、本を読んでいたエミリーが顔を上げた。その言葉に、同室で頭部の目のラインに包帯を巻いて視界を封ふうじられたレティシア、忍しのぶ、リタが、反射的に顔を上げる。

　セーブルとの戦いの翌日朝十時だ。

　意識を失った弓美香だが、封印解除を停止して一時間ほどで意識を取り戻もどし、一晩で完全に回復していた。

　レティシア、忍、リタは、スタングレネードのせいで用心のために入院しているだけだ。午後にも退院の見込みだった。

　そしてエミリーは、夜の竜鱗機プラウダーでの戦いによって、数か所骨にヒビが入ってしまっていた。それは、弓美香が零士の封印を限定解除する時間を稼かせぐために、セーブル達から受けた傷だった。

「大おお袈げ裟さだな」

　レティシアが言うと、リタが笑いながら突つっ込んだ。

「お姉ちゃん、嬉うれしいくせに」

「なっ、別にそんなことは」

「まぁまぁ、お見舞いってのは誰だれでも嬉しいものさ。で、差し入れは何かな？　伝統的にメロンかい？　それともバナナかな」

　忍が目を閉じられたまま、何かを受け取るべく両手を差し出した。その仕草に、零士は呆あきれて言う。

「あのな、あるわけがないだろ」

「なんだって？　又また従い兄と弟こ、それはあまりといえばあまりじゃないか。差し入れがなくて、どうしてお見舞いなんて言えるんだい」

「そういうものなのかしら」

　清せい楚そな白いワンピースにショールを羽織った弓美香が、口に右手を軽くあてて、呟つぶやいた。その言葉に、待ってましたとばかりに忍が乗る。

「その通りですよ、弓美香先輩。差し入れのないお見舞いなんて、気の抜ぬけたコーラみたいなものです」

「俺は、気の抜けたコーラも嫌きらいじゃないぞ。ご飯に掛かけると美お味いしい」

「え……」

　何気なく零士が答えると、病室中に微び妙みような空気が流れてしまった。

「な、なんだよ」

「いくら又従兄弟でも、今のはちょっと……」

　忍がボソボソと言う。レティシアもリタも、ヒソヒソと何やら「変だよな？」「絶対変だよぉ」とか話している。

　エミリーはただこまった顔を浮かべ、隣となりで弓美香は何やら悲ひ愴そうな顔で「す、好きにならなくちゃ……」と呟いていた。

「普ふ通つうじゃ、ないのか……」

　新しん鮮せんなショックを受けた零士だが、思い出してみれば、そうするたびに紗さ英えに怒おこられた記き憶おくがある。姉が留守の時に、こっそりとやる楽しみだった。

　どうやら世間一いつ般ぱん的には、とても変な行こう為いのようだ。

「忘れろ、忘れてくれ……」

　呻うめくが、病室の反応は何ら変わらない。

「くっそ、忍！」

「ん？」

「分かった。差し入れ、あとで買ってくる。買ってくるから忘れてくれ！」

「へえ、嬉しいじゃないか。あ、でも買ってくる時間があるのかい？」

　腕うでを組んで頷いてから、忍が首を傾かしげる。

「ああ、平気だ。昨日の戦せん闘とうの後だからな。俺と弓美香先輩は休きゆう暇かを貰もらったんだ。だから朝十時にお見舞いに来られてるってわけだ」

　その証しよう拠こに、零士は長なが袖そでのＴシャツにデニムな私服姿だ。

「ということは、勝手に竜鱗機プラウダーを使ったお咎とがめはなかったのか？」

　レティシアが会話に混じってくる。

「いや、明日あしたから毎朝一時間前に登校して、グラウンドを走ることになった……」

「きつそうだが、いい鍛たん錬れんになるな」

「レティは前向きで羨うらやましいよ……」

　ぼやいた零士に、忍が再び話しかける。

「でもだよ。少なくとも今日は、僕達が病室で暇ひましてるのに、キミと弓美香先輩は休暇を楽しんでるってわけか」

「明日からは地じ獄ごくだぞ……」

　がっくりと項うな垂だれてから、零士は窓まど際ぎわのエミリーのベッドに足を向けた。

　すぐ隣はレティシアのベッドで、丸椅い子すに座ると二人に挟はさまれる結果になった。

「すまない。俺のせいで入院なんてことになっちゃって」

　頭を下げると、エミリーが静かに首を左右に振ふる。

「いいえ。この傷は、自じ業ごう自得です。平ひら野のに呼び出された時、零士さんが弓美香先せん輩ぱいに話そうと言ったのに……それを振り切って、自分の功績にしようとしたんですから」

　エミリーの懺ざん悔げを聞いた弓美香が、そっとベッドに座った。

「どうして、そんなに功績を挙げたかったの？　私が貴方あなたを選ばなかったこと、そんなにショックだったのかしら」

「ショックはありました。でも、そのことよりも平野が謹きん慎しんを受けて、しかも裏切っていたことに焦あせったんです。私達は何も悪くないのに、平野のせいで、私達の評判は悪くなる一方で……」

「そう。チームのために、どうにかしたかったのね」

「はい」

　力弱くエミリーが頷く。弓美香が、そんなエミリーの手に自分の手を重ねた。

「エミリーさん。チームのためにどうにかしたい。そう思った貴方の気持ちは、とても貴重なものよ。その気持ちは忘れないでいて」

「弓美香先輩……」

「でも、だからこそ、慎しん重ちようになりましょうね。チームのための行動が、チームの足を引っ張ってしまったら、本末転てん倒とうでしょう？　現に貴方が怪け我がをして、チームとしての訓練が出来なくなっているわ」

「すいません」

「分かればいいのよ。安心して、貴方のチームは暫しばらくとっておきの教官がつくことになるから」

　その言葉に零士は、ぴくりと反応してしまった。脳のう裏りに紗英の顔が浮うかんでしまう。

「ええ、零士くん。貴方の予想通りの人よ」

　やっぱり、そう思った。エミリー達の教官には、姉の紗英がなるようだ。同時に紗英に聞いていないことが大量にあることを思い出した。

　どうして紗英が現れたのか。

　そもそも紗英がなぜ竜鱗機プラウダーを装着していたのか。

　そして、なぜあれほど強いのか。

　昨夜は弓美香が意識を失ったこともあり、それらの疑問に考えが向かなかったのだ。

「弓美香先輩、聞きたいことが」

　聞いた瞬しゆん間かん、弓美香の人差し指が零士の口に添そえられる。

「シーッ。おいおい分かるわ」

　頷くことしか出来ない零士だ。

「さてと、零士くん」

　人差し指が離はなれ、弓美香が立ち上がった。

「バトンタッチね」

「え？」

　キョトンとした零士を置いて、弓美香が隣のベッドで寝ねているレティシアに、何か労ねぎらいの言葉をかけ始めた。

「……ええと、あのさ、エミリー」

　とりあえず、何も話さないのは気まずいので声を掛けてみる。

「なんですか、零士」

「…………」

　何も考えてないで話しかけたので、すぐに言葉に詰つまってしまった。

「あ、いや……ありがとう」

　零士は頭を下げた。

　混乱した頭の中で真っ先に浮かんだのはやはり、エミリーが一人でセーブルと平野と対たい峙じしている姿だったのだ。

　零士が見たのは、そのズタボロになった背中だ。

　それでもエミリーは、しっかりと槍鉾ハルバートを握にぎり飛んでいた。

　その姿を思い出した時、零士は頭を下げていた。

「な……零士、私は先ほども言った通り、貴方に頭を下げてもらうようなことは何も」

　エミリーが慌あわてた様子で言う。

「そんなことないさ。俺だってお前の案に乗ったんだ。それに、そもそも」

「そもそも、なんですか」

「俺がありがとうって思ってるんだから、仕方ないだろ？」

　零士の言葉に、エミリーがキョトンとした。

　暫くしてから俯うつむき、小さな声で「ありがとうございます」と言う。

「うん、まぁ俺がありがとうって言ったんだけど、まぁ、エミリーが俺にそう思ってくれるなら、うん、嬉しいよ」

　零士はそう告げて立ち上がった。

「午後にでも差し入れ買ってまた来るよ」

「おや、その差し入れはエミリーだけにかい？」

　忍が茶化してきた。

「チームのことを忘れるわけないだろ。退院が午後っても夕方だろ。その前に、レティとリタにもちゃんと差し入れ買ってくるさ」

「やった────！」

　真っ先にリタが諸もろ手てを挙げて喜んだ。

　レティシアは、指で鼻先を軽く掻かいて、

「すまないな」

　照れくさそうに言う。

「……僕の名前が入っていなかった気がするんだけど、気のせいだよね？」

　忍だ。そんな忍に、零士はニヤリと笑う。

「ま、検討はしておくさ」

「では零士くん、行きましょうか」

　弓美香が立ち上がり、零士の手首を掴つかんだ。

「え、どこに？」

「もちろん。差し入れを買いに町に出るんですわ」

「え、ちょ、ちょっと!?」

　零士に有う無むを言わさずに、弓美香は歩き出してしまう。もちろん、零士を引っ張りながらだ。

　病室を出て、零士が観念して自分で歩き出すと、ようやく弓美香は手首を放してくれた。

「いいんですか、町に繰くり出したりして」

「あら、構わないわよ。だって私達、今日は学園公こう認にんのお休みよ？」

　弓美香がなんの迷いもなく断言する。

「それはまぁ、そうですけど。でもまだ、平野達も捕つかまってないのに」

「それは、クシナダ財団が動いているもの」

　確かにそうだ。竜りゆう槍そう師団のスパイだけではなく、メンバーも潜せん入にゆうして動いているのだ。生徒に任せておける案件ではもうなくなっている。

「だからお休みの私達は思う存分、羽を伸のばしていいのよ。分かった、零士くん」

　楽しそうな、今にもスキップしそうな勢いな弓美香だ。

「はぁ。でも目的は差し入れを買うことで。羽を伸ばすってまでは」

「あら、どうせ町に出るんだもの。色々と楽しみましょうよ」

「楽しむって……」

「ふふふ、楽しみだわ。零士くんと初デートっ。うふっ、零士くんが積極的過ぎて、一気に大人の階段を上っちゃおうって言われたら、私、ああ、私、どうしようっ。一応、恥はずかしくない下着は着てきたつもりだけれど」

　歩きながら、弓美香が器用に自分を抱だきしめて体をくねらせる。

「そんなことしませんから！」

「えー」

　零士が否定すると、弓美香がなんだか凄すごく不満そうな顔をする。

「主目的は差し入れですっ、差し入れ！　そ、それにしたってそんなに時間ないんだから、他ほかのことをする余よ裕ゆうなんてあるわけないでしょう！」

「……本当は、したいくせに」

「え……あ、いや、その」

「ふふふふふふ、騎き士し様だけあってお堅かたいんだ、零士くんは♡」

「ゔっ」

「ま、冗じよう談だんはさておき、急いで町に行きましょう。零士くんの言う通り、あまり時間はないものね」

「じょ、冗談だったんですか！」

　思わず零士が突つっ込むと、ピタリと止まった弓美香が振ふり返り、顔を接近させてくる。

「違ちがったら、どうするの？」

　その問いに、固まってしまう。

「ふふふ。さ、行きましょう」

　固まった零士の手を弓美香が取って歩き出した。

　今度は、手首ではなく指をしっかり絡からませて。




　　　　※　　※　　※




　広大な敷しき地ちを持つ建たけ速はや学がく園えんから外がい縁えんの町に出るには、地下鉄を使うのが一いつ般ぱん的だ。寮りようから校舎を通って、反対側に建速学園駅がある。

　いわば、その駅が一般人にとって学園の入り口だった。

　地下鉄の路線は、かつての環かん状じよう線の一つとほぼ重なっており、その名前を取って環かん八ぱち線と呼ばれていた。

　運営はクシナダ財団が行っており、建速学園の生徒は学生証さえ身につけていればフリーパスだ。もっとも、町に繰り出せるのはせいぜい日曜祝日しかないのだが。

『新あら井い草ぐさ～。新井草～』

　今も昔も変わらない独特の抑よく揚ようで、駅名が連呼される。

　高速で走っていた車体が滑すべり込むようにホームに入り、緩ゆるやかに止まった。

「にぎやかね」

　地上の改札から出て弓美香が、周囲を見回した。

　駅舎の周囲はちょっとした公園になっており、その公園を囲むように商店街が形成されている。

　珍めずらしい駅前だが、それもそのはずで建速学園と同じく《屠と竜りゆう戦せん争そう》で焦しよう土どと化した地域で戦後、新しく都市計画の下もとで復興した町だった。

「零士くんは、来たことあるのかしら？」

　一歩遅おくれて改札を出た零士に、弓美香が振り返った。

「いや、俺は初めてですよ。家はもっと都心だから、ここは素す通どおりで入学しちゃったし」

「なら、私が案内してあげるわね」

　弓美香が、零士の手をまた握った。

「せ、先せん輩ぱいっ」

　行き交かう人々の視線がつい気になってしまう。そもそも、弓美香は建速学園始まって以来の天才としてちょっとした有名人なのだ。私服とはいえ、弓美香だとばれるかも知れない。そんな弓美香と手を握って歩いたら……。

「零士くん、どうしたの？」

「いやその、色々とまずいんじゃ」

　零士は、チラリと握った手を見た。その視線で、弓美香は「ははーん」と全すべてを悟さとってくれた、のだが。

「ふふふ、私は構わないわよ？」

　本人が問題意識を持っていなかった……。

「さ、行きましょ」

　黒く長い髪かみをたなびかせて、弓美香はさっさと歩き始めた。

　もちろん、零士の手をしっかりと握ったまま。

　商店街を回りながら見み舞まいの差し入れを選ぶ。

　が、エミリーに暇ひまつぶしのパズルを買った後で、零士はふと気が付いてしまった。これって、見舞いの差し入れというよりは、退院祝いの方が正しいのではないだろうか、と。

　零士がそう言うと、

「あっ」

　弓美香はちょっと驚おどろいてみせ、それから嬉うれしそうに顔を綻ほころばせた。

「零士くん、ありがとうね」

「ありがとうって？」

「私に意見してくれてよ。やっぱり、零士くんは私にとって特別だわ」

　そう言うと弓美香は鼻歌交じりに、違うショップへ向かいだした。

　天才と謳うたわれ、クシナダ財団を率いる血筋であり、ずば抜ぬけた強さを誇ほこり、さらに超ちよう美人、付いたあだ名が姫ひめ君ぎみの弓美香だ。

　なかなか彼女に意見をする学生が少ないのかも知れない。

　だとすれば、それは寂さびしいことだ。

　と、そこまで思い零士は思い出した。

「コニー先輩がいるでしょ」

　コニー・ハーディー。弓美香のルームメイトで、一年生の時には同じチームに所属していた親友だ。今では管制科に所属している。

「あら、気が付いちゃった？」

　弓美香が振り返る。

「気が付いちゃったって……」

　零士がムスッと返すと、弓美香は悪戯いたずらがばれた子供のような表情をした。

「でも、思いは言葉にしないと伝わらないでしょう？」

「はぁ、そうかも知れませんけど」

「だからね。私はチャンスがあれば、零士くんが私にとって特別だって言うの」

「なんでまた」

「絶対に忘れないように、貴方あなたの頭の中に刷り込むためよ」

　ニコニコと、ちょっと恐おそろしいことを言う弓美香だった。

　その後、弓美香がレティシアとリタに向けて天然塩とハーブの入にゆう浴よく剤ざいを選んだ。退院後は、ゆっくりお風ふ呂ろに入りたいでしょ？　とのことだ。

　零士は零士で、忍に葡萄ぶどうを買った。理由は簡単で、忍が寮の部屋に戻もどった後で、零士も一いつ緒しよに食べたいからだ。

「さてと、お昼に何を食べましょうか？　零士くんは、何かリクエストあるかしら」

　買い物を終えた弓美香が、零士を見る。

「リクエストですか？　あまり寮の食堂で出ないのがいいですよね」

「そうねぇ。あそこ色々出るけど……焼き肉？」

「や、焼き肉!?」

　思わず聞き返して、弓美香の顔を見てしまった。清せい楚そで凜りんとしている弓美香らしくないチョイスだ。

「あら、私だって焼き肉くらい食べるわよ。タンとか大好きよ？」

　心外だと、弓美香が唇くちびるを尖とがらせる。

「他にもお好み焼きでしょ、もんじゃ焼きでしょ、ラーメンでしょ、ええと、カレーうどんとかも好きよ」

「カレーうどんは却きやつ下かです」

「あら、零士くんはカレーうどん嫌きらい？」

「白い服を着ている人は、カレーうどんを食べてはいけないって、紗英姉にきつく言われてます」

「あら、どうして？」

「だって絶対に汁しるが飛び散って染しみになるから」

　零士の答えに、弓美香が心底感心したように何度も頷うなずく。

「ま、でも、せっかくの零士くんとのデートですもの。カレーうどんはチョイスしないわよ。そうね、パンケーキの美お味いしいお店があるから、そこに行きましょうか？」

「パンケーキですか？」

　零士の頭の中では、パンケーキはお菓か子しという印象しかない。だってホットケーキだし。

「あら、お昼ご飯としても食べるのよ。オムレツと一緒にとか、チーズのせたりね」

「はぁ、なるほど」

　どうにも実感が湧わかない。

「コニーの紹しよう介かいだったんだけど、本当に美味しいから。うん、そうしましょう」

　零士は、よくは分からないが弓美香がそう言うならと、軽く頷いた。

「……キャハハハ」

　笑い声が、耳に飛び込んでくる。

　ハスキーな、しゃがれた、それでいてけたたましい笑い声だ。慌あわてて声がした方へ向くと、細く高身長な女の背中に目がとまった。

　ハイヒールでも履はいているのか、来客棟とう前で戦った姿よりは高い気がする。

　しかし、纏まとっている危険な雰ふん囲い気きは同じだ。

　零士は弓美香の手を引き、囁ささやいた。

「弓美香先せん輩ぱい、ちょっと」

「え？」

「脇わき坂さかセーブルの笑い声が聞こえたような気が」

　零士の言葉に、弓美香の顔が一変する。鼻歌交じりだった明るくふやけた顔から、鋭するどく引き締しまった顔にだ。

「それは本当ね、零士くん」

「ええ、あの声はまず間ま違ちがいなく」

「で、その声は」

　言葉では答えず、目配せで知らせる。

「なるほど。似てるわね」

　弓美香は優ゆう秀しゆうな狩人かりゆうどのように、即そく座ざに零士が言った女の背中に気が付いた。

「追いましょう」

　零士が歩きだし、なぜか弓美香が躊ちゆう躇ちよする。

「先輩？」

「え、あの、あの方角よね」

　女が向かう方向、そこは繁はん華か街がいの奥だ。弓美香が、狩人からなぜかいきなりモジモジするおかしなモードに切り替かわってしまっている。

「まぁセーブルが途と中ちゆうで曲がらない限りは」

「そ、そうよね」

「それより早くしないと、見失いますよ」

「う、うん、分かった、わ」

　妙みように歯切れ悪く、弓美香は零士の後に続いた。

　すぐに零士は、弓美香がとった態度の理由に気が付いた。

　繁華街の奥、そこは──いかがわしいホテル街だったのだ。カップルが仲よさそうに腕うでを組んで歩き、ホテルの中に連れ立って入っていく。利用したことはないが、その目的は一目瞭りよう然ぜんだ。しかも、零士は弓美香と並んで歩いているのだ。周りから見れば、間違いなく同類だろう。

「えっ？」

　一天にわかにかき曇くもり、雨あま粒つぶが落ちてきた。

「あ、あー……引き返しますか」

　渡わたりに船と、零士は弓美香に声をかけた。すると「シッ」と、黙だまるように指示されてしまう。

　弓美香がホテルの一つをじっと見つめている。その視線の先で、セーブルと思おぼしき女が駆かけ足でホテルの中へと入っていった。普ふ通つうというより、かなり安そうなホテルだ。

「雨宿り？」

　零士の疑問に、弓美香が首を左右にする。

「一直線にあのホテルへ向かってたわ。それに雨宿りなら、二つほど通り越こしたホテルの理由が付かないでしょう？」

「だとしたら、どうしてアソコに？」

「最初から泊とまっている可能性があるわ」

「……一人でですか？」

「中で待っている人──平野がいるとは考えられないかしら」

「なっ」

　弓美香の答えに、零士は息を呑のんだ。

　そう話している間も、雨はどんどん強さを増していく。

「でも、そう簡単に学園から逃にげ出せるわけが」

　雨に濡ぬれながら零士が言うと、弓美香が深刻な顔で口を開いた。

「思っているの。どうもおかしいって」

「おかしい？」

「世界中が竜鱗機プラウダーの謎なぞを手にしようと、クシナダ財団を探さぐっているわ。それでも財団の諜ちよう報ほう部は、いままでどこの国、どこの組織にも、打ち勝ってきたのよ。その情報部が身元を洗っているのに、入学した生徒に竜りゆう槍そう師団がいるのよ？」

　さらに雨が強くなってくる。その雨あま脚あしを全く気にせずに弓美香が続ける。

「片かた桐ぎり烈れつ波ぱ達が潜せん入にゆうした時も、そして昨日新たに二人も潜入したことも、普通であればあり得ないことよ」

「あり得ないことが起きた、だから平野が外に逃げていてもおかしくないと？」

「少しニュアンスが違うわね。クシナダが、その出入りを認めているとしたら……」

「そんな馬ば鹿かな」

「零士くん」

　いきなり、弓美香が零士の正面を向いて両りよう肩かたを握にぎってきた。

「私には一人の名前が頭に浮うかぶわ」

「えっ？」

「その確証を得たいの。本当にあの中に平野とセーブルがいるのであれば、その会話から何か分かるかも知れない」

「なるほど」

「付き合って、くれるわよね」

「もちろんですっ」

　仲間に怪け我がを負わせた平野達の秘密だ。それを暴あばくことに協力しないわけがない。まして弓美香の手伝いなのだ。

「ありがとう」

　何な故ぜか、少し恥はずかしそうに弓美香が言う。そして、歩き出した。そう、ホテルへと。

「ええぇぇぇっ!?」

　驚おどろく零士の手をぎゅっと握りしめる。

「セーブルが入った以上、当然でしょう。それに雨で濡れちゃったし、シャワーとか浴びるのに丁度良いと思うわ」

　弓美香は、有う無むを言わせず零士を連れてホテルの中へと入っていったのだった。




　　　　※　　※　　※




「零士くん、どうすればいいの？」

　パネルの前で、弓美香が零士に振ふり向いた。そんなこと言われても、零士だってこういうホテルに入るのは初めてで、さっぱり分からない。

　目の前に大きな電子パネルがあり、枡ます目め状に区切られている。その枡一つ一つに部屋の写真らしきものが表示されていた。ただ一つだけ、三〇二と書かれた部屋の灯あかりが消えて、暗くなっている。

「あー、これと連動してるのか」

　目の前のものを小さくした五十センチ四方のパネルが、脇わきにあった。そこには電子決済の表示もされている。

「ここで部屋を選んで、決済するみたいですね。てことは、一部屋だけ埋うまってるのか。つまり、この三〇二にセーブル達がいるってことみたいですね」

　納なつ得とくして振り向くと、なぜか弓美香がジロリと零士を睨にらんでいる。

「零士くん、随ずい分ぶんと詳くわしいのね。もしかして、こういう場所の常連さんだったり」

「初めてに決まってるでしょう！」

「本当に？」

「本当ですよっ。てか、目の前で戸と惑まどってたの見てたじゃないですか！」

「それはそうだけど」

　納得してない様子で弓美香が言い、ハァと一回息を吐はいた。

「まぁいいわ。零士くんが経験者だったらだったで、リードしてくれるでしょうし」

「何をどうリードしろと！」

「ええと、三〇二なら三〇三辺りを取れば隣となりってことよね」

　零士の突つっ込みを完全に無視して、弓美香がパネルをタッチして電子決済を行う。

　すると、タッチしたパネルの下から、カードキーが出てきた。

「じゃ零士くん、行きましょ」

「目的は監かん視しですからね？」

　零士が指し摘てきすると、弓美香がエレベーターのボタンを押し、振り返らずに答える。

「主目的は、監視よね」

「主ってなんですかっ、主って！」

　答えてくれず、弓美香がエレベーターに乗り込んだ。

　三階に着くと、人が行き違うのも苦労しそうな廊ろう下かが延びている。すぐ手前に、三〇二と書かれた扉とびらがあった。その先、三〇三の扉の鍵かぎを弓美香が開けた時だ。

　三〇二から女が一人出てきた。

「ごめんねぇ。メイク落とし買い忘れちゃったのよぉ」

　部屋の中にいるであろう男に、頭を下げる。

　そして、上げた。

「あ……」

　思わず零士は、小さな声を上げてしまう。

「？」

　女が振り返り、ニヤッと笑った。

「若いからって、通報しないわよ。安心してね」

　そう言って、女がエレベーターに乗り込む。その顔は、セーブルとは似ても似つかないものだった。目はぱっちりと開いているし、頬ほおももう少しふくよかだ。

「弓美香先せん輩ぱい」

「ええ、完全に私達がこれからお楽しみだって思われたわね」

　弓美香が、ドアノブを握りドアを開けた。

「そ、そこじゃないでしょぉぉぉぉっ！」

　スタスタと部屋の中に入っていく弓美香を、零士は慌あわてて追う。

「分かってるわよ」

　どう見てもダブルベッドにポフンと座って、弓美香が笑った。

「私達の勘かん違ちがいだったみたいね」

「だったら、早く出ましょうよ」

「あら、折角入ったんだもの、少し休きゆう憩けいして行きましょうよ」

「きゅっ、休憩？」

「なにかしら？」

　驚いた零士に、弓美香が小首を傾かしげた。どうやら彼女は意味を知らずに使ったらしい。こういうホテルで『休憩』といえば、エッチなことをする意味だ。

　零士は改めて心臓がドキドキしてきてしまうのを感じる。

　弓美香のような美女と、ホテルの一室で二人きりなのだ。しかも、雨に降られて弓美香の白いワンピースは、所々透すけてしまっている。ブラジャーのワイヤーの位置なんかまで、分かってしまう。

「あのその……」

　変な気分になりそうで、零士は顔を背そむけた。

「どうかしたの？」

「いやその弓美香先輩、服が濡れてて」

「え、あら、ホントね。シャワーを浴びた方がいいかしら」

「シャ、シャワー？」

「だって髪かみの毛も濡れてしまってるし、このままだと風か邪ぜを引いてしまうでしょ？」

　それは正論ではある。あるが、こういうホテルの中でのシャワーというのは、果たして正論なのだろうか。








[image: ]








「零士くんが先にシャワー浴びる？」

「い、いえ！」

「そう。なら………………一いつ緒しよに浴びる？」

「いいえ！」

「クスクス、半分は冗じよう談だんよ」

　何がどう半分か全く分からないが、弓美香は躊ちゆう躇ちよすることなくバスルームへと入っていってしまった。

「…………まいった」

　ベッドに座り、零士は頭を抱かかえた。こんなことがばれたら停学ものだ。弓美香には、その自覚があるのだろうか。

「いや、ないなあの人に。抜ぬけてるというか、脇わき目めも振らずというか、はぁぁぁぁぁ」

　思ったことに一直線。自由奔ほん放ぽう。悪く言えば我が儘まま。

　それが、この二週間ばかしの学園生活で知った杵き築づき弓美香という先せん輩ぱいだった。

　しかも何故か、そういった本ほん性しようを零士にしか見せない。

　ルームメイトのコニーにも、色々と迷めい惑わくを掛かけているらしいが、ここまでではなさそうなのだ。

　そんな本性を受け止めるのは、色々と大変ではあるが、嬉うれしくもある零士だ。

「あら、壁かべの透とう過かシステムなんてあるのね」

　バスルームから弓美香の声が聞こえてきて、零士は即そく座ざに叫さけんだ。

「使わないで下さい！」

「面白そうなのに」

「ダメです、絶対！」

　そう言われて諦あきらめたらしいが、暫しばらくはブツブツ言っていた。

　三十分くらい経たっただろうか、髪を乾かわかした弓美香がバスルームから出てきた。

「ゆ、弓美香先輩っ。その格好！」

「あら、どこかおかしい？」

　弓美香が髪を掻かき上げ、綺き麗れいな腋わきの下が目に飛び込んでくる。バスタオルを体に巻いただけの姿なのだ。

「バスローブがないんだもの。こうするしかないでしょ？」

　雨でワンピースが濡ぬれたのだから、それはそうだ。それでも、なんという、零士には刺し激げきが強すぎる。

「零士くん」

　弓美香が近寄って来て、零士の顔をのぞき込んだ。

　普ふ段だんとは違うシャンプーの香かおりが、鼻をくすぐる。何より、バスタオルで巻いたものの、収まりきらない胸の柔やわ肌はだが眩まぶしすぎた。

「顔、赤いわよ。もしかして、もう風邪を引いたんじゃ」

　額を、零士の額に近づけてきて──慌てて横に逃にげた。

「？」

　不思議そうな顔を弓美香がする。

「へ、平気ですから」

「平気ならいいけど、どちらにしろ早く暖まった方がいいわね。私は待ってるから、零士くんもシャワーを浴びていらっしゃい」

「はい！」

　逃げるように零士はバスルームに飛び込んだ。

　シャワーを浴びると、とても気持ちが良かった。まだ四月だ。少しずつ暖かくなり始めているとはいえ、自分で思っていたよりも体は冷えてしまっていたらしい。

　まさしく一息ついたという感じで、零士はシャワーを終えた。

　ドライヤーで軽く頭を乾かし、パンツを穿はく。

　長なが袖そでＴシャツとデニムは、まだ当然濡れていた。

　どうしようと少し逡しゆん巡じゆんした後に、ため息と共にバスタオルを腰こしに巻くことにした。

「お待たせしました」

　扉を開けて部屋に戻もどると、弓美香がベッドですやすやと寝ねてしまっている。

「思うんだけど、弓美香先輩ってすぐ寝るよな」

　苦く笑しようしつつ、零士は自分の服をハンガーに掛けて干し──慌てて顔を背けた。

　堂々と下着が干してある！

　ということは、必然的に弓美香のバスタオルの下は、素すっ裸ぱだかだ。

「無防備にもほどがありますよ、先輩……」

　呟つぶやきながら零士は椅い子すに座った。まさか隣で寝るわけにはいかない。

「もう二枚か三枚、バスタオルあったよな」

　バスルームからバスタオルをさらに出し、体に巻いて零士は服が乾くのを待つことにしたのだった。
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「その変装、いつまで続けてるんだよ。どうにも、やりにくいぞ」

　そう言った平野を、セーブルは睨にらんだ。

「仕方ないじゃない。隣となりに杵築弓美香と叶かのう零士がいるんだからね」

「それはそうだけどさ。まぁでも、変装に全く気が付かないなんて、連中も抜けてるな」

　ゴロリとベッドで、隣部屋を向き平野が笑った。そのお尻しりを、セーブルがつねり上げた。

「いってぇぇっ。な、なにするんだ！」

「潜せん入にゆう工作のプロである、このアタイの変装が見事だからに決まってるわけっ。永なが康やすっ、アンタだって気がつきゃしないはずよっ」

「わ、悪かった」

「ふんっ。そもそも、誰だれのおかげで学園を抜け出せたと思ってるのさ」

「真しん一いち郎ろう様と、セーブルのおかげだ。感謝してる」

「ふふ、そうそう素す直なおが一番よ。ねぇ～、永康ぅ」

　セーブルが平野の首に手を回し、薄うすい胸を押しつける。

「今いま頃ごろ、隣の部屋じゃどーしてるのかしらねぇ」

「ここのホテル、壁が薄いからなぁ。喘あえぎ声が聞こえないってことは、何もしてないんだろ」

「もったいない。あーあー、ホントはここでやっちゃいたいなぁ」

　抱えた平野の頭を、セーブルが左右に揺ゆする。

「や、やるって、そんな複数で」

「違うわよっ。殺しちゃいたいってことよ」

「改めて、真一郎様に止められただろうが」

「まぁおかしな力があるのは、認めるけどさぁ。あーあー、早く決行日が待ち遠しいわねぇ」

「俺だってだよ。今度こそ、今度こそリベンジしてやるっ」

「うんうん、さすがは男の子。そーれーまーでーはー、ふふっ、こっちの剣けんの使い方、お姉さんが教えてあ・げ・る♡」

「あ、おいっ、杵築達に聞こえっ、お、おあああぁぁぁぁっ」
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　エレベーターがなかなか降りてこない。

　隣では、弓美香が真っ赤な顔で俯うつむいている。

　零士も、同じ様に俯いていた。

　聞こえてくるのは三〇二号室からの、妙みような声だけだ。

　いや、零士だって子供じゃない。この妙な声の正体がなんだかくらい分かる。分かるからこそ、とっても恥はずかしい。

　普段は色々と零士を弄いじる弓美香も、耳まで真っ赤になっていて、さすがに今は悪戯いたずらや冗談を言う余よ裕ゆうはないらしい。

　エレベーターがやっと降りてきた。

　扉とびらが開いたと同時に、零士と弓美香は飛び込んだ。

　狭せまい空間の中で、互たがいに何も話せない。なんだか耳の中で、先ほどの声が響ひびいているような錯さつ覚かくを覚えてしまう。

　結局、零士と弓美香は病室前まで、妙な空気のままだった。

　零士が病室に入ろうとした時、弓美香が呟いた。

「色々あったけど、私は楽しかったわ。珍めずらしい体験も出来たし、零士くんありがとう」

「え？」

　振ふり返ると弓美香が、顔に安あん堵どを浮うかべている。

「弓美香先せん輩ぱい？」

「寝ている私に手を出さないで、助かったわ」

「あのっ」

「だって、手を出されていたら、隣の人に私のあんな声が聞かれてしまってたと思うと、恥ずかしくて恥ずかしくて」

　どうやら零士とは、恥ずかしさの方向が違っていたらしい。

「だから零士くん」

「はい？」

「私を襲おそう時は、ちゃんとしたホテルでお願いね」

　襲いません！　思いっきり叫びたかった零士であった。








　五章




　翌日の朝、全生徒が講堂に集められた。

　クラヒメが壇だん上じように上がり、マイクを手に取る。

『あーコホン。お主らに一つ知らせがある。実は本日より、実技指導の教師が一人増えることになったのじゃ。前々から是ぜ非ひにと頼たのみ続けて、このたび、ようやく首を縦に振ってもらったというわけじゃな。では、紹しよう介かいしよう。叶かのう紗さ英え先生、前に』

　その最後の固有名詞に、講堂中がざわつく。生徒だけではなく教師達までもが、ザワザワとしている。

　さらには、理事長である獣じゆう吾ごまでもが、驚おどろいた顔をしていた。

「何がどうしたんだ？」

　自分の姉が騒さわがれている状じよう況きようが零れい士じにはさっぱり分からない。その疑問に、予定通り昨日の内に退院した忍しのぶが呆あきれた様子で口を開いた。

「又また従い兄と弟こ、キミは何にも知らないんだね。叶紗英と言えば──」

「竜りゆう倒とう五将だっ！」

　レティシアが噛かみ付くように言ってくる。

「レ、レティ？」

「叶紗英、今年二十五歳。十四歳にして竜鱗機プラウダーを駆かり、竜倒五将の一人となったスーパースターだっ。戦後、何な故ぜか姿をくらまして、捜そう索さく等は一いつ切さい禁止とされた、伝説のアイドルだぞ！」

「え……ええと、アレが、アイドル？」

「ア、アレだとぉぉぉっ」

　レティシアが、思いっきり零士の襟えり首くびを掴つかんでねじ上げてくる。

「げふっ、げっ、えっ、お、おいっ」

「あの人はなっ、霧きり雨さめ獣吾、神みわ真しん一いち郎ろうと共に、前衛で《屠と竜りゆう戦せん争そう》を戦い抜ぬいた戦士なんだぞっ。しかも《屠竜戦争》後、権力や地位に恋れん々れんとしないで姿をくらませたっ、アタシが唯ゆい一いつ尊敬し、憧あこがれる竜倒五将なんだぞ！」

「ギブッ、ギブギブッ」

　青い顔になりながら、零士はレティシアの腕うでを叩たたいた。

「え……あ、す、すまない。つい頭に血が上ってしまった」

「ぜぇはぁっ、ぜえはあ、死ぬかと思ったぞ」

「すまない。そんなつもりでは」

「お姉ちゃんは昔から、叶紗英のファンだもんねぇ。仕方ないよ」

　やれやれとリタが頭を振る。

「そんなになのかい？」

　忍が聞くと、大きくリタが頷うなずいた。

「《屠竜戦争》時代の写真とか映像とか、すっごいコレクションしてたもん。リポート集とかも読んでたよね」

「あ、ああ、うん」

　恥ずかしそうにレティシアが頬ほおを掻かく。

　その様子に零士は、家での紗英のことを思い出してついつい呟いてしまった。

「あの紗英姉がねぇ。レディースと間ま違ちがえられたりしてたのに」

「姉っ!?」

　敏びん感かんに反応したのは、レティシアだ。

「どういうことだ、零士！」

　再びレティシアが、零士の襟首を掴んでねじ上げる。

「ぐ、ぐぇぇっ」

「あ、つい──」

　レティシアが手を放そうとしたと同時に、

『ごらぁぁぁぁぁぁっ、そこっ。私の大事な弟を虐いじめるんじゃ──キ────────ン』

　講堂そのものを震ふるわせるような、大だい音おん声じようが上がり、マイクの音が割れてしまった。

「お、弟？」

　手を放したレティシアが、零士をまじまじと見つめる。

「うっそぉ？」

　リタが目を丸くし、

「なるほど、そういう因いん縁ねんがあったのか」

　忍だけが、合が点てんがいったと納なつ得とく顔だ。

『あ、いけね。内ない緒しよにするって話だったんだ……あー、申し訳ないっす、クラヒメ様』

　壇上で紗英が頭を掻き、クラヒメががっくりと肩かたを落とした。

　講堂の生徒達は、みんな唖あ然ぜんとなって零士を見ている。

『あーまぁ、そういうわけだから。うん。これからよろしくな。びしびし、この私が鍛きたえて《竜》を殺せる戦士にしてやる。いいか、《竜》をだぞ。人間じゃねぇ』

　失態にも紗英は、欠片かけらも悪びれる様子がない。

『あーそれから杵き築づき弓ゆ美み香かと、そのチームに任務だ。集会終しゆう了りよう後、直ちに学園長室に来い。いいね、呼んだらすぐ来い。以上！』

　言うだけ言って、紗英はさっさと壇上を降りていったのだった。
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「お、すぐに来やがったな。感心感心」

　弓美香に連れられて学園長室に入ると、学園長の机に行ぎよう儀ぎ悪く座る紗英の姿があった。

　クラヒメはもう注意することを諦あきらめたのか、苦笑いしながら学園長の椅い子すに座っている。そして獣吾が、苦い顔をしながらクラヒメの左ひだり隣どなりに立っていた。

「それで叶先生、今日の呼び出しはどういうご用件なのでしょうか」

　弓美香が、礼儀正しく聞く。と、紗英が机からぴょんと飛び降り、大おお股またで弓美香のもとに歩み寄った。

　紗英が間近に来ただけで、隣となりのレティシアがガチガチに固まったのが雰ふん囲い気きで伝わってくる。

　そんなことには気付くこともなく、紗英がしげしげと弓美香を見回した。

「いやぁ、こっちに来てまだ、気絶してる弓美香ちゃんしか見てなかったから分からなかったけど、すんごい美人になったねぇ。ちっちゃい頃ころから、美人になるとは思ってたけど、おっぱいも大きくなっちゃって。憎にくい憎い」

「お久しぶりです、紗英様」

「やだなぁ、様だなんて。姫ひめ巫み女こ様がさ！」

　そう言いながら、なれなれしく紗英が弓美香の肩に手を回す。

「で、ウチの零士とはもうどこまで行ったわけ？」

　瞬しゆん間かん、弓美香が顔を赤くした。

「えーなになに、もしかしてもうホテルにとか──」

「紗英姉！」

　思わず怒ど鳴なってしまった零士だ。

「あーはいはい、悪かったよ零士」

　全く懲こりた様子なく、紗英が離はなれてクラヒメの右隣に立つ。

「紗英、もう話をしてもいいか？」

　獣吾が、紗英を見ることなく言う。そんな獣吾に、紗英もまた見ることなく答える。

「へぇ、吃驚びつくりだ。アンタも、人に許可を求める時があるんだね」

「零士のこと怒おこってるのかよ」

「金玉潰つぶしたいくらいにね」

「お主ら、人の頭上で口くち喧げん嘩かはよせ」

　呆れた様子でクラヒメがたしなめた。

　そして弓美香を見み据すえ、口を開く。

「ザハールが誘ゆう拐かいされおった」

　一瞬、弓美香が獣吾を睨にらんだ。睨まれた獣吾は、平然としたままだ。

「誘拐犯は秘書の二人じゃ」

「目的はなんなのでしょうか。クラヒメ様」

　もう獣吾を見ることなく、弓美香はクラヒメだけを相手にする。

「まあ、待て。秘書の二人じゃがな、お主らが戦った脇わき坂さかセーブルと、もう一人の大男じゃった。つまりベイオウルフに竜りゆう槍そう師団が二人も潜せん入にゆうしていたことになる」

「しかし、大男はまだしも、女性の秘書は長ちよう髪はつだったようですが」

「変装じゃろうな。セーブルが作ったという夜間訓練の偽ぎ造ぞう書類も確かく認にんしたが、まぁ見事なものだった。潜入工作のプロかなにかなのじゃろうな」

「でだ。俺達が出した結論がある」

　ようやく理事長である獣吾が説明を始める。

「竜槍師団は平ひら野の救出のために、ベイオウルフを利用したわけだ。ベイオウルフのボーマン元げん帥すいに、学園に内通者がいることを仄ほのめかし、ザハールを動かす。そのザハールの周りには竜槍師団の信しん奉ぽう者しやがいる」

「容易に学園に潜入出来るというわけですか」

　弓美香の答えに、獣吾が組んだ腕を解いて顎あご髭ひげを撫なでた。

「ところが、連中の目もく論ろみは平野の暴走で外れた。零士に恨うらみがある平野が、セーブルと連れだって戦っちまった。おかげで、竜槍師団が潜入していることがバレバレってわけだな。だから、参さん謀ぼう長ちよう殿どのの誘拐なんて馬ば鹿かな真ま似ねをしたわけだ」

「では、ザハール参謀長の身み柄がらと引き替かえで竜槍師団の逃とう亡ぼうを許可すると？」

「いいや。何しろ、俺達にしてみれば、参謀長の命なんて知ったこっちゃないからな」

　獣吾の言葉に、零士達は息を呑のんだ。

「で、そう言ったら向こうさんは条件を出して来たってわけだ」

「条件とは？」

　弓美香が聞き返すと、獣吾が嬉うれしそうにニヤニヤと笑う。

「弓美香、お前達のチームだ。お前達のチームと戦って、連中が勝てば逃亡を許す。お前達が勝てば、ザハールの身柄は返す。ま、そういう賭かけだな」

「賭けですか。人の命が懸かかっている事件で。不ふ謹きん慎しんにも程ほどがあります」

　はっきりと弓美香が、獣吾を非難した。だが獣吾はそれでもニヤニヤとした笑えみをやめない。

「断るなら、ザハールの命を無視して連中を捕つかまえるだけだ。何しろ今回は、ベイオウルフの失態でもあるからな。少々乱暴なことをやったって、向こうさんは何も言えないはずだ。分かるか。ザハールの命を助けたかったら、戦え。縁えんもゆかりもないザハールなんて知ったこっちゃないってなら、はいどうぞ、見捨てればいいさ」

　獣吾の言葉に弓美香が、怒いかりで肩を震わせていく。

　その気持ちが、零士にも十分過ぎるほどに分かる。言っていることが無茶苦茶だ。責任放ほう棄きにすら思える。人の命の決断を、全すべて零士達に押しつけてしまっているのだ。

「それが、大人のやることかよ」

　思わず、零士は呟つぶやいていた。だが、その言葉に獣吾はニヤニヤとした顔のままあっさりと答えた。

「これが、大人のやり方だ」

　バシンッと紗英が、自分の掌てのひらを拳こぶしで強く打った。その音に、獣吾が振ふり向くことなく答える。

「いいのか紗英、お前が零士達と共に動いたらどうなる。俺は動かねぇぞ。今のクラヒメは使いものにならねぇ。分かってるよな。お前まで動いたら、アイツを抑おさえる叶紗英っていう唯ゆい一いつのカードがなくなるんだぜ？」

「ぐっ、てめぇ」

　紗英が呻うめく。クラヒメは苦しそうに顔を歪ゆがめていた。

「状じよう況きように応じて、手は打つもんだ」

　目の見えない鎖くさりで、彼らは繋つながれていた。

　紗英もクラヒメも、零士達に人の命を捨てるか守るかの決断をする責任、それを押しつけていると自覚していた。そのことに苦しんでいた。それが悪いことだと分かっていた。

　それでも彼女達には、零士には分からないが動けない事情が、しがらみがあるのだ。

　そこまで考えて、零士は思わず笑った。

「あん？」

　不思議そうに獣吾が、零士を見る。

「救える人間が、三人もいるってことか」

「ああん？」

　獣吾が怪け訝げんそうに顔を歪めた。

　歪んだ、顔だ。

　その顔を見ることなく、零士はチームの指揮官である弓美香に伝えた。

「弓美香先せん輩ぱい。俺は、戦う意志があります」

「零士くんっ」

　弓美香が振り返る。その目には、ありありと不安が浮うかんでいた。その不安は、戦いそのものへの不安ではないように、零士には思えた。

　それはきっと、零士がまた人を捨てることへの不安だ。

「平気ですよ」

　だから、零士はその不安に答えた。

「信じても、いいの？」

「疑わないで下さい」

　はっきりと零士は頷うなずいた。そんな零士に弓美香が少し驚おどろいた。それから、まじまじと見つめる。

　三十秒ほども弓美香に見つめられただろうか、ようやく彼女は顔を上げて、他ほかの三人を見た。

「指揮官の命令には従う。それが戦士だ。それに、アタシも戦いたい」

　レティシアが、しっかりと答える。その答えを聞いたリタが「あーあー」と声を上げた。

「お姉ちゃんだから、そー答えるとリタは思ってたよ」

「リタ、無理をしないでいいんだぞ」

「お姉ちゃん、リタはお姉ちゃんと一いつ緒しよにいることに、無理を感じたことなんてないよ。お姉ちゃんの側そばで、零士とか忍とか、そーいう悪い虫を蹴けっ飛ばして水虫にするのが、リタの仕事だもん」

　ニタァとサディスティックな笑みを、零士と忍にリタが向けた。

　以前、訓練の時に散々蹴られた弁べん慶けいの泣き所が、ズキンと疼うずいてしまう零士だ。

「なら、これで決定だな」

　零士が言うと、忍が手を挙げた。

「又また従い兄と弟こ、僕の意見は無視かい。無視なのかい？」

「いやだって、忍はブツブツ言うけど、結局は付き合ってくれると思ってさ」

　その答えに忍が面食らったように瞬まばたきをした。

　軽くため息を吐ついてから、零士の胸を軽く小こ突づいた。

「やれやれ、その信しん頼らいと友情がとても重く感じるよ、僕は」

「忍？」

「もちろん、僕は共に戦うよ」

　忍の言葉を聞いて、弓美香が獣吾にではなく、クラヒメを向いた。

「分かりました。杵築弓美香のチームは、ザハール次期参謀長救出戦に向かいます。指定場所、時間のハンガーへの転送をお願いいたします」

「うむ、承知したのじゃ」

「では」

　弓美香が敬礼をした。零士達もまた続いて敬礼をする。

「みんなハンガーに急ぐわよ」

　弓美香が踵きびすを返し、学園長室の扉とびらを開けた。

　全員で廊ろう下かへ出て行く。

　零士は、その間も背中に、獣吾の絡からみつくような視線を感じていた。
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　転送されたデータを確認するため、弓美香はハンガーのコンソールを見下ろした。

『一年二年の訓練場が指定されてるわよ、弓美香』

　管制科二年のコニーが管制室で、弓美香と共にデータを確認していく。

「他の生徒が指定空域に入らないよう、お願いね」

『もちろんよ。このＮｏ．１ハンガー以外には入れないよう、全部ロックを掛けてるってば。この間、一年生お二人さんに潜入されたから、しっかりとね』

　コニーが態わざとらしく、先夜の零士とエミリーの行動を当てこする。当然、零士がビクッと体を跳はねさせた。その反応がちょっと可愛かわいい。

『それよりも、問題は竜槍師団よね』

　ハンガーの中央に、データが投とう影えいされた。

『《金きん麟りん》の平野、おそらく二八式を改装したセーブル』

《金麟》と違ちがって、セーブルのデータはほとんどアンノウンだ。

『これにプラスして、通常の二八式が二機』

《屠と竜りゆう戦せん争そう》のために開発された二八式は、学園の竜鱗機プラウダーよりも総じて三〇％ほど性能が劣おとっている。

『最後に、カスヤって名前でデータが転送されてるのよ。コイツも、二八式のカスタマイズっぽいのよね。しかもご丁てい寧ねいに、追加データには系統も全部入ってるってわけ』

　二機の二八式は、長ちよう距きよ離り射しや撃げき系と近接戦せん闘とう系だ。

　そして最後のカスヤが防ぼう御ぎよ系だ。

「近接が二機、狙そ撃げきと弾だん幕まくで二機、防御が一機ね。悪くない構成ではあるわね」

　弓美香はデータを見ながら呟いた。確かに限りなく基本に近いチーム編成ではある。

　こちらは、近接もこなす汎はん用ようの零士と近接のレティシア、狙撃の自分に弾幕のリタ、そして防御の忍だ。ほぼ似たような構成だ。

『奇きをてらわない基本構成よ。でも、そんなことよりも……どうして、残りのデータが分かってんのよ。相手は竜槍師団で、しかも潜せん入にゆう工作員のデータでしょ。分かってるとか、おかしいじゃない』

「でも、データはきっと正しいはずよ。そうね、ちょっとしたハンデってことかしら」

『ハンデ？　なにそれ、どういうこと。何が起きてるのよ』

　コニーの言葉に弓美香は一度目を閉じてから、何も答えずにガントリーへ向かった。歩きながら、制服の上着を脱ぬいでいく。

『ちょ、ちょっと弓美香っ。なに、人の疑問には無視？』

「コニー、そこは疑問を持たないのが貴方あなたのためよ」

『へ？』

「私も、今は疑問を捨て置くわ。まずは勝ちましょう」

『それでいいの、弓美香？』

「ええ。無事に生き残ったら、改めて私は私なりに調べてみるつもり。その時はコニー、貴方も扱こき使うわよ」

『へいへい、姫ひめ君ぎみ。弓美香と同室になったのが、アタイの運の尽つきってわけか』

「後こう悔かいしてる？」

『してるわよぉ。合コンにも付き合ってくんないし、寝ねぼすけだしさぁ』

　うんざりとコニーが言う。その返答に弓美香はクスクスと笑ってしまった。

『あによ』

「コニー、これからもよろしくね」

『これだ。ま、いいわ。竜鱗機プラウダーには全データをもう転送済みよ。いつでも出撃ＯＫよ』

「ええ、ありがとう」

　壁かべのフックに脱いだ上着を掛かける。

　黒いインナーのみになり、弓美香はガントリーに上がった。

　零士達も、弓美香に従って動く。

　日本刀型のヒヒイロカネを、弓美香は真下に刺さしてセットした。もう意識しないでも、勝手に《竜力》がガントリーへと注いでしまう。

　竜りゆうの咆ほう哮こうが聞こえてくる。それは形容ではない。《屠竜戦争》で、人間が絶望と共に聞いた咆哮だ。

　次いでモーターの駆く動どう音おんが響ひびき、割れたガントリーからアームが伸のびた。

《碧へき雷らい》の装そう甲こうがアームによって弓美香に装着されていく。

　その感覚は、服を着るというよりも、体を取り戻もどしていく感覚に近い。弓美香専用にカスタマイズされた《碧雷》を初めて装着した時は、恍こう惚こつ感すらあったほどだ。

　装着が三十秒ほどで全すべて終わる。

　顔を上げないでも、上部ハッチが開いていることは分かった。

　弓美香は自分のチームを見み渡わたした。皆みんな、随ずい分ぶんと様になってきている。それもそうだろう。何しろ入学してまだ一か月も経たっていないのに、彼らはもう実戦を経験しているのだ。そして今日、また経験を重ねようとしている。

　今の二年生で、実戦を経験している生徒がどれだけいるだろうか。精々、三年生に付き添そって後方要員として、実戦の空気に触ふれているだけだ。

　最後に弓美香は零士を見た。自分の騎き士しだ。自分だけの騎士、そうしたい。そうであって欲しい。封ふう印いんがある限り、弓美香は零士を縛しばっておける。手元における。

　獣吾の顔が浮かんだ。彼の思惑おもわくが零士に絡んでいることだけは確かだ。

「思い通りにはさせない。奪うばわせないんだから……」

　思わず呟つぶやいていた。零士が小首を傾かしげる。その顔に微笑ほほえんでから、弓美香は息を吸い、声を張り上げた。

「出撃します！」
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　曇どん天てんだった。重苦しい黒く厚い雲が垂れ込めている。

『やれやれ、アンニュイな天気だよ』

　後方で忍がぼやく。その言葉を受けて、弓美香が注意を喚かん起きしてくる。

『雲の中に入る時は、気をつけてね。落雷を受けても平気だけど、その時に隙すきが出来るのは確かだし、貴方達はまだ雲中戦闘の訓練を受けてはいないでしょう？』

『そもそも、アタシ達はそこまで高空に飛んでいない』

　隣となりのレティシアが飛行しながら肩かたをすくめた。

　零士とレティシアが先頭を並走し、後方ではリタを中心にして左右に弓美香と忍が展開していた。

　乱戦ではなく、二つのチームが指定された場所で戦う以上、背後からの攻こう撃げきをそれほど意識する必要はない。それが弓美香の判断だ。

　実際、指定場所へと飛ぶと、伏ふく兵へいを置くでもなく五機全機が揃そろっていた。

　声を交かわすこともなく、互たがいにいきなり戦闘に入った。

　弓美香が、装備した十二門のレイジキャノンを大輪の花のように背後に展開し、青い閃せん光こうを走らせる。

　十二本の青い閃光が、弓美香の意思に従って思い思いに曲がり、竜りゆう槍そう師団の旧式竜鱗機プラウダーを追走していく。

　一機が左足の装甲を打ち抜ぬかれ、動きを止めた。その一機にリタが誘ゆう導どう弾だんを放つ。無数の誘導弾が飽ほう和わ攻撃となって降り注ぎ、爆ばく煙えんを上げた。

　その爆煙が途と切ぎれ、黒い竜鱗機プラウダーが姿を現す。

『なかなかの連れん携けいプレーではあるな。だが、竜槍師団七なな本ほん槍やりが六槍、このカスヤの装甲を舐なめてもらっては困るのである』

　カスヤ。竜鱗機プラウダーがそう表示した。その防御系の竜鱗機プラウダーの背後で、足を打ち抜かれた竜鱗機プラウダーはまだ健在だ。護まもられた竜鱗機プラウダーが、手にしたライフルを放った。

　リタへと向かう弾丸を、忍が右手の盾たてで弾はじく。防御系である忍の竜鱗機プラウダーには、チームで唯ゆい一いつ盾が装備されていた。

『たまには、僕も活かつ躍やくしないとね。リタ、僕がキミの盾になる。安心して連中にぶっ放しな！』

『うんっ！』

　リタは頷うなずくと、再び二撃目の誘導弾を放つ。敵もまた狙撃を行う。

　互いの盾が睨にらみ合い、攻撃にその身を晒さらしていく。




　零士はレティシアと共に、敵味方の誘導弾を避よけつつ前へと突つっ込んでいた。

　隣ではレティシアが、もう一機の近接戦せん闘とう竜鱗機プラウダーと、めまぐるしく位置取りを争いながら刃やいばを交え始めた。

『あら坊ぼうや。アタイを前によそ見？　そんなに、隣の子が気になるのかしら。妬やけちゃうわぁ』

　攻撃するわけでもなく、セーブルが目の前で停止した。零士は何も返答せずに、構えたヒヒイロカネの柄つかを強く握にぎり直した。

『やる気満々ってわけ？　フフ、いいわよ』

　セーブルが、サーベルに長い舌を這はわせる。

　睨み合い、どちらともなく一気に間合いを詰つめた。刃と刃がぶつかり、鍔つば迫ぜり合いに持ち込む。

　その瞬しゆん間かん、ふっとセーブルの圧力が消える。

　押し込んだ零士の左ひだり脇わきに蹴けりが飛んだ。柄から左手を離はなして肘ひじで受ける。装甲と装甲が火花を散らす。

　体が左から右へと流れる。その間に、零士の視界からセーブルの姿が消えた。

「なっ!?」

　戸と惑まどう零士の視界に、竜鱗機プラウダーが背後の指示を出した。セーブルのマークが、確かに背後にある。

「いつの間に！」

　上じよう昇しようする。セーブルの一いつ閃せん。左足の装甲が、一部破損する。

『キャハハハハ、遅おそい遅いっ。あの時の力は出さないのかい！』

　わざわざ一いつ般ぱん回線でセーブルがけたたましく笑う。

　そう言われても弓美香に封印を解いてもらわない限り、零士は強力な《竜りゆう因いん子し》を使うことは出来ない。そしてそれを使うということは、弓美香が苦しむことでもある。

『使わないでもっ、お前くらい倒たおせるんだよ！』

　叫さけび、意識を研とぎ澄すませる。

　出力は、相変わらず三〇％台前半をうろつくだけだ。

　それでも零士には考えがあった。紗英が言った。竜鱗機プラウダーの戦いは『動と静』だと。

『そんな速度じゃ、お姉さんが追い越こしちゃうよ！』

　セーブルが笑いながら追いかけてくる。

『なら、追い越せよ！』

　ブレーキをかけ、一気に加速をゼロとする。その瞬間、重力制せい御ぎよも装甲強化も視界も《竜力》の伝導をゼロにする。そして鋭化異則に全てを注ぎ込む。

『なっ!?』

　いきなり止まった零士に、セーブルが斬ざん撃げきを浴びせた。が、重力制御すら切った零士は自由落下し、斬撃が頭上を虚むなしく過ぎ去る。

　振ふり向かず、背後へ刃やいばを肩かた越ごしに突き刺した。何かを斬きった感かん触しよくがあった。

　零士はすぐに重力制御を取り戻し、自由落下から逃のがれ、振り向く。

　セーブルが、憎にく々にくしげに零士を睨んだ。

　太ももを覆おおう装甲に穴が空いている。

『危なかったよ、坊や。危あやうく、足を持っていかれるところだったじゃないの』

　零士はヒヒイロカネの切っ先を見た。血が、僅わずかに付いている。

『全ての《竜力》を鋭化に注いで、アタイのバリアと装甲を破ったわけね。見た目によらず大だい胆たんじゃないのさ、坊や』

『落ちこぼれなもんでね』

『そうね。坊やの《竜因子》は、今のところ誰だれがどう見たって落ちこぼれかも知れない。でもね、お姉さんは坊やの大胆さ、気に入ったよ』

　長い舌で唇くちびるを舐め回す。

『キャハハハハハハ、お姉さんねっ、気に入った相手には手加減出来ないのよ！』

　セーブルが突っ込んでくる。

　構える。

　消えた。

『えっ!?』

『上よっ、上！』

　上を向く。セーブルの残像が映る。

『後ろよぉ！』

　振り向く。いない。肩が斬られ、装甲が弾はじけ飛ぶ。

『ぐあぁっ』

『悲鳴なんてあげてていいの！』

　左足の装甲の一部が斬られる。幸い、肉体まで刃は達していない。

　背中が斬られる。

　まるでセーブルという竜たつ巻まきの中に、零士はいるようだった。

　目で追うことすら出来ないセーブルが、飛び回り、次々に斬撃を浴びせてくる。

　鋭化が弱いせいか、一いち撃げき一撃は弱い。

　それでも着実に零士の竜鱗機プラウダーが破は壊かいされていく。

『坊やみたいに一〇〇％じゃないけどねっ。九〇％を移動に注いだアタイの動きはどうだいっ。腰こしの動きと戦せん闘とう速度には、お姉さん自信あるのよね！』

　嬉うれしそうにセーブルが叫ぶ。その間にも、五回は斬撃をくらった。

『く、くそっ』

　絶えず斬撃が飛んで来て、零士はまともに動くことも出来ない。

（硬こう化か異則で耐たえるにしたって、じり貧ひんじゃないかっ）

　しかし装そう甲こうの硬化を解けば、どうなるかは目に見えていた。体のどこかは分からない。ただどこかが斬り裂さかれることだけは確かだ。

『畜ちく生しようっ！』

　絶望と共に叫んだ時だ。

『ぎゃんっ!?』

　セーブルが悲鳴を上げ、動きが止まった。その機体に青い閃光が三本、注がれる。振り返ると、平野が放った無数の遊ゆう撃げき弾だんの間を弓美香が縫ぬうように躱かわしながら、レイジキャノンを放っている。

　十二本の閃光が、余すことなく戦場を駆かけ巡めぐっている。彼女は、その全てを意識化に置き、操あやつっているのだ。五機全ての敵を把は握あくし、閃光が彼らへと注がれていく。

　セーブルもまた、上昇し、下降し、旋せん回かいし、四本に増えた閃光を躱そうとする。しかし、その高速の動きに閃光もまたしっかりと追走していく。

『ちぃぃぃっ、あの小こ娘むすめっ。どれだけ操れるのよ！』

　セーブルが苛いら立だたしげに叫んだ。

　レイジキャノンは《竜力》を直接熱線とした兵器だ。そのため、熱線は《竜力》を生み出した本人の影えい響きよう下にあり、操ることが出来るのだ。ただ、通常は精々一度か二度、角度を変える程度だった。

　それを、弓美香は自由自在に、しかも十二発同時に操る。

　天才と呼ばれる所以ゆえんの一つだ。

　しかし、セーブルも七本槍の一人だ。四方から襲おそい掛かかる閃光を、素す早ばやく、巧たくみに躱していく。

『やるものね』

　弓美香が呻うめく。平野の誘導弾を躱しながらだ。さすがに思うようには、セーブルを追い込むことが出来ない。

　ついに、一分ほどセーブルを追い回し、閃光が虚しく空中へ消えていった。

『はぁっ、はぁっ、はぁっ、この小娘！』

　零士からかなり距きよ離りが離れた場所で、セーブルが憎々しげに叫んだ。

『セーブルっ。叶零士をやれい！』

　弾だん幕まくを浴びながらも、ビクともせずにカスヤが指示を出す。

『カスヤっ、アンタごときがこのアタイに指図するのかい！』

『見られているのだっ。それを忘れるではない！』

　カスヤの言葉に、セーブルが舌打ちする。そして、再び零士へと突とつ進しんして来た。

　零士は、あえて止まり迎むかえ撃うつ。

　その周囲をセーブルがまた飛び回ろうとし、弓美香のレイジキャノンによって妨ぼう害がいされる。その瞬間を捉とらえ、零士が一いつ閃せんする。

『グゥッ。坊やぁぁぁ！』

　左の二の腕うでを切られたセーブルが、間合いを取ろうと下がった。そこに零士は飛び込み、すかさず重力制御をゼロとし、足を上に向けて落ちる。

『いけぇぇっ！』

『チィッ！』

　足を上にしたせいで仰あお向むけへと回転する零士の肩かた口ぐちを、サーベルが掠かすめた。零士は、ほぼ同時にレイジキャノンを放つ。閃光が、セーブルの脇わき腹ばらから胸を焼いていく。

　そのまま落ち、零士は再び飛ぶ。

『はぁっ、はぁっ、はぁっ。雑ざ魚こ《竜因子》のくせにっ、よくやってくれるじゃないの！』

　セーブルが胸を撫なでた。どろりと付いた血を、長い舌で舐なめ取る。

『小娘の援えん護ごにしっかり反応するなんて、妬けるじゃないの』

　セーブルがチラリと平野を見た。平野は、必死になって遊撃弾を弓美香に放つ。が、全すべて躱されてしまっている。

『あの役立たず……』

　セーブルがそう呟つぶやいた時だ。

　太い、太い、閃光がいきなり戦場に走った。

『キャァァァァァァァァァァァッ!?』

　弓美香の悲鳴だ。

　慌あわてて向くと、彼女自身にはダメージはない。ただ、彼女が背後に華はなのように背負っていた十二門のレイジキャノンは、全て吹ふき飛ばされてしまった。

『なっ、何がっ？』

『よそ見してる余よ裕ゆう、ないよ！』

　セーブルが通り抜ぬけざまに、零士の腕を斬り裂く。

　悲鳴を上げる暇ひまもなく、セーブルが再び零士の周囲を高速で飛び回り始めた。

　もう、弓美香の援護はない。




　　　　※　　※　　※




「しまったっ！」

　赤い竜鱗機プラウダーを装着した紗英が叫んだ。その上を、太い閃光が飛んでいった。そして、弓美香のレイジキャノンを粉ふん砕さいしてしまう。

　その閃光を男が、静かに見つめている。

　身長は百八十ほどもあるが、大おお柄がらなイメージはあまり感じない。細く締しまった、抜き身の刀のような印象を与あたえる男だ。

　男が纏まとうのは、竜鱗機プラウダーとは何か決定的に異なるモノだ。

　竜鱗機プラウダーほど鎧よろいではない。もっと簡素で、すっきりとしたモノを身に纏っている。ただ、それが男のせいなのか、そのモノのせいなのか、いるだけで人を圧あつ迫ぱくしてくる。

「真一郎っ。てめぇ、よくも！」

　噛かみ付くように咆ほえた紗英を無視して、男──真一郎は淡たん々たんと言った。

「これで、ようやく叶零士の追試になる」

　神真一郎。《竜倒五将》として、筆頭霧雨獣吾と並ぶ中ちゆう核かくメンバーだった、今年四十四歳になる男だ。《屠と竜りゆう戦せん争そう》を最初から最後まで戦い抜き、英えい雄ゆうとも呼ばれた。

　だが戦後に姿をくらました彼が、再び表おもて舞ぶ台たいに立った時、その立場は激変していた。

　竜槍師団師団長。

　それが今の真一郎の肩かた書がきだ。

《竜》を神と崇あがめ世界の支配者と敬うテロリスト集団。皮肉にも《竜》を倒たおした男が、彼らを率い世界に混乱を巻き起こし続けている。

「だが、紗英よ。お前も誇ほこっていいぞ。今のこの俺を、ここまで妨害出来たのだからな。十一年前より腕を上げたのではないか？」

「伊だ達てにマットに上がっちゃいないんでね！」

　紗英が、青せい龍りゆう偃えん月げつ刀とうを構えた。

「獣吾のように己おのれに見切りを付け、戦うことを諦あきらめはしなかったのか。その姿勢は評価してやろう。だが、ぬるいな。日夜、戦場にいた俺との差は大きいぞ」

　真一郎が、初めて長ちよう剣けんを抜き放った。それを見て、紗英が気を吐はく。

「はぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　青龍偃月刀の刃はが、いや装甲そのものが揺ゆらいでいく。

「ふっ、お前が簒さん奪だつした高熱化か。久々に見るな」

　懐なつかしむように、真一郎の顔が緩ゆるむ。

「そうさ。クシナダが真ま似ねた《異則》じゃない。本物の《竜》の《異則》だっ」

「その力で、お前は《竜倒五将》となった」

「人のことが言えるのかい？」

「確かに、俺もまた簒さん奪だつ者しやだ。だがな、獣吾のように立ち止まっていたヤツや、お前のようにぬるま湯の中にいたヤツとは一いつ緒しよにしないでもらおうか」

　真一郎が、紗英を睨にらんだ。

　紗英が、一歩下がり固まる。

「この感じ……まさかてめぇ、さらに《竜》から簒奪を」

「さすがは紗英だ。俺や獣吾が戦闘を叩たたき込んでやっただけのことはある。確かに俺は、この十一年の間にさらに多くの《竜》から簒奪をした」

「竜槍師団のくせにか」

「逆だ。この世界から追放された《竜》とまみえる機会は、竜槍師団くらいしかないのでな」

　そう言うと、真一郎がその場に転がっている岩に腰こし掛かけた。

「安心しろ。これ以上、叶零士と杵築弓美香に手を出す気はない」

「どういうことだよ」

「さっきも言っただろう。今日は追試に来たと。片かた桐ぎり烈れつ波ぱとの戦いは、報告を受けた。正直、落らく胆たんさせられたよ。だから、今日は俺がこの目で叶零士を判断してやる」

「判断だって？」

「そうさ。ヤツの《竜》が希望たり得るのか、それとも落ちこぼれの《竜》なのか、だ」

　もう真一郎は紗英を見ることさえしない。じっと戦場を見ている。

　なのに紗英は、動けなかった。

　今、自分はこの男に勝つことは──出来ないのではないか。

　紗英は覚かく悟ごを決めた。

　次に真一郎が動く時、それは相打ちを覚悟する時だ、と。




　　　　※　　※　　※




『零士、何をやってる！』

　一機を落としたレティシアが、セーブルに斬きりかかった。

『また邪じや魔まが！』

　セーブルとレティシアが馳はせ違ちがい、共に肩かたに傷を負う。

『レティっ、平気か？』

　零士の疑問に、レティシアが苦く笑しようした。

『誰だれがどう見たって、心配するのはアタシの方だ。零士、まだ戦えるな？』

『ああ、もちろんだ』

『なら、まずはこのおばさんを叩くぞ。アタシと零士だって、しっかりコンビネーション出来るところを見せてやらないとな』

　微かすかに、ほんの微かにレティシアが笑えみを浮うかべてから、顔を引き締めた。

　共に、セーブルを見る。

　そして、レティシアが突進する。その後ろに零士がつく。

『何をする気か知らないけどね！』

　セーブルもまた衝しよう突とつするように突進してくる。

『まずは坊ぼうやだ！』

『分かってるんだよ！』

『な──！』

　レティシアがいきなり上じよう昇しようし、零士がレイジキャノンを放つ。

『くあぁぁぁぁぁぁあっぁっ！』

　セーブルがサーベルでレイジキャノンを正面から受け止め、大きく後方に吹き飛ばされた。

　各所の装そう甲こうが、弾はじけ飛んでいる。

『キャハハハハハハハハハハ』

　にも拘かかわらずけたたましく笑った、かと思った瞬しゆん間かん、怒ど鳴なり声を上げた。

『永なが康やすっ、こっちにおいで！』

　弓美香と刃やいばを交えていた平野が、カスヤの援護を受けて離り脱だつすると、セーブルの隣となりに来る。

『永康に坊やはやるよ』

『え？』

『レティとか言ったね。今の動き、気に入った──よ！』

　セーブルがレティシアに向かう。

　やや遅おくれて、平野が誘ゆう導どう弾だんを零士へと放った。

『くそっ！』

　コンビネーションなどと言っていられない。再び一対一の戦いとなっていく。

　その時だ。

『忍っ！』

　リタが悲鳴を上げた。

　零士の視界の端はしで、忍が爆ばく煙えんの中で天を仰あおいだ。腹部には、カスヤの棍こん棒ぼうが叩き込まれていた。もう、その顔に意識は感じられない。そのままゆっくりと落下を始め、完全に重力制せい御ぎよを失い、墜つい落らくしていった。

　盾たてを失ったリタが、容よう赦しやなく射しや撃げきの嵐あらしに晒さらされる。

　弓美香が狙そ撃げきを行う竜鱗機プラウダーに向かおうとするが、カスヤに阻はばまれ、思うようにいかない。

　リタはリタで、弾幕を張る間もなく、弾丸を躱かわすので手て一いつ杯ぱいだ。

『誰かが、一気に落とすしかないか！』

　零士は叫さけぶと、平野へと一直線に向かった。

『舐なめてくれるね！』

　平野が誘導弾を放つ。

　零士は明確に躱すことに意識を集中させた。弓美香が、セーブルが、躱す姿を今日だけで何度も見させられた。

　見ることは、知ることだ。

　出力三〇％程度の自分でも、躱すことだけに集中すれば──出来る。

『そもそも、装甲だってもうほとんどないしな！』

　声を張り上げ、誘導弾の中に突つっ込む。

　ギリギリで避よける。

　追走してきた誘導弾が、避けたばかりの誘導弾に当たり、ともに爆ばく発はつする。

『なっ！』

　平野が驚おどろく。その顔がよく見える。

　何しろ零士は、躱しながら一直線に平野へと向かっているのだ。

『ちぃぃぃっ！』

　さらに誘導弾が発射される。

　眼前に迫せまった。それをギリギリで躱す。その瞬間、足で微かに蹴けった。

　後方で爆発する。

　追走してきた誘導弾が次々と誘ゆう爆ばくした。

『こ、こんな馬ば鹿かなっ！』

　平野が慌あわてて、長い長い日本刀を構えた。

『遅おそい！』

　間合いに飛び込み、重力制御をゼロにする。

　落下しながら、全てを鋭化異則に注ぎ込み、ヒヒイロカネを下から斬り上げた。

『っ！』

　平野のバリヤーを易やす々やすと越こえ、腹を裂さく。

『ぐはっ！』

　血が降り注ぎ、平野が落ちていった。

『死んでは……ないだろ』

　墜落して上がる土つち煙けむりを見ながら、零士は呟つぶやいていた。

『永康っ……アンタ達、よくも、よくもアタイの可愛かわいいアイツをぉぉぉぉぉぉぉぉ！』

　セーブルが絶ぜつ叫きようする。

『なっ!?』

　レティシアが押される。無数の斬ざん撃げきを受け、捌さばく。いや、捌ききれない。

『くぅぅぅぅっ!?』

　首筋から血が噴ふき出る。よろよろとレティシアが下がった。それをセーブルは追うこともなく、カスヤへと向かう。

『レティ！』

『へ、平気だ、零士』

『平気なわけないだろっ』

『ええ、命令です。撤てつ退たいして、レティさん』

　弓美香の指示が飛んだ。

『し、しかし、今……はぁ……んっ』

　どんどんレティシアの顔から血の気が失うせていく。

『お姉ちゃんっ、お願いだから下がって！』

　リタの叫びにも、レティシアは逡しゆん巡じゆんした。その様子に、ついに弓美香がぴしゃりと告げる。

『足手まといです』

『なっ、いや、わかりました。零士』

　ようやくレティシアが頷うなずき、零士を向いた。

『約束だ。アタシのお見み舞まいに、来てくれよな』

『ああ、もちろんだ』

　レティシアと拳こぶしと拳をぶつける。じっとレティシアが零士を見つめた。そして、忍を拾って後方へ去って行った。

『なんだとっ。何を言っているか、分かっておるのか！』

　カスヤがいきなり叫んだ。

『分かってるわよぉ。アタイの大事な永康を落とされたんだものぉ。今度は坊やの大事なものを殺さなきゃ、おかしいでしょ？』

　セーブルの目に、狂きよう気きが宿っている。その目に、カスヤがややたじろいだ。

『し、しかし、杵築弓美香は真一郎様とて必要としておるのだ』

『知ったこっちゃないわけっ、もう、そんなの！』

『だが──』

　セーブルのサーベルが、消えた。いや、目にもとまらぬ速さで一いつ閃せんされたのだ。

　後には、頭のないカスヤが残り、血を噴ふん水すいの様に噴き出しながらクルクルと回転しつつ落ちていった。

　セーブルが、哄こう笑しようしながらその遺体を追いかけ、さらに斬り刻んでいく。

『味方をっ、な、なんでっ、ひどい』

『リタさん』

　驚いたリタの肩に、弓美香が手を置いた。

『残弾は、まだあるわね』

『ええと……二十二発です』

『分かったわ。それを全すべて、セーブルに放って。そして貴方あなたも、後方に下がりなさい』

　弓美香の指示にリタがキョトンとした顔を浮かべる。

『あのセーブルは危険よ。今の私も、零士くんも、貴方を護まもって戦うだけの力が残っていないの。であれば、弾幕を最大限に利用する方が得策でしょ？』

『わ、分かりました』

　理解の前に零士もリタも、弓美香に逆らいがたいものを感じて頷いていた。

『ありがとう、リタさん』

　弓美香はニコリと笑い、今度は零士を向いた。

『封ふう印いんを限定解除します』

『で、でもそれは、弓美香先せん輩ぱいがっ』

『いい零士くん。私は主兵装であるレイジキャノンを失ってるわ。もちろん近接戦せん闘とうにもそこそこ自信はあるけど、やっぱり限界はあるの。そして今のセーブルは、危険だわ』

『でも』

『零士くん。私も、違う形だけど一いつ緒しよに戦うだけのことなの。ね？』

　命令ではなく、お願いだった。

　何な故ぜだろう。逆らえる気が全くしない。

　そして弓美香のお願いは、叶かなえたくなる。

『分かりました。一緒に戦いましょう。でも、二つ条件があります』

『条件？』

『一つは、リタに後方に下がるのではなく弓美香先輩を護らせて下さい』

『あ、リタそれ了りよう解かい！』

　弓美香が返事する前に、リタが嬉うれしそうに答えた。その答えに、弓美香は少し困った顔を浮うかべてから、頷いた。

『二つ目は、何分くらい持ちそうか先に教えて下さい』

『そうね、五分かしら』

『分かりました。四分ですね』

『零士くん、貴方……ううん、その通りよ』

　弓美香は観念したように笑い、右手を差し出した。

　手て甲こうが二つに割れ、弓美香の素す肌はだを露あらわにする。光の輪が浮かび、文字が並んだ。

『叶零士。私の騎き士し。私を護る力が欲ほしいのならば、キスをなさい』

　弓美香が厳おごそかに言う。零士はその手を取り、そっと唇くちびるを光の輪に重ねた。

《竜因子》を絡からめ取っていた鎖くさりが緩ゆるむ。

　グルオォォォォォォォォオォォオオオォオォォォォォォォオォォォォォッッッッッッ！

《竜》が、魂たましいの中で咆ほう哮こうする。

　そして《竜力誘ゆう導どう機き》がフル回転し始めた。

　出力が瞬またたく間に八八％となっていく。

　ふらりと落ちる弓美香の体を、献ささげるように両りよう腕うでで抱だき留めた。

『うわ、お姫ひめ様だっこだ』

　リタの呟きに、零士は笑った。

『そうとも、俺達の姫ひめ君ぎみだからな』

『うん、そうだね』

　共に地上に降り、弓美香を横たえる。

　そして空を見上げた。

　セーブルがますます狂気を瞳ひとみに宿して、零士を睨にらんでいる。

　招かれるように、零士は飛んだ。

『待っててくれたのか』

　零士の問いに、セーブルはニタリと笑う。

『坊ぼうやの大事なあの小こ娘むすめが、一番苦しむことを考えたんだよ。分かる？　アンタのボロボロになった死体を見せてやることさ。そして、徹てつ底てい的に壊こわしてやるんだ。あの綺き麗れいな顔も、綺麗な心もねぇ』

　サーベルについたカスヤの血を、執しつ拗ようなまでに舌で舐なめ取る。

『俺さ。アンタに言ったよな』

『あん？』

『俺は弓美香先輩の騎士だってさ』

『それがどうしたってのさ！』

『アンタみたいのから姫君を護るために、騎士はいるってことさ！』

　セーブルが横に飛ぶ。さっきは残像しか見えなかった動きが、見える。零士が突とつ進しんする。

　サーベルが突き出される。

　下からヒヒイロカネで弾はじく。

　セーブルが、腕を上げられる前にサーベルを手放した。高速で上じよう昇しようし、サーベルを再び掴つかんで零士の背後へ飛ぶ。

　零士は前へ出た。

　セーブルが直角に曲がり、さらに迫せまる。

　狂気、殺意が背中に迫ってくる。

　殺される。いや、死ねない。護るために、死ねない。なら、どうする。どうやって護る。

　人を捨てて護る──殺す！

　振ふり向きざまに、ヒヒイロカネで殺す。

『ハアァァァァァッ！』

　セーブルがサーベルを振り下ろす。

　刃はが重なった。

『殺やった！』

　腕を振り抜ぬいたセーブルが叫さけんだ。

　サーベルの刃先が、落ちる。セーブルの胸から下が落ちる。両腕の肘ひじから先が落ちる。

『あ……れ……？』

　呆ぼう然ぜんとセーブルが呟いた。

　自分の体が三分の一になっていることに気が付いた。

　零士もまた、気が付いた。

　殺してしまった。

『あっ、[image: ][image: ][image: ]……』

『キャハッ、キャハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハ、いい、最高だよっ、坊や最高だよぉっ！』

　セーブルがなぜか笑う。

『坊やの殺意、最高だったよっ。そうだよっ、アタイさ、その殺意、好きさ。最高の殺意だっ。人間やめちまったヤツの殺意だよ！　いいねっ、坊や感謝するよぉっ。最後に絶頂しながら……し、しね……あれ……永康ぅ……』

　セーブルが、セーブルの三分の一が落ちていった。

『俺、また……』

『零士くん。私、貴方の顔を見たいな』

　弓美香が言った。

『え、いや、でも』

　顔に手を当てる。血だ。セーブルから飛び散った血でいっぱいだ。こんな顔を、弓美香に見せられるわけがない。

『お願い。私を護ってくれた騎士の顔を、見せて』

『俺の顔、今』

『私に拭ふかせてちょうだい』

『え……』

『それに、貴方が帰ってこないと、私は苦しいままなのよ？』

『分かりました』

　戻もどった零士の顔を見て、リタが「ひっ」と悲鳴を上げかけ、慌あわてて呑のみ込んだ。

　そんな零士の顔を、弓美香は何も言わず、ただ抱きしめた。

　そして頭をそっと撫なでる。

「零士くん。一緒に戦うと言ったでしょう」

　優やさしく優しく撫でてくれる。

「だから、貴方の罪も私は一緒に負うのよ。一緒よ。私は貴方と一緒にいるわ」

　泣き出したくなる。

　嬉しさと、罪深さで、泣き出したくなる。

「零士くん。さあ、キスをして。私、そろそろ限界よ」

　弓美香が、少し潤うるんだ瞳で零士を見た。

　ああ、この人も自分と同じ気持ちなんだ。

　零士はそのことを噛かみ締しめながら、弓美香の手に唇を重ねて──意識を失った。




　　　　※　　※　　※




「なるほどな」

　真一郎が、紗英の前でようやく立ち上がる。

「何がなるほどだってんだよ！」

　紗英が噛み付くと、真一郎はチラリと見てきた。

「獣吾も罪深いことをしたものだな。そのまま放ほうっておけば、人殺しなどにならずに、普ふ通つうの生活を送れたものを」

「ア、アンタ達がっ！」

「あんな《竜》としても落ちこぼれなやつを引っ張り出して、獣吾もどうするつもりか。ヤツの目が曇くもったということかな。長々と待った時間が、無む駄だになった」

　真一郎が歩き出す。

「どこに行くんだよ！」

「なに、一人生き残ったヤツがいるんでな。捨て駒ごまとしてまだ使えるだろう」

「行かせると思うのかい！」

「止められると思うのか？」

　真一郎が、語気を強めた。

「くっ……」

「さすがだな。これでも戦意を保つか。だが、今は取っておけ。《竜》との戦いは近いのだからな」

　悠ゆう然ぜんと、真一郎は紗英の前から去って行ったのだった。








　終章




「あああぁぁぁぁぁぁっ！」

　悲鳴と共に零れい士じが目覚めると、そこは見知らぬ場所だった。戦場ではない。夢の中で何度も何度も見てしまった、セーブルを殺した戦場ではない。

「え……」

　キョトンとしたまま視線を動かすと、部屋の形からして、寮りようのようだ。ただ、なんというか女物が多い。掛かかっている制服は女子のものだし、化け粧しよう品ひんや、人形などが視界に入る。それに匂においも凄すごくいい。

　そして、なぜか後頭部にとても柔やわらかく温かい感かん触しよくがあった。

「ふふ、起きたのね」

「ゆ、弓ゆ美み香か先せん輩ぱい!?」

　真上に弓美香の顔があった。

　少し呆然としたあと、零士は悟さとった。どうやら今自分は、弓美香に膝ひざ枕まくらをしてもらっているらしい。どういう経けい緯いでそうなったのかは、さっぱり分からないのだけれど。

「ここは？」

「私の部屋よ」

「アタイの部屋でもあるけどね」

　コニーの声だ。が少しそちらに瞳ひとみを動かすと、彼女が丁度苦く笑しようしながら立ち上がるところだった。

「まったく、弓美香ったら、泣きそうな顔で零士くんを連れ込んできたのよ？　断れるわけないじゃない」

「ふふ、ありがとう」

　弓美香がコニーに小さく頭を下げる。

「いえいえ、姫ひめ君ぎみのご意向に逆らえません。さてと、アタイは食堂にでも行ってるからね。いい、弓美香」

　コニーが弓美香を指差した。そんなコニーに、弓美香が小首を傾かしげる。

「なに？」

「間ま違ちがっても、零士くんを襲おそっちゃダメだからね！」

　そう言い置いて、コニーが外へと出て行った。

「もう、失礼しちゃうと思わない？」

　プゥと弓美香が頬ほおを膨ふくらませる。

「ええ、まぁ」

「そうよね。そもそも襲うのは、私じゃなくて零士くんの方だもの」

　うんうんと弓美香が、零士の頬をつつきながら頷うなずく。とりあえず、この件に関しては流した方が無難な気がする。

「いや、あの、その前にこの状じよう況きようを」

「もう少し、一いつ緒しよにいたかったの。それではダメかしら」

　零士の質問に、弓美香が微笑ほほえみながら答えた。

「ダメというか、なんというか」

　男子は女性寮への侵しん入にゆう禁止のはずなのだが……。

　と、弓美香が零士の髪かみをなで始めた。

「貴方あなたは、あの脇わき坂さかセーブルとは違うわ。ううん、あの人だけではないわね。人を殺して普通でいられる子ではないわ」

「弓美香先輩」

　この人は、戦せん闘とうの後に気を失った零士がうなされているのを、放っておけなかったのだ。うなされている理由をしっかりと認にん識しき、それを癒いやそうとしてくれたのだ。

「私がそのことを知っている。いい、零士くん。貴方が優しいことを、人であることを、何があっても私が知っている。それでは、ダメかしら」

「いいえ。十分です」

　何の不満もなく、零士は答えられた。

「ありがとう。今は、ゆっくりおやすみなさい。私が見ていてあげるわ」

　不思議と、自然に目が閉じられていく。

　不安なく──安心に包まれて零士は、静かに、静かに眠ねむっていった。




　　　　※　　※　　※




「やれやれ、とんだ災難でしたよ」

　ベイオウルフの参さん謀ぼう長ちよう室に入って、ザハールは頭を掻かいた。

「その椅い子すの座り心地ごこちはどうなのだ？」

　来らい賓ひん用のソファーで真しん一いち郎ろうが立ち上がった。

「やれやれ、そう堂々といられると困るんですけどね。竜りゆう槍そう師団師団長神みわ真一郎さん」
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　苦笑しながらザハールが参謀長の椅子に座る。

「で、今日ここに来た用事はなんですか？」

「向こう側に伝えて欲しくてな」

　真一郎の言葉を聞き、ザハールは身を乗り出した。

「ほう。では、結界を遂ついに壊こわす決心をしましたか」

「ああ、獣じゆう吾ごとは完全に決けつ裂れつだ。叶かのう零士があのザマではな」

「ま、しょせんは混じり物ですからね」

　ザハールはギシギシと椅子を鳴らし、嘲ちよう笑しようを浮うかべた。

「自分とは違うと言いたいわけか」

「もちろんですよ。私には薄うす汚ぎたない簒さん奪だつ者しや共の血など、一いつ滴てきも流れてはいない」

「薄汚いか。言ってくれるな」

　真一郎が皮肉げに笑う。その笑みに、ザハールはついつい苦笑を浮かべてしまった。

「いえいえ、人間の身でそこまでなった貴方には、敬意を払はらっていますよ。簒奪された連中は、しょせんそこまでの《竜りゆう》だったというだけのことですから」

「余よ裕ゆうだな。お前も、俺が食らうかも知れないぞ」

「ふっ、竜将ハイドラゴンである私を食らえるものなら、ご自由に」

「ま、いいだろう。俺達は近々、総力を挙げて建たけ速はや学がく園えんを落とす。そして、結界を破は壊かいする」

「いいでしょう。向こうには伝えておきます。またベイオウルフの動きも、私が責任を持って止めておきましょう」

「出来るのか？　秘書が竜槍師団だったことで、クシナダ財団への介かい入にゆうは失敗したのだろう」

「痛いところを突ついてきますね。ですがあれは、そちらのセーブルが暴走したおかげですよ。死体なんて残して、ばれるに決まってるじゃないですか」

　ザハールが言うと、悪びれることなく真一郎が答えた。

「俺は俺で、思わぬヤツに足止めされていたんでな」

「ま、いいでしょう。ベイオウルフを止めるなんて、簡単なことですよ。《竜りゆう因いん子し》を持つ竜りゆう戮りく者しやならともかく、ただの人間を《竜》である私に平へい伏ふくさせることなんてね」

　ザハールは、老人のたるんだ顔を思い浮かべた。確か、ボーマンとか言ったはずだ。この人間の組織ベイオウルフの元げん帥すいである。あんな豚ぶたに信しん奉ぽうされても迷めい惑わくなだけだが、仕事である以上は仕方ない。

「では私は、貴方達が結界を破壊することを、楽しみに待っていますよ。そうすれば、簒奪者共から根源法則を取り戻もどす、私達の数千年越ごしの悲願が叶かなうのですからね」

「ああ、その日が来たら俺にも便べん宜ぎを頼たのむぞ」

　真一郎は立ち上がると、部屋を出て行く。

「ええ、もちろんです」

　ザハールは笑顔で答えた。

　その瞳に浮かぶのは、嘲笑ではあったが……。








　あとがき




　第二巻を手にとっていただきありがとうございます！




　橘たちばなぱんです。別に名前を名乗らないでも、本当に橘ぱんが書いております。その証しよう拠こに、これを書いている日時はクリスマスです。カップルが町を練り歩き、ホテルに入る、そんな日に涙なみだしながら仕事をしております。この悲しさが届けば、書いているのが橘ぱんだと分かってもらえると思います。

　ちなみに画面にはモバマスのクリスマスサバイバル追い込み画面、ＢＧＭはアイドルマスターのクリスマス曲と、気分だけはクリスマス感満まん載さいであとがきをお届けしております。

　お仕事していたら千二百位圏けん内ないから落ちていたので、今回はもう諦あきらめました。

　発売時期は二月だから、きっとその頃ころはバレンタインデーで枕まくらを濡ぬらしているはずなんですけれど……。

　ハッピーバレンタインデー！

　皆みな様さまにチョコレートが届いておりますように。

　なんかどうしようもない書き出しで始まりましたが、ありがたいことに『落ちこぼれの竜りゆう殺し』の二巻をお届けすることが出来ました。一巻打ち切りにならないで、本当にほっとしております。

　これもひとえに、お買い上げ下さった皆様のおかげです。本当にありがとうございます。

『だから僕は、Ｈができない。』とはかなり違ちがった方向性なので、それはもう不安でしたが、現状で四版までかかっておりまして感謝感謝です。

　挿さし絵えをお願いしている呉くれマサヒロ先生のステキイラストにも、本当に助けられているなぁと。いつもいつも厳しいスケジュールでごめんなさい。頑がん張ばります。




　内容的には三巻で、一つゴロッと動かす予定です。

　元々、三巻が一つの節目だよねぇとは、企き画かく段階の担当さんとは話していましたので、そこは予定通り進行しているかなと。

　プロットまだ切ってないんですけど、三巻で一回色々なネタ晴らしが出来ればいいなと思っております。

　現状、風ふ呂ろ敷しき広げたままですし。

　タイトルも入学段階で落ちこぼれてただけじゃん！　な状じよう況きようですから。

　ぜひぜひ三巻もお付き合いしていただければと思います。

　というか、お願いします。




　で、ネタが尽つきました。

　あとがき四ページって多いです。一枚でいいです。あとがきが好きな作家さんっているんでしょうか……。

　早くどうぶつの森でクリスマスしたいです。

　パワプロもしたいです。

　録とり溜ためたままのアニメも見たいんです。

　二巻執しつ筆ぴつ作業で秋のアニメをほとんど視し聴ちよう出来ておりません。マギは楽しんでハァハァしていますけれど！

　モルさんかわいい。アラジンもいいなぁ。

　は、いいですね。

　ええと、最近の橘ぱんですが、地じ獄ごくスケジュールを脱だつして一息吐ついています。すぐに地獄に舞まい戻もどるのですが、師走しわす末くらいは飲み歩かせて下さい。

　飲み過ぎで胃腸炎えん的なこともやったので、ほどほどにではありますが。

　ＴＲＰＧも、なかなかみんな忙いそがしくて最近は出来ていません。作家周りのメンツだと、年末はみんな忙しいものでして。

　ＰＢＭも一回アクション未送信という大失態を……。

　あとはもう、アイマス関係でハァハァしているくらいでしょうか。モバマスは本当に危険です。

　川かわ島しまさんの声だけが、俺の生きる糧かてとなっています。

　ええと、そろそろ自重します。




　二〇一三年ですが、本作『落ちこぼれの竜殺し』と『だから僕は、Ｈができない。』をしばらくは交こう互ごに出せればと思っています。

　スケジュール的にはハードではありますが、どちらも四か月サイクルでお届け出来ればなと。橘ぱんの刊行としては隔かく月げつにはなってしまいますが、楽しんでいただくためにも頑張ろうと思っています。




　それでは、改めて手にとっていただき本当にありがとうございました！


二〇一二年十二月二十五日　クリスマスってなんですか？　橘ぱん













落おちこぼれの竜りゆう殺ごろし２















橘たちばな　ぱん
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